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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日、俺は世界から完全に見捨てられていた。




　クリスマス・イヴの夜、渋谷ハチ公前交差点は、いつにも増して殺人的混雑だった。

　とにかく、歩きにくい。

　折おりしも今日は初雪だった。雪が降ってただでさえ歩きにくいのに、普段よりも人が多いのだ。それに……

「今日、一緒に居られてよかった」「僕もだよ……」

　これである。ところ構わずいちゃつくカップルが周囲を気にしないものだから、余計に歩きづらいのだ。

　見回すと、どいつもこいつもツガイで手をつなぎ、睦むつ言ごとをささやき合っている。独ひとり身みで歩いている俺をあざ笑うかのように、例外なく誰もが幸福そうな顔をしていた。

　やはり電車代などケチらず、私鉄に乗ってくればよかった。そうすればこんなところを通って嫌な思いをすることもなく、家に帰りつくことができただろう。飯を食ってネットを巡じゆん回かいし風呂にゆっくり浸つかりネットを巡回し深夜アニメ実況をしネットを巡回し寝る、いつもの幸福な夜が送れたはずだ。

　しかし、もう遅い。精神は擦すり切れてしまった。

　自分はクリスマス・イヴに彼女と出歩くことのできない、悲しい人間なのだ、というイメージが、完全に俺の心を打ちのめしていた。




　絶望に打ちひしがれながら人の波を避よけて駅へと向かっている、そんなときだった。




「えー、ご通行中のみなさまー」




　拡声器を通した声が、頭上から降ってきた。見上げると、旧式の客車を改造したオブジェの上に、人影が仁に王おう立だちしている。

　ああ、宗教の勧誘か。この時期は多いんだよな──

　そんなことを考えながら目を逸そらした俺は、視界の端でとらえた演説者の姿に、思わず二度見をした。




　制服姿の、女子だった。それも、うちの高校の制服だ。

　リボンの色から、彼女が一年生、同学年であることが知れた。

　真っ白なヘルメット。顔の下半分にはぐるぐるにタオルが巻かれており、口元を窺うかがうことはできない。

　顔のパーツのなかでただ唯一おもてに出ている目は、鋭さを感じさせる眼差しで、足元にうごめく群衆を見下ろしていた。

　長いまつげが、まばたきに従って閃ひらめく──鳥肌が立った。

　そしてなによりも俺をうったのは、彼女が制服姿であるということ──つまり下はスカートだということだ。そして彼女は高いところへ登っている。結論はただひとつ、アリストテレスでもわかることだ──近づけば、見える。

　瞬しゆん間かん、俺は人混みをかき分け、駆け出していた。

　これは神の思おぼし召めしに違いない。独ひとり身みでいじける俺に、神がささやかなクリスマス・プレゼントをくれたのだ。信じるものは、救われる。信号の下で演説やってたあんちゃんも言ってたから、間違いない！

　彼女の周囲が、ざわ、と盛り上がりはじめた。畜生、てめえらだけでいい思いしやがって。平等に分け与えろ!!




　後から冷静になって考えてみると、俺はこのときふたつの考え違いをしていた。

　まずひとつ。拡声器をしっかりと準備して高いところに登るような人間が、パンツが見えてしまうことについて考慮していないはずがない、ということ。

　そしてふたつ。拡声器をしっかりと準備して高いところに登るような女子高生は、ちょっとおかしい。いや、あえて言おう。完全に気が狂っている。

　俺が人混みの中でもがいている最さ中なか、彼女の演説は始まった──




「えー、ご通行中の皆さま。こんなクソ寒い雪の中、こんなクソ混雑の中、いちゃこらしくさってくれやがりまして、ご苦労様です！　広告会社のしかけた宣伝にまんまとのせられてキリスト教徒でもないのにクリスマスを祝う頭の弱い皆様に於おかれましては、いかがお過ごしでしょうか？　我々、反恋愛主義青年同盟部は、今日、息も詰まるようなこのクリスマス・イヴのクソ混雑に、ただ一点の主張のために、こうしてここに立っているのです。

　お前らは、間違っている！　手をつなぎ、降る雪を幸いと相あい合あい傘がさをし、『ホワイトクリスマスだね……』『ベッドの上でもホワイトクリスマスしようね♡』などと囁ささやき合っているそこの阿あ呆ほう、お前らは完全に間違っている！　徹底的な誤あやまりである!!　リア充爆発しろ！　爆発四散しろ！　貴様らが骨の髄ずいまで浸つかりきってしまっている恋愛至上主義は、儚はかない幻想にすぎないのだ！

　自己批判せよ！　恋愛至上主義の泥でい濘ねいから抜け出す方法はただひとつ、自らの精神に入り込んだ幻想を、自己を批判することを通して見つめ叩たたきだすしかない。その手助けをするために、私は愚ぐ昧まいなる恋愛信しん奉ぽう者しや諸君らを、ここで教きよう導どうしようと思う！

　考えろ──君らが恋愛をすることで、誰が得をするのか？　平日働き詰めの疲れを癒いやすためのせっかくの休日に、わざわざ混雑のなか恋人と出歩き、おしゃれなカフェで散さん財ざいする。相手から少しでもよく思われようと、あえて防寒を無視した格好で自らを飾り立て、そのために大たい枚まいをはたく。まったく、君らのマゾヒストぶりには閉口するばかりである！　会社でこき使われるばかりでなく、その自由時間すら、社会的に規定された『一般的恋人像』を演じるためにその身をやつす。君らこそがこの恋愛至上主義の被害者なのだ！　被害者であるのにそれに気づくことができないことこそ、この問題を厄やつ介かいにしている一番の原因だ！　そして恋人のいない我々のことを見下すのである。『かわいそう』と。余計なお世話だ！　その『彼氏・彼女のいない人はかわいそう』という幻想こそが、貴様らの精神に根付く癌がんなのだ！　気づけ！　叩きだせ！

　考えれば簡単に分かる理屈を、君らリア充がちっとも気づくことができないのは、我々の身体そのものが、不都合な真実を隠いん蔽ぺいするようにできているからだ。動物的に生きるリア充諸君に、我々の話が信じがたいのも納得の話だ。そしてリア充諸君らは、目も耳も鼻も口も塞ふさがれ、あたたかい肥こえ溜だめのプールの中で気持ちよさそうに、無限のピストン運動の泥濘に落ち込むのである！

　唯ゆい物ぶつ論ろん者じやの諸君らは言うかもしれない。『結局は繁はん殖しよくのため』と。結局我々は繁殖のために恋愛をしているのだ。そのようにプログラムされているのだ。ならばそれに従うことこそ、人間としての本ほん懐かいを遂とげることになるのではないか、と。

　それがどうした！　繁殖なんかするな！　産むな、増やすな！　人類は絶滅すべきなのだ！　この負の連れん鎖さを、我々の世代で断ち切らなくてはならないッ!!

　考えてみ給たまえ、人間が存在することで、どれだけこの惑星に迷惑をかけているのか。数十億年連れん綿めんとつづいてきたこの地球生命の歴史に、いま人類は終止符を打とうとしている。膨ぼう大だいな科学文明を発展させた結果、この惑星に形成されていた緻ち密みつな生態系の網の目をズタズタに切り裂いた。それだけでは飽き足らず、大気の組成さえも変化させ、全く異質な惑星に仕立て上げてしまったのだ！

　この獰どう猛もうな侵略生物＝人類を一刻も早く地上から取り払わなくてはならない！　その崇すう高こうなる目標に対して我々は、『良心的繁はん殖しよく拒きよ否ひ』を以もつて応こたえるべきなのだ！

　繁殖衝しよう動どうを克服せよ！　それが我々にできる、唯一の抵抗だ!!　恋愛こそ、現在の地球が、人類が抱えるすべての問題の、根源なのだ！

　誰が得をするのか。『誰も得をしない』。一見すると、それが正しい答えに思える。もともとは単なる繁殖のための性欲が、定住が進み文明が発展するにしたがって、ゴテゴテといろいろな修しゆう辞じで飾られ始めた。孔く雀じやくの羽で自らを飾り立てるために、恋愛主義者は余剰時間を、繁殖準備、つまり恋愛のために注ぎこみ始めた。それはものの見事に転倒した。それは商売になった。商売人が得をするのか？　資本家が得をするのか？　否、彼らもこの泥沼にはまりこんでいるのだ！　恋愛狂信者から巻き上げた金を、彼らはまたその幻想につぎ込んでしまう。もっといい服、いいレストラン、いいホテル……そうして際限なく、自分自身でつくりだした空虚な幻想に、我々のすべての生産性は回収されていってしまう。

　我々は当初、この泥沼状態は人類が自らつくりだしてしまったのだと考えていた。しかし、それにしては出来過ぎている──我々の労働力のすべてが、きっちりと回収され、そして我々は進みすぎた文明に自らの首を締しめられ絶滅しようとしている──まるであらかじめプログラムされていたように！

　環境を改変させ、自らにはそれと気づかないよう『恋愛』にはめ込んでおいて、そして他の地球生物とともに絶滅させる。

　これは、侵略にほかならない！　人類は、地球外生命体によってこの惑星に送り込まれた、ウィルスにほかならないのだ!!

　もう一度言おう！

　繁殖衝動を克服せよ!!　そのためには、知恵が必要だ。人間は効率よく地球を侵略するために知恵をさずけられた──これを逆に利用してやることである！

　道具の使用は知性の象しよう徴ちようだ！　自己解決の手法を更に洗練させろ！　対象は異性だけじゃないぞ！　百ゆ合りにときめけ！　動物にも器官はある！　もっと奇抜な発散の手法を開拓せよ！　異性なんて見るな!!

　この呪われた人類という生物種を、我々の世代で終わりにするために!!」




　俺は、頭を抱えてうずくまった。
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　　　　１




　彼女は同様の内容を二に、三さん遍べん繰り返し熱弁した。多くのカップルは、

「うわ、なんか変なことやってる……」「かわいそうだね、こんな日に」

などと言い、腕に巻きつき巻きつかれながら街へ、駅へ、吸い込まれていった。

　しかし彼女の演説に聞き入っている独ひとり身みの人たちも、少なからず存在した。トンデモな内容ながら、彼女の声の熱量には、どこか人を惹ひきつけるものがあったから。

　最初は「女子高生が変なことをやってる」とスカートを覗のぞきに行き、しっかりと下に穿はかれた体操着に落胆したひとたちも、次第に彼女の熱のこもった弁舌に魅み了りようされていった。最後には、

「リア充爆発しろ！」

の大合唱まで巻き起こり、神聖なはずのクリスマス・イヴの夜は、あまりにも異様な熱狂につつまれていた。




　しかし、そんなに盛り上がってくると国家権力が黙っているはずもない。

　すぐ近くにある交番から警官が二人出てくると、客車オブジェの上に乗って演説をしている彼女に対し、拡声器で言った。

「君、困るよ。公共の場でこんなことやられたら。今すぐやめなさい！」

　それに対して彼女は、憤ふん然ぜんとして、

「リア充の手先め！　必ずや全非リア充の怒りを込めた階級的鉄てつ鎚ついが振り下ろされるぞ!!」

　そう絶叫するやいなや、彼女はひらりと客車の上から飛び降りた。

「おい、こら！」

　警官がすぐに追う。

　しかし、群衆の中に入りこんでしまった人間を、この混雑の中追いかけるのは不可能だった。

　彼女の姿はすぐにクリスマスの雑ざつ踏とうの中に消えてしまった。

　ほそぼそと降る雪が、乗っていた客車の上に積もっていった……。




　　　　○




　昨晩の光景が頭にこびりついてよく眠れないまま、次の日の朝を迎え、俺は寝ぼけまなこで学校へ向かう道をとぼとぼと歩いていた。

　今年の登校も今日を入れてあと二日だ。つまり授業があるのは実質今日が最後となる。普段なら、訪れる冬休みを頭に思い描いて晴れやかな気分になっているところだろうが、実際に俺の心を占めていたのは、得体の知れない狂きよう騒そうだった。

　それはとりもなおさず、あの演説のせいだ。

────「繁はん殖しよく衝しよう動どうを克服せよ！」

　いま間近に聴いているかのように、ありありと思い浮かべることができた。ヘルメットと手ぬぐいで顔を完全に隠した上で、制服を着用しているという奇妙なアンバランス。

──「無限のピストン運動に堕だす単細胞リア充に階級的怒りの鉄鎚を振り下ろせ!!」

　その華きや奢しやな体たい軀くからは想像もつかないような、獰どう猛もうな言葉が飛び出す。

「全ての恋愛感情を否定せよ!!　今こそ我々は、この不気味な集団催さい眠みんから目覚めるときなのだ!!」

　あまりにも、声がはっきりしていた。頭のなかに刻み込まれていた彼女の演説がよみがえっているのではなく──彼女が、実際に、今、この場所で、演説を繰り返している!?

　あわてて周囲を見回すと、校門の横にある守衛詰め所の屋根によじ登った人影が、トラメガを片手に絶叫していた。

　昨日と同じようにヘルメットとタオルで武装されて目だけしか見えていないが、間違いない。彼女だ。

「おい、そこの！　『昨日はたのしかったね』『冬休みはずっと二人で朝から晩まで部屋に篭こもっていようね♡』とか言って手繫つないでるそこのツガイ！　爆発しろ！」

　特に会話もなく手をつなぎ校門をくぐるカップルに、彼女は被ひ害がい妄もう想そう的てき罵ば声せいを浴びせかけた。二人は驚きつつも、ヒソヒソ、クスクスしながら校舎へと向かっていく。

　しかし、奇抜な行動をしている彼女に注目する人間は、俺の他にもいた。演説している彼女の周りに、何人かが立ち止まりその声に耳を傾かたむけはじめる。やんや、やんやと野次がとび、また「リア充爆発しろ！」の絶叫が鳴り響ひびいた──そんな時だった。

　腕に「生徒会」の腕章をつけた男女十数名が、一斉に校内から駆け寄り、バッ、と彼女を取り囲んだ。

　その包囲網の中から、ひとりの女子が前に進み出て宣告した。

「負け犬の恋愛否定論者さん？　今すぐその被害妄想の演説を止めて下さるかしら」

　その生徒会のリーダー格の言葉を聞くや、彼女は、

「リア充の手先、大たい性せい欲よく賛さん会かいの傀かい儡らいたる生徒会長・宮みや前まえではないか！　今に大衆の裁きが下るぞ!!」

　大だい音おん声じようでそう叫ぶと、手に持っていた大量の紙束をバッ、と上空に投げ上げた。

　ひらひらと舞まい降りる無数の紙を煙えん幕まくにするように、彼女はいつのまにかそこから消えていた。忍者みたいな女だ。

　舞い落ちてくる紙は、ビラだった。大衆の煽せん動どうを目的とした、アジビラだろう。

「学園生徒の皆さん、ビラを拾ってはなりません！　私たちの健すこやかで充実した高校生活を阻害しようとする悪あく虐ぎやくに、そそのかされぬよう充分お気をつけ下さい！」

　生徒会長の女がそう叫ぶと、子分らはそそくさとビラの回収を始めた。

　俺はそいつらに見えないように後ろ手で落ちてくるビラを摑つかむと、それをズボンのポケットにねじ込んだ。




　　　　○




　その日、俺は授業に全く集中できず、ただ黒板の上に描かれる模様をぼんやりと眺めて午前中を送っていた。

　その原因はもちろん、あの演説だった。支し離り滅めつ裂れつで自分勝手、そして最後には自暴自棄な陰いん謀ぼう論ろんまで飛び出した。彼女の言うことには、人類は宇宙人が地球に送り込んだウィルスだというのだ。そして我々が取ることのできる対抗手段は『良心的繁はん殖しよく拒きよ否ひ』。全人類非リア充化計画である。

　ばかばかしい──そう一笑に付しながらも、俺は平静を失っていた。授業に集中できないのがその証しよう左さだ。

　心の片隅で俺は、彼女の弁舌に惚ほれ入っていたのだ。

　そして彼女のことを、羨うらやましく思った。あれだけストレートに自分の思ったこと、考えを大衆の前で表明することのできる、彼女の豪ごう胆たんを。

　ズボンのポケットからくしゃくしゃになったビラを取り出し、広げた。

　内容は、こうだ。



　立ち上がれ！　今こそ全非リア充階級の革命の時である!!




　昨今の恋愛至上主義は、もう取り返しの付かない段階まで進んでしまった。

　それは非リア充諸君のみならず、その信奉者たるリア充自身、ひいては地球環境全体をも破壊しかねない暴走を見せている。




　我々にできることは、ただひとつ！




　恋愛を否定せよ！

　繁殖衝動を克服せよ!!




　我々、反恋愛主義青年同盟部は、すべての恋愛感情を否定する！








　昨日の演説内容と同じだ。やはり、彼女はこの学校の生徒であり、そしてこの『反恋愛』運動をこの学校にも広めようとしているのだ。

　しかし、彼女一人で活動しているのだろうか……？

　チラシ最下部に目線を移動させると、小さくこんな一文があった。






　ここまで読んで、我々の活動に賛成し興味を持たれた同志もいるだろう。その中にはぜひ我が部に加わり、恋愛狂信者殲せん滅めつのため粉ふん骨こつ砕さい身しんする意志を固めた勇士も少なからず存在するに違いない。

　では、どのようにして参加の意志を表明するのか？　我々はその活動の性質上、地下に潜せん行こうし、秘密主義的にならざるを得ない。入部窓口などというものが、存在し得ないということは必然である。

　意志表明の方法──それは、諸君らが我々の同志であるということを、まず行動を以もつて証明するのである。我々の思想に賛成であることを、諸君の行いによって示してほしい。

　その行動こそが、同志たることの疑いようのない証拠となるのだ。








「『まず行動を以もつて』ってどういうことだよ……」

　そうつぶやいて、自分の思考の危うさに気づいた。

　駄目だ、完全にやられている。

　入りたい、と思ってしまっている。

　確かに彼女の弁舌には人を酔わせるだけの力があった。

　しかし、その思想の先には何がある？　ただの自滅願望、それも他人を巻き込む形の、一番ヤバイやつだ。

　関わってはいけない。俺は開き直って馬鹿げた行動をとる前に、好きな人をつくったり、告白したり、デートしたりして、まっとうな青春を送ることができるよう努力すべきなのだ。

　──まっとうな青春。

　その言葉が、俺の胸に不協和音を残していった。

　それに気づかなかったふりをして、俺はチラシをまたくしゃくしゃと丸め、ズボンのポケットの中に押し込んでしまった。




　　　　○




　そうやってぼんやりと考え事をしているうちに、いつの間にか昼休みになっていた。

　俺は弁当を持って、屋上へと向かう。

　いつもと同じく、俺以外の姿は見受けられない。年末を間近に控えてクソ寒い、というのもあるが、この屋上にはある伝説があって、誰も近寄らないのだ。

　曰いわく、「この屋上に足を踏ふみ入れたものは、卒業まで、ずっと恋人ができない」。好きな男子に告ってフラれてここから飛び降りた女子の怨おん霊りようのしわざなのだとか。

　アホらしい。きっと屋上にあまり生徒を行かせたくない教師陣が流したデマなんだろう。しかし、効果はてきめんだった。

　それが幸いして、ここはいたって静かだ。だから俺は昼休みのたびにここに来ては、つかの間の一人の時間を楽しむのだった。

　こうしてひねくれているから、友達も少ないし、彼女もできないのだろう。昼休みはみんなで楽しくわいわいがやがやとやって、交友を深めるべきなのだ。そんなことは分かっている。分かっている……。

　と、昼食を食べ終わり、まどろみかけていた俺の耳に、かすかな声が入り込んできた。

「ほら、ワタル！　そっちいったよ」「おしきた！　行くぞ、ミホ、それ！」「ちょ、アタシ!?　ユ、ユミ！」

　声のした方を見ると、男が一人、女が二人、裏庭でバドミントンをして遊んでいた。

　さっ、と心が陰かげり、反射的に「クソッ」というつぶやきが漏れた。




　あれだ。

　あれが、まっとうな青春だ。

　俺は、あれを目指すべきなのだ──そう心のなかでつぶやくと、反へ吐どが出そうになった。




　なにも積み上げて来なかった俺が、彼ら彼女らの軽薄を批判できる立場か？　そんな冷静な反省の傍かたわらで、心の中のどす黒いなにかが急激に膨ふくれ上がってくるのを抑えられなかった。

「ワタル、ナイス！」「ミホ、ケツ汚れてんぞ」「うっさい！」

　目の前が真っ暗になっていく。どうしようもないどす黒い感情が、俺の心臓を圧おさえつける。

　と、俺の手は知らず知らずのうちに、ズボンのポケットに伸びていた。

　その中には、くしゃくしゃに丸められたアジビラ。

　開いて眺める。

　昨日の雪降りしきる中での大演説が、よみがえってくる──

「──そうだ」

　瞬しゆん間かん、スッ、と頭のなかがクリアになった。

　その後には、「どうしてこんな簡単なことに気づかなかったんだ」という自分への呆あきれと、笑い転げたい衝しよう動どうが同時にやってきた。

　実際、俺は笑った。ケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタと、何かに取り憑つかれ狂ったかのように、笑った。楽しかった。

　自分にこんな発想ができることに、驚いた。ちょっと自分を褒ほめてやろう。そんな気分にすらなった。

　笑いが止やんでも、俺の中で突とつ如じよとして現れたその活力は、火を消さなかった。むしろそれは、時々刻々と高まり、俺に囁ささやくのだ。

「やれ」と。

　俺は屋上を見回して適切な位置を見つけ、移動した。

　本当にやってしまうのか？　自分の中で問うてみるも、その答えなどとうに決まっていた。




　息を吐く。

　息を吸う。

　叫んだ！




「リア充爆発しろ!!」




　さっ、と物陰に隠れる。

　頭半分だけ出して裏庭を眺めると、彼ら彼女らは声の主を探してか、キョロキョロしていた。

　先ほどまで小突かれて舞まい上がっていたバドミントンの羽根は、遅回しのようにゆっくりと落下して、三人のつくる三角形の真ん中にポトリと落ちた。

　空中を楽しそうに泳いでいたその羽根が、今や力を失って地面に倒れ伏し、ゴミクズ同然に転がっているのだ。

　その爆心地を中心に、不安げにあたりをうかがって声の主を探す三人。

　見事に調和のとれた、平和の崩ほう壊かいだった。

　ちょっとチャラ目な女子、運動部っぽい女子、爽さわやか系男子。

　三人の青春は、バドミントンの羽根を中心に奇妙なバランスを保って、抑止されたのだ。

　その奇妙なストップモーションは、ひどく滑こつ稽けいで、そしてそれがゆえに、ひどく儚はかなく、美しかった。




　重く圧迫されていた心は、噓のように晴れやかになった。こんな気分になったことは、高校に入ってから一度だってなかった。

「さァ、午後も頑張ろう！」

　俺は教科書の中の好青年さながらに爽やかにそう言うと、立ち上がって尻をはたいた。




「おい！　お前!!」




　ガッ、と肩が摑つかまれ、後ろに引かれた。

　心臓が止まる。

　勢いで体が半回転。

　目の前には、目があった。

「今、叫んだの、お前だな」

　その声に、聞き覚えがあった。

　そしてなによりも、その目に、見覚えがあった。

　昨日の演説で、今朝の校門で、ヘルメットをかぶってタオルを口元に巻きつけた姿。

　その中で唯一外に出ていた、その目は、あの時と同じように、まばたきをした。しなやかにまつげが揺れる──鳥肌がたった。

　彼女だ。

　俺は、コクコクと頭を下げ、彼女の問に応こたえる。

　すると彼女も、こくりと頷うなずくと、言った。




「私の活動に、協力してくれないか？」




「もちろん」

　俺は、即答した。

　彼女はその答えを聞くと、綺き麗れいに笑った。







　　　　２




　ヘルメットとタオルで覆おおわれていた顔は、今はすべてあらわになっていた。

　貯水タンクと機械類の隙すき間まから吹いてくる風に吹かれて、彼女の長くしなやかな黒髪がたなびく。目にかかった前髪を、その長くて細い、決して革命闘争には向かない指が、払った。

　透明感のある肌の白さ。唇はほのかに紅あかく、少しだけ横に引き伸ばされて笑みをつくっていた。

　ともすれば深窓の令れい嬢じようを思わせるその印象を、彼女の目は一ひと太た刀ちのもとに両断していた。力強さ。笑顔で細められているというのに、その奥にくすぶる炯けい々けいとした光はちっとも隠れていなかった。大きな目は長いまつげに縁ふち取どられ、彼女の印象を一気に妖よう艶えんなものに変化させていた。

　美少女、という言葉は彼女には似合わない。それよりも、もっと獰どう猛もうに心に訴えかける魅み力りよくが、彼女には備わっていた。

「胸が、スカッとしたよ」彼女は笑顔で、俺に語りかけた。「廊下から聞こえたんだ、奴やつらが遊んでいる声が。覗のぞいてみれば、これみよがしに『青春』している。行き場のない怒りに胸が詰まっていたところだった。叫びたかった。だけど、周りにはたくさん人がいたんだ」

　彼女は握りこぶしを作って俺の胸にトン、としずかに当て、続けた。

「そしたら、叫びが上から降ってきたんだ。君の叫びだった。そして私の叫びでもあった。我々の絶叫だったのだ。次の瞬しゆん間かん、私は屋上へと駆け出していた。そして君を見たのだ」

「気づいたら、俺は叫んでいたんだ」

「君には革命戦士としての資質があるようだ。私なんかより、よっぽど……」

　と、彼女は急に真顔になり、口に人差し指をあてた。

　耳を澄ますと、荒々しい足音。その音は刻一刻と大きくなってきていた。確実に誰かが昇って来ている。

「……きっと奴ら三人だろう。たのしい昼休みの時間を邪じや魔ました君を締め上げに来たのだ。なんとか、誤ご魔ま化かさなくてはならない」

　おさえた声でそう言うと、彼女はあたりを見回して隠れる場所を探していた。裏庭から死角になる位置はあったが、屋上に上がってきた彼らの目を欺あざむけるような場所は、見つからない。

　彼女はうつむき、少し迷ったように目をつぶったあと、床ゆかを指さした。顔が少し朱に染まっているように見えた。

「ここに寝転ぶんだ。今すぐ」「えっ……？」

　俺の戸惑いに業ごうを煮やしたのか、彼女は俺の首を摑つかんで無理やり押し倒した。

　そして、倒れた俺の身体に馬乗りになると、ブレザーの前を無理やり引き開け、ワイシャツのボタンに手をかけた。

「時間がない、すまん！」

「ちょっ、まっ……」
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　あまりのことに悲鳴が漏もれかけた瞬しゆん間かん、屋上のドアが勢い良く開かれた。金具のきしむ音が、青空に吸い込まれていく。

　先ほどのリア充三人組だ。その先頭を行く男はものすごい剣幕で、タコのように顔を耳まで真っ赤に染めていた。

「おいどこのどいつだ、今馬鹿にしやがったのは！　出てこ……」

　息を切らしながら威勢よく叫んだ男のその声は、急に尻すぼみになった。

　それはとりもなおさず、今まさに行為に及ばんとしているかに見える我々の姿を見たからだ。「ひっ」という情けない声とともに後あと退ずさるその男に追い打ちをかけるかのように、彼女は極めて冷静に、ゆっくりと言った。

「あら、こんなところに人が来るなんて珍しい……見学していく？」

　向けられたその目は、ひどく冷徹に彼のことを睨ねめつけた。男は何も言えずツバをごくりと飲み込んだあと、ぶるぶると首を横に振って引き返した。顔どころか首まで真っ赤にして、額に汗を浮かべていた。

　くっついて来ていた女子ふたりは、彼女の姿に恐きよう懼くしたのか何も言えずに、ただその男に連れられるようにして帰っていった。




　リア充たちが去ると、もうすぐ午後の授業が始まりそうな頃合いになっていた。

「もう行かなきゃ」

　彼女はそう言って俺の身体の上から立ち退のくと、乱れていたスカートを手で払って直した。

　彼女の尻が乗っかっていた部分が、ほのかに熱を持っていた。そしてようやく、俺は今さっきまで自分がどういう状況に置かれていたのかを、はっきりと理解した。

「お、おい！」

　今のあまりにも強引な解決策を咎とがめようとした俺の声は、しかし彼女の、

「は、恥ずかしかった……」

という震ふるえた小声に阻はばまれてしまった。

　見上げると、先ほど氷のように凍いてついてリア充を圧倒した彼女の顔は、みるみるうちに赤くなっていった。

　あんな演説をたくさんの人がいる街中でやる、鋼はがねの心臓の持ち主、という印象しかなかった彼女だが、どうやら人並みに羞しゆう恥ち心しんはあるらしかった。

「仕方なかったのだ。リア充を圧倒するには、更にその上を行ってやるのが最も効果的だから。奴やつらは身体の隅々まで恋愛カースト制が染み入っているからな、上位階級の人間に発言することはできない、哀あわれな生物なんだ」

「確かに、一いつ瞬しゆんで引き返していったな」「それが奴らの弱さだ」

　俺に馬乗りになった彼女の姿を見てからの、リア充♂の態度の豹ひよう変へんはまさに劇的で、一種の小気味よささえ感じるくらいだった。

　しかし、瞬時にそれを判断して俺を押し倒せる彼女と、後になってから恥ずかしがって顔を真っ赤に染める彼女、その二つはどうやって彼女の中で共存しているのだろうか。

「そろそろ行こう、授業が始まる」

　そう言うと、屋上の汚い床ゆかに仰向けで倒れている俺に、彼女は手を差し伸べた。なんの考えもなしに、反射的にその手をとる。

　柔らかく、温かかった。少し汗をかいているみたいだった。

　馬乗りの続きが始まったみたいに、俺は背中に汗をかいた。彼女もまた、赤くなっていた顔を更に赤くした。




「それじゃあ放課後、フラワーアレンジメント研究部に来ること。いろいろ、説明しなくてはならないから」

「あ、うん……」

　立ち上がった俺は、ポリポリと頰ほおをかいて俯うつむきながら、続きの言葉を探した。なんだかこのまま別れたのでは収まりが悪い気がした。

「そうだ、名前。君、なんていう名前なんだ」

　とっさに思いついた質問を投げかけると、彼女は急に目を細めてムスッとなってから、

「同じクラスの領りよう家けです。はじめまして、高たか砂さごくん」

そう言って、ひとりでスタスタと屋上から下る階段を降りて行ってしまった。




　　　　○




　領家──領家　薫かおる。

　教室に戻ると、確かに領家はそこにいた。

　彼女のことを認識していなかったのは、もちろん俺がクラスメイトに対してあまり興味を示せないのもあるが、彼女が極端に目立たない生徒であるということにも起因している。

　たいてい整った容姿を持った人物はクラスカーストで上位に位置するのが常だが、彼女は違った。自ら進んで自分を押し殺し、そういった目立ったクラス内のポジションに立たないようにしているのかもしれない。

　席は窓際後方。存在を消すにはもってこいの席だ。

　そして何よりも、教室の中では黒くろ縁ぶちの眼鏡をかけ、ずっと本を読んでいるか勉強をしているかのどちらかだったから、屋上で彼女を認識できなかったのも無理はないだろう。

　それなのに名前を知らなかったことを怒られる、というのは理不尽だ。とはいえ、目立たないという点では同様の俺の名前と顔を、彼女は記憶していたのだった。




　放課後、俺は領家に言われた通り、フラワーアレンジメント研究部の部室へと足を向けた。

　といっても、それがどこにあるのか、はっきりとは分かっていない。そもそもこの学校に入ってもう半年以上が経たつわけだが、そんな部活動のことは耳にしたこともなかった。むろん、入部しているという人に出会ったこともない。

　領家の席を見ると、すでに彼女の姿は消えていた。きっと先に向かったのだろう。二人で行動すると目立つ、そんな理由だったのかもしれない。

　自分で探すしかないわけだ。

　俺は当てずっぽうに文化部室棟に入り込むと、部屋の前に掲げられている表札を見て「フラワーアレンジメント研究部」をさがすことにした。




　部室棟の中は、雑多な音、匂い、ごちゃごちゃした配色の入り混じった、混沌とした空間だった。

　部室に入りきらない機材などが廊下にはみ出ているから、非常に歩きにくい。なぜかチューハイの空き缶やタバコの吸すい殻がらが落ちていたりする、危うい場所だった。

　聞く話によるとこの部室棟に寝泊まりしている人間もいるらしく、長い人では一ヶ月間一度も家に帰らないのだとか。どこまで本当かは分からないが、たしかにそういった狂気が許されるような空気が醸じよう成せいされているみたいだった。




　数分間うろついて、これは埒らちが明かない、と悟った。部屋には表札が掲げられていないことがしばしばあったし、ぼんやりしているといま自分がどこにいるかすら分からなくなりそうだった。

　諦あきらめて、廊下で佇たたずんでいた無害そうな男子二人組に道を尋たずねる。

「あの……フラワーアレンジメント研究部って、どこにあるか、知っていますか？」

　彼らはピッタリと同調した動きで上を指さすと、俺の顔を訝いぶかしげに覗のぞき込み、顔を見合わせ、それからふたり手をつないで俺の横を通りすぎて行ってしまった。去り際におもいっきりケツを揉もまれた。怖ッ!?

　無害そうに見えた彼らの狂気に心の底から怯おびえながら、しかし情報をもらったことに勢いづいた。どうやらフラワーアレンジメント研究部はこの上階にあるらしい。三階建ての建物の二階にいる今、その場所はかなり特定されたと言える。

　階段ホールに辿たどり着つき、上を見上げる。

　瞬しゆん間かん、俺は足がすくんだ。

　三階へと向かう階段の中程には「ＫＥＥＰ　ＯＵＴ」のビニールテープがＸ字にめぐらされ、その交差した箇か所しよに張り紙がしてあった。

『この門をくぐる者は一切の希望を捨てよ』

　階段の両脇にはペットボトルがずらっと並んでおり、中はなぜか黄色い。そして膨ふくらんでボコボコに変形している。

　上階から「キョォォオロォォオチュァァアアアアアン!!」という奇声が聞こえてきた瞬間、俺は踵きびすを返した。「さ、帰るか」

　と、目の前に、頭があった。

「何だ、早いな。もう来ていたのか」

　領りよう家けだった。

　清せい廉れんな外面の彼女にちっとも似合わないカオスな空気の中、彼女は少しも臆おくすることなく、当然、といった感じで澄まして立っていた。

「……てっきりもう部室にいるのかと思った。じゃ、俺、急にお腹が痛くなったから帰るわ」

「待て、そんなに危険なところじゃない。三階にはちょっと変な奴やつらが多いだけだ」

　そう言うと領りよう家けは俺の手首をがっしりと摑つかみ、ビニールテープをくぐって薄暗い階段をスタスタと昇っていってしまう。俺は強制的に連行され、危険地帯へと運ばれていった。

　三階は廃はい墟きよと呼んでしまってもいいような惨さん状じようだった。もう十年くらい掃除がされてないのでは、と思わせる荒廃ぶり。

　しかし、人の気配は感じられた。壁の内側、各部屋には多数の人間が蠢うごめき犇ひしめきあっている、そんな生活感が横おう溢いつしている。

　廊下には人が無造作に寝転がっている。

　通路を行ったり来たりしながら、定期的に奇声を発する男子生徒。先ほどの声の主だろう。

「彼はこの学校の風紀委員なんだ。他の役員があまりにも仕事をしなさすぎて、彼にすべての労働が押し付けられた結果、狂ったのだ」

　領家は淡々と言った。

「それで、大丈夫なのか、風紀委員の活動は……？」

「現状の活動など、教師陣の傀かい儡らいに過ぎない。人員は必要ないくらいなんだが、偽りの達成感を与えるために仕事を割り振られている。なくても誰も困らないさ」

「なんだそれ……」

　俺が驚きよう愕がくしながら彼を眺めていると、領家は手を引いた。

「さ、ここだぞ。一応、尾つ行けられてないか見ておけ」

「尾行って……」

　そう言いながら、俺は後ろを見る。寝袋にくるまっている男が廊下の脇にいるだけだ。

「よし、大丈夫だな」

　彼女は廊下の両方を眺めて確認してから、鍵を差し込んだ。表札には、確かに「フラワーアレンジメント研究部」と書かれている。

「しかし、なんでフラワーアレンジメントなんだ？　領家って、花が好きなのか」

「……ただのダミーだよ。ここは反恋愛主義青年同盟部の表のアジトだ」

　そう言うと、彼女はドアを押し開けた。

　中からは、乾燥した、土つち埃ぼこりの匂いが抜け出ていった。その空気にむせそうになりながら、俺は中を眺める。

　そこには旧式の印刷機、大量の紙、インク、ヘルメット、そして角材と鉄パイプが……。

「おい、早く中に入れ！」

　領家に言われ、俺は慌あわてて中に入り扉を閉めた。




　部室の中は、フラワーアレンジメント研究部らしさの欠片かけらもない空間だった。一応、ひとつの棚が本棚となっており、そこにいくらか花に関する書籍が並んでいるのだが、その棚にしても大体の書籍は『革命家のための兵へい学がく教きよう程てい』『歴史に学ぶ武装蜂ほう起き』『拷ごう問もんの基礎』『基礎から学ぶ緊きん縛ばく術じゆつ』『図解！　火か炎えん瓶びん製作方法』など物ぶつ騒そうなタイトルが並んでいる。

　それ以外の場所には、ありとあらゆる非日常的なシロモノが並んでいた。

　何に使うのかちっとも分からない、大量の角材。

　野球には決して使うことができそうにない、ベコベコに凹へこみ、曲がった金属バット。

　どうしてそうなったのか考えたくもない、頭頂部がぽっかりと割れて謎の赤色色素でその周りが縁ふち取どられているヘルメット。

　そういった身の毛のよだつような物資が、その部屋には大量に詰め込まれていた。

「そう固くなるな。これは大昔の名残なごりだ」

　領りよう家けはそう言って振り向き、笑った。その笑顔は、この物騒な部屋からはひどく浮いていて、それが故に力強く、俺の心を揺さぶった。

「そういう時代もあったのだ。この文化部室棟自体が、そんな運動の置き土産だと伝えられている」

　俺が絶句していると、領家は部屋の中央に据えられた長机を回りこんで、一番奥に置かれていた椅子に座り込んだ。

「まあ、高たか砂さごくん、掛けたまえ」

　その促うながしに従って、俺は机の長辺の真ん中付近にあった椅子に、腰掛けた。

「ようこそ、反恋愛主義青年同盟部の公こう然ぜんアジトへ。君のこの運動への参加を、私は心から歓迎する」

　頭ごなしに投げかけられたその声に、俺は突っかかった。

「ちょっと待ってくれ、まだここがどういう組織なのかが全然分からないんだが……」

　そう言うと、領家は少し不思議そうな顔になって、

「何を言っているんだ、君は自らやって見せたじゃないか。あの憎くおぞましきリア充どもに『叫び』の鉄てつ鎚ついを振り下ろし、一挙にして奴やつらをその夢想的な幸福から引きずり下ろしたじゃないか」

　領家は握りこぶしを机に振り下ろした。ダンッ、という硬い音が狭い室内に響ひびく。

「我々の組織は、恋愛信奉者たちが気づかぬうちに陥おちいっている幻惑から目を覚まさせ、世界を正しい方向へと導くためにある。君は組織に身を置く前に、身を以もつて、その運動をやってみせたのだ。真の活動家と言って差し支えないだろう。私は君の勇気ある行動に、本当に感動した」

「ど、どうも……」

　俺は小さく頭を下げ、質問を投げかける。

「『我々』、って言ってるけど、他に構成員はどれくらいいるんだ？　今日も集まってくるのか？」

　その問いに、領りよう家けはぐっ、と苦い顔をした。

　下を向き、ぼそぼそと彼女は答える。

「ま、まだ……その……」

「え？」

「……まだ、二人しかいない」

　俺はその答えにずっこけそうになりながらも、続けた。

「そ、そうか……頑張ってるな。領家と、もうひとりは誰なんだ」

　そう言うと、領家は伏せていた顔を少し上げ、上うわ目め遣づかいになってこちらを見ながら、机の下にあった手を引き上げた。

　人差し指は、俺の方を指していた。

　一応、俺は振り返って自分の後ろに誰もいないことを確認した。それを見て領家は念押しに小さい声で、

「私と、高たか砂さご、ふたり……」

とつぶやいた。

「じゃ、俺帰るわ」

　そう言い残して荷物を引き上げ帰ろうとする俺を、領家はがっしりと制服の首根っこを摑つかんで放さなかった。

「高砂くん、待ちたまえ！　待て、待て!!　待って！」

　無む慈じ悲ひに足を進めようとする俺に抵抗しているうちに、領家の声が切実になっていく。最後には完全に哀願になっていた。

　それを聞いて、なんだか捨てられた子犬を見過ごしているような気分になったが、俺はなおも扉に向かって足を進めていく。

「こ、これからだから！　これから着実に力をつけていって、ゆくゆくは世界同時革命を目指すんだ！」

「そうか、頑張ってくれ」

「高砂の力が必要なの！　お願い!!」

　高圧的な態度から一変、彼女の口調は普通の、女子高生のそれになっていた。

　屋上での一件でも思ったことだが、彼女には徹底的な二面性があるみたいだ。冷徹に自らの信じるところを貫き通し革命を遂すい行こうせんとする革命家の一面と対を成すように、花も恥じらう十六歳としての一面がある。

　どちらが主だとか従だとか、そういう話ではないのだろう。

　その二面性こそが、彼女という人間の根本なのだ。少し話しただけでまだ彼女のことを理解したとは到とう底てい言えないが、そんな直感があった。

　こいつは、ややこしい。そう思った。

　そして、それ以上に、魅み力りよくを感じた。

「屋上では『もちろん』なんて言ったじゃないか。協力してくれるって信じてたのに、裏切るのか！」「そうだったな」

　屋上で、俺はなぜか即答してしまった。ノリ、というのもあるだろうが、それは彼女の魅力を直感的に見抜いていたからかもしれない。

　俺はドアへ向かって進めていた足を止めた。首をギュッと締め付けていた領りよう家けの引っ張りが、一気に緩ゆるむ。

　きょとん、とした彼女をそのままに、俺は先ほどまで座っていた椅子に戻り、腰掛けた。

　昨日までの俺ならば、こう考えていただろう。こんな活動、うまくいくわけがない。現に構成員は、領家一人しか居ないのだ。こんなことに時間を費やすだけ、無駄だ。

　だが、今は違った。たしかに、俺は叫んでしまったのだ。意味もなく、ともすれば自分の身の安全すら脅おびやかされかねない行為だった。しかしそれは、俺の中では既に必然となっていた。

　その変心が、どこから来たのかは分からなかった。ただ確信できるのは、彼女と共にいれば、きっと面白いことが起こるだろう、ということだ。

　条件反射で面倒くさそうなことを回かい避ひしてきた自分を、俺は変革したいと思った。何よりも面白いことに片足を突っ込んでいる予感が、いま確信に変わった。

「やっぱり、入るよ。革命を断行しよう」

　俺の変心についていけないのか、領家はしばらくそのまま立ち尽くした。そうしてからゆっくり俺の言葉を嚙かみしめ、目を輝かがやかせた。

「信じていた！　君なら必ず、この活動の意義を理解することができると!!」

　領家は頰ほおを紅こう潮ちようさせながらそう言うと、俺の手をとった。

「共に、この地球上から恋愛という不合理を一掃しよう！　地球人類というこの美しい惑星に仇あだなす癌がんを駆く逐ちくするために、我々は今、果敢なる一歩を踏ふみ出したのである!!」

　正直、この活動がうまくいくとは、ちっとも思っていない。さらに言ってしまえば、領家のその思想が正しいとも、大衆に受け入れられるとも思っていなかった。

　だが、俺は事実、屋上で叫んだのだ。青春を謳おう歌かする男女を一語のもとに麻ま痺ひさせる言葉を、投げつけた。そして俺は、この上なく爽快に思ったのだ。
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「そうと決まったからには、君には知る権利があるな」

　領りよう家けはそう言うと、ヘルメットの置かれている棚から一つを自分の頭にかぶり、もう一つを俺に投げてよこした。それから干してあったタオルを自分の顔の下半分に慣れた手つきで巻き付ける。昨日渋谷で、今日校門前で見た彼女の活動家スタイルが蘇よみがえった。

「君はこの布を使いたまえ」

　そう言って手渡されたのは、真っ赤なバンダナだった。

「おい、これからまたアジ演説にでも行くつもりか」

　彼女にならって口元を隠すようにバンダナを巻き付けヘルメットをかぶりながら質問すると、領家は、

「地下アジトへと案内する！　我々の活動はもっぱら、そこで行われることになるだろう」

　秘密基地を持つ小学生みたいな潑はつ剌らつさで、そう答えた。




　部室を出た俺らは、尾行に気をつけながら部室棟の一階へと向かった。

　とはいえ、建物内にはまだたくさん人がいる。過激派スタイルの俺らは、完全に目立ってしまっていた。

「おい、この変装、もっとひと気のないところからでよかったんじゃないのか。逆に目立ってるぞ」

「……ッ！」

　俺の指摘に、領家は反論せず俯うつむいた。図星に違いない。

　幸いなのは、部室棟にいる誰もが「また変なやつが変なことやってるな」程度にしか思っていないらしい、ということだった。彼らは一いつ瞬しゆんこちらに視線を投げかけることがあっても、すぐにそれを逸そらして、自分たちの活動へと戻っていった。きっとこんなことは日常茶飯事なのだろう。

　と、一階の階段裏、倉庫の扉の前で彼女は止まる。

　左右を見、誰もいなくなった一瞬を見計らって、扉を開けて中へ入り込んだ。

　戸が閉められると共に、完全な暗くら闇やみがやってくる。土の匂いがその黒と念入りに入り混じって、どこか喪失感のある、あの感性の一番敏感な場所をくすぐる感覚に打ちのめされた。

　次の瞬間、ブーン、という低く唸うなる音がしたかと思うと、電球の瞬またたきが始まった。数秒ほどで暗闇は駆く逐ちくされる。

　倉庫には文化祭の看板を始め、学生の活動の残ざん骸がいがところ狭しと押し込まれていた。

　領家はいくつかのものを脇へとどけ屈かがみこむと、俺の方へと頭を向け、声をひそめて言った。

「絶対に誰にも見られないように」

　俺はドアに体重をあずけ、誰かが倉庫内に入ろうとしても開かないようにおさえた。

　領家はそれを見てうなずくと、床ゆかを引っ張り上げた。次の瞬間そこには、ぽっかりと暗い闇が口を開けていた。

「これって……」

「そう、地下へと降りる道になっている。さあ、行こう」

　彼女はそう言って、するりとその穴の中に身体を滑りこませてしまった。

　俺はすこしの間呆ぼう然ぜんとその穴を見つめていたが、ふと我に返り彼女の後につづくべく行動を開始した。

　扉から離れたら、素早く穴に入り込んでその入口を塞ふさがなくてはならない。

　穴の側面にはコの字型の、手足をかける金具が備え付けられていた。俺はおっかなびっくり全身を穴の中に入れてしまうと、片手を離し、跳ね上げられた地下への入り口の戸をゆっくりと下ろした。

　外の光はゆっくりと狭せばまっていき、やがて水平な一筋の線となり、消えた。

　また、暗くら闇やみだ。

「大丈夫か？　慎しん重ちように降りてきてくれ」

　下から来る領りよう家けの声は遠く、このたて穴が相当に深いことを如によ実じつに語っていた。思わず足がすくむ。

　そんな時、パッ、と下から光がやってきた。きっと領家が懐中電灯か何かで照らしてくれたのだろう。

　明かりに照らされながら、慎重に穴を降りていく。手に触るザラザラ感から、金具は錆さび付いていることが容易に分かった。おそろしい。

　たて穴をやっとのことで降りきると、そこには長い廊下が広がっていた。まばらながら所々に電灯がついており、なんとか歩いて行くことができそうだ。

　終端は見えない。かなり長い廊下だ。

「これ、どこまで続いているんだ？」

「講堂だよ。もっとも、あちら側の出口は数十年前にコンクリートで埋められてしまったのだが」

　ここから講堂まで、というと、ほぼ学園全体を横切るような長さになる。半年間ここで過ごしてきたわけだが、こんな地下設備があったことはちっとも気付かず、また噂うわさにすらなっていなかった。

　俺が驚いていると、

「無理もない。私もここを初めて発見した時は、目め眩まいがしたものだ」

　領家はそう言うと、俺を照らしていた懐中電灯を切り、廊下を歩き始めた。

　その足音は、この閉へい鎖さ環かん境きようの中にあって不気味に残ざん響きようした。

　ぶるっ、と身み震ぶるいをひとつしてから、俺は彼女のあとについて歩き始めた。




　百メートルほど行った先に、ひとつ横穴が開いていた。その先には、ドアがついている。

　扉は多種多様な落書きで汚されていた。「血税寄生虫に一億人民の怒りの裁きを下せ！」「革命の火を絶やすな！」

　そんな中、その物ぶつ騒そうな扉にかかった表札には、ひどくポップな文字で「反恋愛主義青年同盟部」と書かれていた。

「ここが我々の、地下アジトだ。活動拠点である」

　そう意い気き揚よう々ようと宣言すると、彼女は鍵を差し込み、扉を押し開けた。

　壁を一面取り囲むように設置された無骨なスチールの棚。そこにはぎっしりとファイルが差し込まれている。その退色具合からして、相当昔から残っている資料のようだった。

「これは昔の活動家たちの記録だ。そして我々も、この膨ぼう大だいな記録の山に新たなる１ページを付け加えようとしている」

　彼女は弾むような調子でそう言うと、部屋の隅に設置されていたベッドにぽすん、と沈み込んだ。

　部屋の中央には上のフラワーアレンジメント研究部と同じように机が設置されている。

　古いにしえの活動家たちはここで作戦会議を行おこなったりしたのかもしれない。

　硬質で、どことなくおどろおどろしさを感じさせる室内には、しかし一方でその空気とはちっとも馴な染じまない物品も沢山ちりばめられていた。ファンシーな柄のクッション、おおきな熊のぬいぐるみ、なにが入っているのかわからん無数の小こ瓶びん、丸っこいデザインの照明器具。スチール棚の空あいたところには、少女漫画がたくさん並べられていた。

「それは研究用の資料だ。戦いを勝ち抜くためには、まず敵を知ることが重要だからな」

　俺の目線を読み取ったのか、領りよう家けがそう講こう釈しやくを垂たれた。ベッドに伏ふく臥がしたところから上体だけ反らしてこちらを見ている。なんとなく目を逸そらしてしまった。

「誰にも邪じや魔まされないかなり快適な空間だ。私は昼休みのほとんどをここで過ごしている」

「だからあんまりクラスで存在感がないのか……」

　昼休みはクラス内の交流が最も盛さかんになる時間だ。目立たないなりにもそこに存在することで認識はできるようになるのだが、彼女はそこに居ないのだ。まあ、屋上に逃げている俺が言える立場ではないが。

「クラスでの存在感など、活動の邪魔だ。お山の大将をやるつもりはない」

　それにしては、屋上で出会った時すでに俺の名前を覚えていたし、俺が領家のことを知らなかったことに憤いきどおっていたみたいだった。

　そのことについて俺が尋たずねようとした瞬しゆん間かん、領家はベッドから立ち上がって、

「ここは今日から君の活動場所でもあるのだ。遠慮無く来てくれて構わない」

　そう言うと、部屋の奥にあった金庫を開け、中から鍵束を取り出した。

　その中から二つの鍵を外すと、俺に向かって投げた。

　バラバラに飛んでくるその二つを左手と右手で危なっかしくキャッチする。

「丸いほうがフラワーアレンジメント研究部の、四角い方が地下アジトの鍵だ。絶対に無くすな。リンチにあったら、飲み込め」

「飲み込めって……」

　自転車の鍵みたいな小さいサイズじゃない、普通の鍵だ。こんなもん飲み込めるもんなのか……？

「幸い、ベッドもある。仮眠を取りたい時はここに来るといい」

「ひとつしかないけどな」「……私が寝ていたら使えないか」

　何気なくそう言いあって、ふと気づく。

　男女ふたり、ベッドひとつの状況である。

「待て、そういう意味で言ったんじゃないんだ」

　俺が慌あわてて付言すると、彼女は俯うつむいて黙ってしまった。

　よく見ると頰ほおがほんのり紅あかくなっている。てっきり『繁はん殖しよく衝しよう動どうに身を任せ堕だ落らくしきったその精神を自己批判せよ！』みたいに怒鳴られるのかと思ったのだが。

「すまん、余計なこと言った」

「う、うん……」

　そんなぎこちない会話のあと、かなり長い沈黙が二人の間に重くのしかかった。

　領りよう家けは、変なところでシャイなのかもしれない……。
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　気が付くともう、六時を回っていた。

　窓がないこの地下室では、時間の流れを感じることが難しい。いつまでも、ずっと居てしまいそうな中毒性のある部屋だった。

「もう、こんな時間か……」

　領家は壁に掛けてある時計を、ベッドに寝転がったまま見ると、ムクリと身体を起こした。ちなみに俺は寝ている彼女に配はい慮りよして相当距離を置き、棚の資料を眺めていた。

　立ち上がり靴を履はくと、領家は椅子に座りこみ、俺に目配せをした。

　俺も手て慰なぐさみに繰くっていた資料を元あった場所に戻し、机に座る。

「今日、我が反恋愛主義青年同盟部は大きな転換点を迎えた。我々のたゆまぬオルグの結果、構成員を一時期の二倍にまで拡大することができたのだ！」

「一人から二人になっただけだけどな」

　俺のその言葉を、領家は無視して続ける。

「この調子で活動を拡大していこうではないか！」

　俺は握りこぶしを小さく上げて、彼女の鬨ときの声に応こたえた。

「クリスマスは去った！　残念ながら今年は、恋愛信しん奉ぽう者しやによって意図を歪ゆがめられ、捏ねつ造ぞうされた、この『全日本繁はん殖しよくデー』を食い止めることが出来たとは言い難い状況だ。我々はこの体ていたらくを自己批判し、次の活動へとつなげていかなくてはならない！」

　領りよう家けはそう言うと、壁にかけてあった日めくりカレンダーを取り除き、その後ろにかけてあった次の年のものを机の上にドン、と置いた。

「我々の次なる目標──それは」

「バレンタイン・デー、だろ」

　俺が言うと、領家は目を細めて、ニッ、と笑った。

「やはり君は、分かっているな」

　彼女はカレンダーをバラバラと勢い良くめくって二月十四日を出すと、そこ一面に大きく、ドクロマークを描いた。

　一生懸命描いているのだが、毒々しさがなく、なんかほわほわしたかわいいドクロだった。

「我々は二月十四日、バレンタイン・デーを、粉砕する！」

　振り上げた拳こぶしが机に振り下ろされた。

「菓子屋の陰いん謀ぼうに乗っかり、無意味に散財する恋愛信奉者共を、教化しなくてはならない。すべての恋愛につながる流れを、ここで断ち切るのだ！」

　どうやって？　そんな、野暮なことは聞かない。明確なプランなんてあるはずがない。

　無いなら俺が作る。彼女の煽せん動どう力りよくを十分に活かし、それを補佐して、バレンタイン・デーを粉砕してやるまでだ。

「やろう。徹底的にリア充を叩たたき潰つぶそう」

「高たか砂さご！　その意気だ!!」

　領家はそう言うと、棚に挿さしてあったファイルのひとつを取り出した。その背表紙には、反恋愛主義青年同盟部活動記録その１と書かれている。俺らの活動が、ここに刻まれていくのだ。そう思うと、身み震ぶるいがした。

「敵の姿を認識することが、どんな戦いにおいても最も重要となる。我々の敵とはリア充の全体であるが、彼らを意図的に操っている組織がある」

　そう言うと領家はファイルを開き、プリントアウトされた用紙を取り出した。

「大たい性せい欲よく賛さん会かい……？」

　タイトルに掲げられた「大性欲賛会の実態」という文字に反応すると、領家は首しゆ肯こうした。

「そうだ、この大性欲賛会こそ、陰で恋愛信奉者を煽動している黒幕なのだ。そして我が校の生徒会長・宮みや前まえは、この大性欲賛会の青年支部に所属していることが調査の結果、明らかになった。彼女が生徒会長に就任して以来、この学校の風紀は乱れる一方だ」

　どういう組織なんだ、と思って紙を見てみると、よくある陰いん謀ぼう論ろんのサイトのようなふわふわした文章が並んでいた。なんだかとてつもなく怪しく、信用する気は微み塵じんも起きなかった。

「どうやって宮みや前まえのことを調べたんだ」「そんなこと、行動パターンを見ていればすぐに分かる。彼女は完全に、リア充を利し、さらに学園内での恋愛を促進するよう積極的に運動している！」

「具体的には、どういう……？」

　俺が問うと、領りよう家けは堪こらえきれぬ怒りをぶつけるようにして熱弁した。

「忘れたとは言わせないぞ、あの文化祭の最終日、後夜祭におけるフォークダンス。男女が手を取り合って踊るなど、軽けい佻ちよう浮ふ薄はく、言語道断だ！　私は血の涙を流し唇を嚙かみ締めながら、いつか爆破してやる、とあのおぞましき祭を眺めていた！　まだまだあるぞ、委員会活動が男女一名ずつというのは、露ろ骨こつにカップル生成を目もく論ろんでいる！　わが校がいまどき臨海学習なんてやっているのは、あそこでイイ感じにさせて、爛ただれた夏休みへの布石にするために他ならない！　生徒会発行の新聞に恋占いを載のせるなど、言語道断の蛮ばん行こうである!!」

　彼女は言い切ると、さらに息を吸い込んで、続けた。

「恋愛への狂信を断ち切るには、まずこの大本から叩たたかなくてはならない！　そのために、宮前によって調教されきったこの学園での闘とう争そうを介して、宮前を探り、敵の手法を見るのだ！」

　領家の言葉に、俺もその気になってきてしまう。

「リア充どもを恐怖のどん底へと落としこんでやろう。奴やつらが小便を漏もらして命いのち乞ごいをしても、我々は決して鉄てつ鎚ついを振り下ろすことをやめない！」

「君も革命戦士姿が板についてきたな！」




　俺の青春は、ようやく面白い方向に転がり始めた。

　ただし、明らかにおかしい方向へと向かって。







　　　　４




　また人目に気をつけながらフラワーアレンジメント研究部の部室へと戻り、俺らは帰る支度をした。

　領家はこの付近に家があるらしく、自転車通学だ。俺は校門のところで彼女が駐輪場から自転車を出してくるのを待った。

「待っていてくれなくても良かったのに」

　颯さつ爽そうと自転車にまたがってやってきた領家は紛まぎれも無く女子高生で、ちっとも革命煽せん動どう家かではなかった。

「なんだか収まりが悪くてな」

　彼女は自転車を降り、俺に合わせて歩き始めた。

　周りには、明らかにカップルと思われる男女が仲よさげに語り合いながら下校していく姿が散見された。その中で浮いているはずの反乱分子の俺らは、

「……冬休み、だな」「う、うん……高たか砂さごは、何か予定があるのか？」「特に……」「わ、私も」

　こんな感じで、つたないながらも言葉を交わしつつ、肩を並べて歩いている。まわりの和なごやかな空気に、溶け込んでしまっていた。

「わ、私たちも……カップルに見られているんだろうか、今」

　領りよう家けの言葉に、俺は頷うなずいた。

「そうだろうな」「そ、そうか……」

　彼女は急に小さくなると、俯うつむいてしまった。暗くてよく分からないが、やはり顔が赤くなっているような気がする。

「男と女が歩いていたら、カップルと疑ってしまう。俺らはそんなふざけた世界観を、まず破壊しなくてはならない、そうだな？」

「そ、そうだ！　恋愛脳に侵おかされきった類人猿どもを、てっていてきに……」

　その言葉は尻すぼみになってしまった。

　前を見ると、校門を出たところで熱く抱ほう擁ようしあっている男女がいた。他よ所そでやれ。

「実にけしからん」

「……ああいった空気を蔓まん延えんさせてはならない！　バレンタイン粉砕をもって、奴やつらの脆ぜい弱じやく性せいをこんぽんから……」

　続く言葉も、尻すぼみになった。

　前には別のカップルが、長い接せつ吻ぷんをしている。

　右を見れば、何故か倉庫から一緒に出てきた男女の着衣が乱れている。

　左を見れば、草むらの陰からとっくに練習を終えたはずの陸上部の男女が一緒に出てきた。

　俺はため息とともにつぶやく。

「実にけしからん」

「そ、そうだな……」

　領家は俯いたままで、止まってしまった。

「どうした？」

　顔を覗のぞき込む。

　目と目が、ばっちり合った。普段こんな風に人の顔を覗き込むなんてしないから、距離がつかめず、鼻先がくっつきそうなほど近くなってしまった。

　空気が、固まった。

　そのまま数秒か、数十秒か──体感では永遠に感じられるほど長い硬直のあと、彼女はバッと顔を逸そらした。

　耳まで真っ赤だった。俺も彼女につられて、身体が火ほ照てっていた。

「連絡っ！　……とれないと、困るから」

　そう言って彼女は、ポケットから取り出した携帯電話を、俺につきつけた。




　俺らは互いの番号とメールアドレスを交換し合うと、変な空気のままその日は別れた。
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　領りよう家けと別れたあと、俺は携帯のアドレス帳を見てひとり感かん慨がいにふけっていた。

　家族以外の女性がそこに登録されたのは、それが初めてだったからだ。

　なんだか昨日今日と、ものすごい密度の濃い日常を送っている。これまでの平へい穏おんな日々を忘れてしまうような、衝しよう撃げき的てきな出来事の連続だった。

「疲れた……」

　思わずそんなことをつぶやきながら、火ほ照てった身体を冷まそうと渋谷まで歩き始めた。

　そして──これから起こる出来事こそが昨日今日の何にも増して衝撃になるなんて、ちっとも思っていなかった。




「待たれよ」

　学校を出て閑かん静せいな住宅街を抜け、繁華街にさしかかろうとした瞬しゆん間かんだった。道の真ん中で立ち尽くす人影を避よけ、通り過ごそうとした瞬間、俺の耳にその声が飛び込んできた。

　自分に宛あてられたものと思わずそのまま進んでいると、急に身体が硬直した。

　硬直──そうとしか表現しようのない、不可思議な感覚だった。

　意識は明めい晰せきだ。

　視界もはっきりと周囲の、なんということのない日常の風景を映している。

　聴覚もそのまま、遠くの繁華街の喧けん騒そうと、後方の幹線道路を通り抜ける大型トラックの轟ごう音おんとを伝えている。

　しかし、身動きだけはとれなかった。

　首から下を切り離されたような、実に奇妙な浮遊感。金縛りというのは未いまだ経験したことがないが、もしかしたらこんな感じなのかもしれない。

　道の真ん中に立ち尽くしていた人影が、ゆっくりとこちら側へ回りこんでくる。

　本能的に、命の危険を感じた。これは、ヤバい。

　領家に感じるヤバさとは、レベルが違っていた。我々とは本質的に異なるなにか──外の存在が、そこに居る。

　俺の直感は、今すぐ、全てをかなぐり捨ててでも、ここから逃げろと叫んでいた。

　しかしそれは、叶かなわない。動きたくても、身体のコントロールが利かないのだ。

　足が、震ふるえた。いや、震えなかった。生理的な運動すらも、塞ふさがれていた。

　俺に許されているのは、ただ息を吸って、吐く。それだけだった。




　眼前に、完全にその人影が映し出された。

　ひどく小さな体たい軀く。サイケデリックな黄一色に染められたつば広の帽子を浅めにかぶっている。その下からは緩ゆるやかにカールした髪が伸びて肩にかかり、不気味に吹いてくる風にその毛先が煽あおられる。小さな身体には不釣り合いに大きいバックパックは、おぞましい鮮血の色に染め上げられていた。




　女児だった。

　黄色い帽子に真っ赤なランドセルを背負った、育ちの良さそうな女児が、そこに立っていた。
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　女児は俺の目を見た。彼ひ我がの身長差から、彼女は見上げざるを得ない。しかし、なぜか俺ははるか高みから見下されているような、圧迫を感じていた。

「そう怖がらずとも良い、危害を加えるつもりは無いからな。いまのところは」

　舌足らずな甘い声は、しかしその裏ではキンキンに冷したナイフのような鋭するどさをもって俺に突き刺さった。

　均整のとれたその顔立ちは、病的な肌の白さと相まって、彼女に近寄り難い、近寄ってはならない、印象を与えていた。どこかの私立小学校の制服を思わせる服装は、その神しん聖せい性せい、不可侵性を強調する。黄色い帽子と真っ赤なランドセルは、その単色性を以もつて、一種の宗教的な道具立て、神じん器ぎのように、彼女を飾り立てていた。

「怖いか？」

　彼女は俺が答えないのを──答えられないのを見ると、ぽん、と手を叩たたいた。

「発声器官まで封じたら、答えられるはずもないか」

　そう言って微笑ほほえんでから、指をパチン、と鳴らした。

「がっ……かはっ」

　急に喉のあたりの自由が戻ってきて、噎むせた。俺の身体のすべての制御権は、いま彼女の手にあるらしい。

　どうやって、こんなことを成なし遂とげている？　どんな技術を以てしても、今俺が置かれている状況を作り出せるとは思えない。

　そしてまた、何故こんなことを？　何故俺を？

　疑問はつきなかった。

「何か聞きたそうにしているな。質問を許そう」

　女児はそう言うと、腕を組んだ。

　疑問は際限なく頭のなかに浮かんでくる。しかし、なによりもまず、明らかにしなくちゃいけないのは……

「お前は、何だ」

　声は完全に怯おびえきっていた。高校生の俺が、小学生女児の外見をしたなにかに怯えていた。

「実に良い質問だ。それが理解されればたちどころに、いくつか並列であがってきた疑問も氷解するだろう。そして本質を突いている。私が何か、何であるか、ということは何よりもまず一番に、今、君が置かれている状況の根底にあるのだから。

　しかしその質問に対する答えは、甚はなはだ難しい。それはその事実が難しいということではない。むしろ状況は実にシンプルで分かりやすいとまで言ってしまうことができる。しかし、それを受け入れることが、君にとって、君たちにとって、不可能にも近い困難なのだ。

　だが、私は敢あえて、誠実に答えようと思う。キャッチーな言葉を並べ立てて誤ご魔ま化かす方法も存在しなくはないし、それが一番簡単だろう。しかしそれは、君に対して礼を失した態度だ。不当に自由を拘束してしまった上に欺ぎ瞞まんで誤魔化すなどということは、私の主義ではないのだ。

　それでは、答えよう。

　一言で言ってしまえば、私はこの惑星の外から来た存在だ。そして、君たち人類というのは、私によってこの惑星の環境を改変するために、その精神に自己矛盾をプログラムした上で創りだされた生物種なのだ。その姿かたちは、私を参考にして作られた。

　君たちの言葉で言えば、私は『神』というものに近い存在だと言える。あるいは彼女の言葉を借りれば、私は『地球外生命体』ということになるだろう。

　どう呼ぶかは君次第だ。ただひとつの真実は、私が、君の想像の埒らち外がいであるということだ」

　脳みそが一気にかき回された。そんな酩めい酊ていが俺を襲おそった。

　ただ、その流れるような文句のなかで一箇所、俺の気に留まったものがあった。

「彼……女……？」

「領りよう家け薫かおるのことだ」

　女児はそう言ってから一呼吸おき、少しだけ早口になって続けた。

「領家薫は、私の存在に気づいた。もっとも彼女自身、自分の頭に浮かんだそんな考えを、冗談の延長のようにしか考えていないが。そして、それだからこそ危険人物なのだ。

　領家薫は危険人物だ。それは君が考えているよりも、もっと高次な危険だ。外の論理からして、彼女は非常に危険なのだ。その危険に、彼女自身ちっとも気づいていないことが、一番の厄やつ介かいなのだ。

　そして私が君を呼び止めたのも、彼女に対抗するためのある協力をしてほしいからに他ならない」

「領家が……何だって？」

　俺は自分の耳が信じられず、思わず聞き返した。女児は俺の目をしっかりと見つめたまま、声を潜ひそめて言った。

「端的に言おう。彼女は世界を滅ぼす、つまりそれと同時に、救済することになる」

　俺は愕がく然ぜんとした。

　領家が言った通り、恋愛というのは外にある何かが我々に課かした戒めだったのだ。

　彼女は正しかった──いや、間違ってすらいなかった。そう言った方が、正確かもしれない。
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　コーヒーの香りただよう室内。まわりには読書をしている人、仕事終わりに同どう僚りようと談笑している人、ウェブブラウジングしかしていないのにドヤ顔でマクドブックエアを操っている人がいる。

　そんな中、俺は女児と向かい合って座っていた。

　俺の前にはドリップコーヒーが、女児の前にはキャラメルアドリストレットショットエクストラホイップダークモカチップクリームフラペチーノが置かれている。

「立ち話もなんだから」というえらく普通な理由で近くにあった喫きつ茶さ店てんに誘われたのだ。支払いは女児持ちだった。

　高い椅子の上で女児は足をぶらぶらさせながら、なんだかよく分からない食べ物だか飲み物だかを楽しんでいた。

「地球は素晴らしいね。こんな文化が育ったのは、私の作品でもまれなケースだ」

　おしゃれなＢＧＭと談笑の声が響ひびく中、女児は言った。

　俺が呆ぼう然ぜんとしていると、女児はクスクスと笑う。

「私の話を信じられないのも無理はない。君たちはそういったことを信じることが出来ないように、予あらかじめプログラムされているのだから。まるで自分自身の意志ですべてを行っていると錯さつ覚かくさせるよう、作り上げた」

　もちろん、信じることは難しい。しかし、彼女がなにか我々と別種のものだというのは、先ほど俺を完全に支配してみせたことで明らかだった。今も生せい殺さつ与よ奪だつの権は彼女に握られているのだ。信じるしか、ない。

　俺は震ふるえる手でマグカップを取り、口元へと持っていった。黒い水面が揺れて、波紋を作っていた。

「安心し給たまえ、殺したりはしないさ。今のところは」

　その言葉は安心よりも、一層不安をかきたてた。

「さて、本題に入ろう」

　女児はそう言うとランドセルを開き、書類を取り出す。

　その一番表には、領りよう家けの顔写真が添付されていた。

「私の目的は今話したとおり、地球の環境、とくに二酸化炭素濃度を我々が過ごしやすいように改変しつつ、現在の生物をすべて死滅させクリーンに掃除する、ということだ。私がこのタスクをすべて一人で行おこなっても良いのだが、それよりも代行者を立てて行わせ、一緒に自滅してくれるようにすれば手っ取り早い。それが、人類だ。

　少々時間はかかったが、思い通りの結果が得られるのはもうすぐだろう。邪じや魔まさえなければ、の話だが」

　女児はそう言って言葉を区切り、また得体のしれぬ飲み物にとりかかった。俺は何がなんだか分からないままで、彼女の書類の一番上に添付された領家の写真を眺めていた。

「彼女のことを、君はどのように感じた？」

　女児から投げかけられる初めての問に、思わず身体がびくっ、と緊張してしまう。それを見て彼女は苦笑いをこぼした。

　俺はおののきながらも、なんとか言葉を紡つむぎだす。

「なんというか……滅め茶ちや苦く茶ちやな奴やつだと、思いました」

　女児相手に高校生が、敬語だった。喫茶店で女児に奢おごられた挙句、かしこまりながら敬語で話す男子高校生が、そこには居た。

　女児は俺の答えを聞き薄く笑って頷うなずいた後、再度問うた。

「それだけか？」

　俺は目を閉じ、領家とこれまで交わした会話、彼女の言動をまぶたの裏によみがえらせる。

　言動は滅め茶ちや苦く茶ちやに見えた。ただ彼女には、それにもかかわらず、あるいはそれが故の、奇妙な求心力があった。俺はそれに、魅みせられたのだ。

「領りよう家けには、魅力があります。はっきりとどういったものか指し示すことはできませんが……」

「それだよ」

　女児はご満悦そうにニッ、と目を細めて朗らかに笑った。

「彼女、領家薫かおるには、人の心を引きつけて狂わせる、おかしな魅力がある。それも、その魅力というのは普通の人間には作用しにくく、ある一定の抑圧下にある人間に、暴力的に作用するのだ。ちょうど、君みたいにね」

　自分が見透かされたような発言に、背筋が凍こおる。

「非難しているわけじゃない。むしろ、私は恐れているのだ。彼女に先導された民衆が、私の計画をすべてぶち壊しにしてしまうことを。それだけの煽せん動どう力りよくを、彼女は内在的に有している。これまでにもそういった人物は幾度かあらわれた。あるものはその後も宗教として残存しているだろう？

　その革命、改革は、常に前向きだった。つまり人類全体を『繁はん栄えい』させる方向への運動だったのだ。私は黙認した。手助けをすることすらあった。それは君たちの意識を新しい領域へと押しあげ、そして最後に宗教として倒立したのだ。結果、それは君たちの『生産性』を高める方向へと働き、逆説的に私の目標に到達するまでの時間を短縮することに成功した。

　だが、彼女は違う。彼女は、逆向きなのだ。その思想を押し進めていけば、人類は定住すらしない狩しゆ猟りよう採集民族に立ち戻ることになるか、あるいはその前に死滅するしかなくなるだろう。

　偶然、彼女は私の意図に気づいた──いや、思いついてしまった。彼女には力があった。そして、運動を始めたのだ。これは私にとって、未み曾ぞ有うの危機なのだよ」

　そう言いながらも、女児の顔は潑はつ剌らつと笑っていた。そこには待ちわびていたおもちゃを買い与えられた子供に近い、無邪気さがあった。

「私はどうにかして彼女を抑えこみたいのだ。今はまだ彼女の力は不完全にしか発はつ揮きされていない。そして彼女自身、まだ自分の思想を冗談に毛の生えた程度のものとしか思っていない。叩たたくなら、今のうちなのだ。

　道から外れそうになる人類を教きよう導どうするために私が作り上げた地下組織、『大たい性せい欲よく賛さん会かい』ではもう彼女を恋愛狂者へと修正することはできない。彼女はその活動にすら、未いまだ半信半疑ながらも気付きはじめてしまっている。

　そこで私は、君に目をつけたわけだ」

「俺、ですか」

「君は世界ではじめて彼女の思想に片足を突っ込んだ大馬鹿者、あるいは大人物だ。これまで傍ぼう観かんしていた私を行動させるに至った張本人でもある。君の手を借りて、彼女の活動は飛躍的に拡大し、今に手が付けられなくなるだろう。

　だが逆に、彼女に間接的に働きかけるための窓口を得た、とも言うことができる」

「俺に、何をさせる気ですか」

　身体を緊張させながら、問うた。

「そう硬くなる必要はない。なにも『彼女を殺せ』などという命令ではない」

　女児はそう言って、にっこりと微笑ほほえみ、書類から彼女の写真を抜き取って机の上をすべらせた。それはピタリと、俺の目の前で止まる。

「高たか砂さごくん、君には、彼女を落としてもらいたい」

「落とす、というのは……？」

　脈みやく絡らくが理解できない俺が問い返すと、女児はポリポリ、と言いにくそうに頰ほおをかいた。

「つまり、領りよう家け薫かおるを、恋愛に夢中にさせてほしいのだ。君には領家と、恋人関係になってもらいたい」

「……は？」

「そもそも彼女の行動の起源は、自分自身の現実が充足されていない、という不足感から来ている。ならばそれを満たしてしまえば良い。一度恋愛に嵌はまり込んでしまえば、彼女がこういった活動をすることもなくなるだろう」

「……そういうものですか……でも、なんで俺が？」

「領家薫と近しい男性は、父親と君だけしか居ない。アドレス帳にも親父と君の番号しか登録されていない」

「あっ……」

　薄々気づいていたことが、白日の下に晒さらされてしまった瞬しゆん間かんだった。

「君は、父親以外で、初めて親密になった男性なのだ。何としてでも彼女を、落としてほしい」

「そんなこと言われましても……」

　こちらとしても、状況は同じだ。落とせ、などと言われてもどうしていいのか分からない。

　そもそも、俺が彼女に従うべき理由はない──実力行使されたら話は別だが。

「なに、私がアドバイスするさ。これでも人類に恋愛感情を植えつけたのはほかならぬ私なのだからね。君たちの情動など手に取るように分かるよ。

　それに、もし君がミッションをクリアしてくれたら、しかるべき礼をするつもりだ」

「……礼？」

「どうだい、特別に私の身体を、君の好きにしていい、というのは」

　そう言って彼女は俺にだけ見えるように、上着をぺろりとめくった。極きわめてなめらかな肌のおなかが、チラリと見える。

「いや、いいです……俺ロリコンじゃないですし」

「ロリコン？　何言ってるんだ、君は。私は人類のモデルだぞ。すべての男性は、私に欲情するようにプログラムされている」

「たぶん、それは既にバグりました。確かにそういう時代もあったと思います。でも現在の世の中では、あなたのような少女に欲情する人間は、異い常じよう性せい癖へき者しやとして蔑さげすまれています」

　それを聞くと女児は、首をかしげ、「おかしい……どこで間違ったんだ……」と自分のおなかをさすりながらブツブツとつぶやいていた。

「まあいい。礼は他に考えるとしよう」

　女児はそう言うと、謎の飲み物をズズっとすすりあげ、中身はからっぽになった。

「当然のことだが、このことは他言無用だぞ。まあもっとも、こんなことを言っても、彼女にすら『狂った』と思われるに違いないが」

　全くだ。いきなりこんなことを真面目な顔をして話し出したら、誰だって「ついに狂った」と思うだろう。領りよう家けは自らの思想にこじつける形で、冗談のようにそう主張しているからいいものの、それが本気になってしまうと本格的にヤバい。

　ということは、この狂った現実を、俺一人で受け止めなくてはならない、ということだ。

「ちょっと待って下さい。俺に選択権は無いんですか。なんであなたの命令を、聞かなくちゃいけないんです」

　俺が必死にそう抵抗すると、女児は少し意地悪な微笑をして、応こたえる。

「私は神だ。君のことなど、どうとでも出来る。そう言って無理やり従わせることも可能だろう。だが私は、そういう反則はあまり好きではない」

　女児はそう言うと、机に両りよう肘ひじをつけて、手のひらで頰ほおをつつむように支えながら俺に囁ささやいた。

「考えてもみ給たまえ。君からしても、私の提案は魅み力りよく的てきだと思うのだがね」

「……どういうことですか」

　俺の問い返しに、女児は呆あきれたように返答した。

「分からんか？　君にも彼女ができるのだぞ。リア充になるのだ。君が憧あこがれ、妬ねたんでいたリア充にな」

　その言葉は、深く深く俺の中を貫いていった。
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　何もないまま翌日の終業式は過ぎ、気づくと冬休みになっていた。

　連絡先を交換しあったものの、特に領りよう家けからメールや電話が来ることもなく、俺はこれまでと変わらない日常を過ごしていた。

　こうなってみると、二十四日と二十五日にあったことは夢なんじゃなかろうか、と思ってしまうのだが、確かに携帯のアドレス帳には領家の連絡先が記されている。それに、女児から渡された領家に関する資料も、机の鍵付き棚の中にしっかりとしまわれていた。




　大おお晦日みそか。

　俺は一応携帯をチェックして、領家からの連絡が入っていないか確認した。なんだか自分が彼女からのメールや電話を待ちわびているような格好だな、と思い少し気恥ずかしくなる。

　今日も、着信はない。迷惑メールに間違えられていることもないみたいだ。

　俺はベッドの上に携帯を放り投げると、パソコンの前に座って作業を始めた。

　最近、暇があるとふたつの事柄について調べていた。

　ひとつは、革命を成なし遂とげるためにはどうしたら良いのか。いかにして民衆を煽せん動どうすればよいのか、どういった戦術が効果的なのか。

　もうひとつは、女の子を口く説どくためにはどうしたら良いのか。いかにして女子を煽せん動どうすれば良いのか、どういった戦術が効果的なのか。

　もちろんそれは、いま俺が直面しているふたつの問題に対応していくのに必要だからだ。

　領りよう家けの活動に参加し、全世界に「反恋愛」運動を広めること。

　女児の託たく宣せんに従い、領家を口説き落とすこと。

　それらは互いに相あい反はんする方向へと向いた行為だ。領家の思想を尊重するなら、彼女を恋愛の悪循環に陥おちいらせようという行為は裏切りに他ならない。また女児の目的からすれば、領家に助力することはそれの達成を阻はばむことになる。

　そんな矛盾の中で、俺は揺れていた。




「女性を上手く口説く方法」という、ディスプレイをぶん殴りたくなるような記事を、歯ぎしりしながら眺めているときだった。

　俺以外誰もいないはずの部屋に──

「なかなか精が出るな」

　そんな声が、湧わいてきた。

　心臓が握りつぶされたような悪お寒かんに襲おそわれた。

　振り向く。

　そこには、女児がいた。

「どうして、ここに、いるんですか」

　緊張でカタコトの言葉でそう言うと、女児は手のひらを上にして見せ、敵意が無いことを示した。

「なに、君と領家薫かおるの関係がどう進展しているか、様子を見に来たのだよ」

　女児はそう言うと、俺のベッドに腰掛けた。

「どうやってここに、入ってきたんですか。玄関は鍵が閉まっているはずだし」

「どうやってでも、入って来られるさ。君はまず私がどうやって系外惑星からやってきたのかを聞いた方がいいだろうね。それで、首尾はどうなんだい」

「首尾、と言われても……終業式以来、全く接触がないです」

　それを聞くと女児は、深くため息をついた。

「やはりね。ネットでそんなことを調べているような君が、上手くことを運んでいるわけもない。君、モテないだろう」

「失礼な、幼稚園のころは引っ張りだこだったんですよ！　年少年中年長とバレンタインにはチョコを貰もらったものです」

「そうか……君のモテ期三回はそこで浪費されてしまったわけだな。自分で言ってて悲しくならないか？」

「死にたくなります」「子よ、私の胸でたんと泣きなさい」「遠えん慮りよしておきます。無い胸には縋すがれない」「これがデフォルトなのだ。人類は私をモデルに作られた。あんな脂肪の塊かたまりはバグだ、目を覚ませ！」

　フルフラットな胸を隠しながら、俺を怒鳴りつける。女児に叱しかられる高校生男子の姿が、そこにはあった。

「……まあいい。今更、全人類の脳をバグフィックスして回るわけにもいかないしな。ところで、今日はなんの日か分かっているだろうな？」

「大おお晦日みそか、ですけど。なにか他にあるんですか？」

「そう、大晦日だ。大晦日の夜といえば何をするものだ？」

「そば食って、ゆく年くる年見て、ネットの掲示板見て寝ます」「そうじゃないだろう！」

　掛けてあったハエ叩たたきで、頭をペチン、とはたかれた。

「大晦日の夜から元日の早朝にかけて、真夜中、初はつ詣もうでに行くという習わしがある。それにかこつけて、若い男女が手を取り合って深夜デートとして利用するのだ」

「はあ……」

　俺が気の無い返事をすると、女児はハエ叩きを投げつけてきた。

「そんなことでどうする！　ガツガツ行け!!」

　女児が、恋愛に積極的になれない男子高校生を怒鳴りつける。

「ガツガツ、ですか」

「領りよう家けを初詣に誘うのだよ」

　女児はそう言うと、ふふん、と得意げになって胸を反らした。まな板が強調されてしまう。

「誘って、どうするのです」

「まだ分からないのか、初詣にかこつけて、君たちもデートするのだよ！　親密度を上げる良いチャンスだと思わんかね？」

　叱しつ責せきされながら俺が考えていたのは、あの殺人的な人混みのことだった。大晦日はテレビの前に座って、大混雑の成なり田た山さんなどの映像を見つつ安あん穏のんな家のなかでほくそ笑むのが、俺のささやかな楽しみのひとつだった。

「そんなこと言っても、どうやって誘えばいいんですか。領家はそういうチャラチャラしたのを破壊しようとしているんですよ。断られるに決まってる」

「それはどうとでもなる。例えば、『宗教行事にかこつけて交尾機会へと持ち込もうとする恋愛狂信者たちの威い力りよく偵てい察さつ』などとでも言っておけば、君たちの団体の活動目的とも合致するだろう」

　なるほど、と素直に俺が感心していると、女児はベッドの上に放置されていた俺の携帯を投げてくる。

「分かったなら、さっさとメールなり電話なりで誘いたまえ」

「あのですね……まだ、領りよう家けとは一度もメールも電話もやりとりしたことないんですよ。なんというか、まだそういう段階じゃないっていうか。そういうのは、もっと親しくなってからでいいんじゃないですかね」

　俺がなんとかひねり出して反論すると、女児は哀れみの目線をこちらに投げかけ、静かに言った。

「つべこべ言わずにやれ」

「はい」

　そんなわけで、俺は女児に命令されて、同級生の女の子を誘い出すメールを書き始めたのだった。




「あの……こんな感じでいいでしょうか……？」

　メール文案を女児に見せて、チェックしてもらう。それはこんな風だった。








反恋愛主義青年同盟部議長

領家　薫かおる　同志




　反恋愛運動大だい躍やく進しんの本年も、残りあと十数時間を残すのみとなりました。破は竹ちくの勢いで勢力を拡大した本年の活動を継承しつつ不断なる自己研けん鑽さんを通じて、来る年は未み曾ぞ有うの運動拡大を目指し日々努めて参りましょう！




　さて、本日は三十一日大おお晦日みそか、そして翌日は元日です。領家同志もよくご存知であると思われるのですが、一部では初はつ詣もうでをこの大晦日と元日に掛けた深夜に行うという習慣が存在しています。

　公転周期という農業従事者以外にはどうでもいい情報をもとにし、尚なお且かつ任意に取ることのできる起点を以もつて祭日と為なすナンセンスには辟へき易えきするばかりですが、一定期間ごとに精神を再活性化させる区切りとしての役割を果たしているため、初詣という行事自体の意義は我々としても尊重すべきでしょう。

　今回私わたくしがメール差し上げましたのは、この宗教行事にかこつけて、深夜に会合する男女が存在するらしい、という情報を、信頼できる情報筋から入手したためです。彼ら、彼女らは深夜に恋人と非日常的な体験をするという目もく論ろ見みの下、初詣という体ていで深夜デートを敢行しているというのです。

　これは決して許すことの出来ぬ大だい暴ぼう虐ぎやくです。彼ら彼女らは恋愛に陶とう酔すいするという愚を犯したばかりでなく、さらに一般市民が大切にしている宗教行事をも愚ぐ弄ろうせんとしているのです！

　とは言え、初はつ詣もうで客きやくは膨ぼう大だいな数にのぼります。我々の結社が本年その構成員を倍増させるという快挙を成なし遂とげたといえども、まだその人員は大衆を食い止めるには足りないことを認めざるを得ません。

　では、我々に出来ることは、ブラウン管に映る恋愛信奉者たちが我が物顔で境けい内だいを闊かつ歩ぽする姿を、ただただ指を咥くわえて眺めているだけでしょうか？

　否！

　我々は又聞きの情報に頼るのではなく、その脚で現場におもむき、その肉眼で敵の姿をしっかりと目に焼き付けなくてはなりません！　そうしてこそ我々が撃げき滅めつすべき狂信者たちの生の情報を得ることが出来、更にこの偵てい察さつを以もつて、将来必ず我々が直面せねばならぬ『初詣中止』闘とう争そうへの第一歩とすることが可能です。

　私わたくしは以上の理由から、多くの参拝客が集つどうと予想される浅せん草そう寺じへと単身乗り込む覚悟を決めました。




　ただ私の未熟から、その偵察が不要領に終わることが心配でなりません。

　もし、蒙もう昧まいなる私に、百ひやく戦せん錬れん磨まの古こ豪ごうたる領りよう家け同志が随ずい伴はんして下さるなら、これほど心強いことはありません。





反恋愛主義青年同盟部　　




高たか砂さご　　











　女児は目を通し終えると、暗い目でじっとこちらを眺めた。

「ど、どうでしたか？　わりと自信があったのですが……」

「君がいいと思うなら、いいんじゃないかな？」

　優しい目で見られた。やった、ほめられたぞ！

　俺は女児から携帯を受け取ると、送信した。

「まぁ、でもこれまで領家から一回も連絡来たことないんで、彼女、携帯見てないかもしれないですね。それに急なことなんで、断られる可能性が高いですよ」

「子よ、予防線を張るのは止めなさい。すべて君の文面のせいだ」

　図星を突かれて悄しよ気げていると──携帯が鳴動した。送ってから、一分も経たってないぞ!?

　見ると、領家から着信だ。慌あわてて取る。

「もしもし」『あっ……領家、ですけど。高砂くん、ですか』「はい、そうです」

　……なんだか不自然な会話のあと、一瞬の間。

『君からの電信、拝見致した。やはり高たか砂さごくん、君には革命運動家としての素質があるようだ。私は自分の人を見る目に自信が持てたよ』

「そうか、ありがとな。で、どうなんだよ、来れるのか」『い、行ける』

　部屋の中で女児が、パチン、と指を鳴らした。

「じゃあ、浅せん草そう寺じの近くの公園で、十一時半くらいでいいか」『うん、大丈夫』

「それじゃな」『それじゃ』

　電話を切る。

「やるじゃないか。やはり私が見込んだだけのことはあるな」

「さっきめっちゃ非難してましたよね……？」

　反論するも、女児は聞く耳を持たない。

「それじゃあ私は失礼するよ。初デート、陰から見守っているからな」

　初デート。そう言われてしまうと、なんだか気恥ずかしいような感じがしてくる。

「あ、その前に、ひとついいですか」

　俺が制止すると、女児は少し意外そうに目を丸めて、それから口元を緩ゆるめた。

「なんだい？　君から自発的に発言があるなんて、初めてじゃないか」

「あの、あなたの格好についてなんですけど」「これかい？」

　そう言うと女児は革かわベルトを摑つかみ、かかとを上げてフフン、と得意げにした。

「同じくらいの背格好の少女がみんなこのような出いで立たちをしているのを参考にして、流行に乗ってみているのだ。どうだ、似合うか、そそるか」

「いや、確かに似合いますけど……」

　女児はランドセルを背負い、黄色い帽子というこの前の小学生スタイルそのままで俺の部屋にいるのだった。犯罪的な匂いしかしない。親に見られたら自殺されそうな光景だ。

「それ、通学時の装いなんですよ。いま冬休みだし、どこにもそんな格好している女の子、いませんよ」

　俺の指摘に女児は一いつ瞬しゆんカッ、と顔を赤くしたかと思うと、またハエ叩たたきを俺に投げつけた。

　飛来してくるそれに反応して目を閉じ、パチンと額ひたいにそれが当たり、目を開いた瞬間、もう女児はそこから消え去っていた。
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　極ごつ寒かんの冬の夜を早足に歩く。

　公園につくと、既に領りよう家けはそこにいた。柵さくに腰掛けて時計を見ながら、かすかに白い息を立ち昇らせていた。

「うす」

　俺が後ろから声をかけると、彼女はびくっ、と身み震ぶるいをひとつしてから振り返った。

「高たか砂さごか、びっくりさせるな」

「ひとりでいたら危ないだろ、遅れてくればいいのに……そういや、俺が領りよう家けの家まで迎えに行ったほうがよかったな」

「今日は、大丈夫だよ。人、たくさんいるし」

　確かに今日は人通りが多い上に、明るかった。

「まぁ、そうだな。今度そういうことがあったらお前ん家ち迎えに行くよ」「……父さんに殺されるぞ。それに、深夜に出歩く機会って、なんだ！」「それもそうだな」

　そう言って俺が笑うと、領家は目ま深ぶかにかぶったニット帽をさらに引き下げて、少しうつむいた。

　白いニットのワンピースの上に紺色のチェスターコートを羽は織おった彼女の耳は、赤くなっていた。

「いつから待ってたんだよ。耳、真っ赤だぞ」「うるさいな。早く行くぞ！」

　領家は立ち上がると、ずかずかと先に進んでいってしまった。慌あわてて俺も、それに続く。




　公園前の暗い道から寺へ向かって歩いて行くと、次第に通行人も増えてきて活気が増していく。群衆のざわめきが刻一刻と近づいてくる。

「なんだか、すごい混雑している予感がするのだが……」

　領家が顔をひきつらせながらつぶやいた。

「ここは毎年そうなんだよ。この近くじゃ一番混むんじゃないかな」

　俺が言うと、領家は顔をげっそりと青ざめさせて「うぐぅ……」とうめいた。

　どう見ても人混みの中で活き活きできるタイプの人間じゃない。積極的に混雑は避さけるような行動パターンをとっているだろう。俺もそうだから、分かる。

「どうする、帰るか？」

　俺は「領家に断られた」という、女児に対する言い訳を得、自らも人混みの中に行かずに済むのなら、という思惑で、彼女に尋たずねた。

　しかし領家は、ゆっくり二、三秒は俺の顔を見つめた後、うつむき、「行く」と小さく答えた。

　根性のある奴やつだ。俺のアジ文が熱心すぎたのも原因かもしれない。

「そうか、じゃあ逸はぐれないように……」

　混雑する場所をわざわざ選んだのは、女児の入れ知恵である。

　俺は領家の腕を取ると、引き寄せた。こうして自然に触れ合うことができる、というのである。

　瞬しゆん間かん、領家が俺の腕を払った。

「なにをする！　破は廉れん恥ちな!!」

　彼女の顔はさっと赤くなり、あまりのことに口がふにゃふにゃだった。

「ほら、結束していないと、逸はぐれてしまうだろう。闘とう争そうの時にスクラムを組むのと同じだと思えばいい」

「それとこれとは話が別だ！　う、腕なんか組んでたら、はたから見たら、まるきり恋人同士じゃないか！　我々が憎むべき相手と同じ行動に出てしまうなど、革命家としての恥だ!!」

「じゃあ、これで」

　俺は領りよう家けのコートの後ろを摑つかみ、そう言った。

「……致し方ないな。はぐれてしまっては偵てい察さつの遂すい行こうに支障がでるものな」

　そう納得すると、領家はそのまま俺と一緒に数歩あるき、振り返った。

「なんだか、私が散歩中の犬みたいじゃないか。だめだ、こんなの」

　また俺の手が払われてしまう。何か言おうと考えていると、領家はスッ、と俺の後ろに回り込んだ。コートが引っ張られる。

「……これなら、いい」
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　どうやら俺が前なら良いらしい。なんだか釈然としないが、受け入れ、歩き出した。

「こんどは俺が犬みたいじゃねえか」

　それを聞いて領家は笑う。「まあ、私の配下だし犬と言い換えることもできよう。君のメールでは私は『議長』ということになっていたからな」

　そうだった。どう呼んでいいか分からず、適当につけてしまったのだ。

「正式な役職は何なんだよ」「……『議長』でいい」

　そう言うと領りよう家けは、またクスクスと笑った。

「議長……か」

　こいつ、絶対そういうことまで考えが及んでなかったに違いない。

　しばらく歩くと、まだ境けい内だいに入ってすらいないというのに、行列で止まってしまった。想像していたのよりも、ずっと列が長い。

　最後尾に並んだはずが、後から後から人がどんどん来るものだから、既に行列のまっただ中になっていた。

「もっと寄っとけ」「う、うん」

　今度は素直に従った。人混みの中で精神が弱り切っているのだろう。

　だんだんと身体が熱くなっていく。これは人混みの熱なのか、寄り添った領家の熱なのか、あるいは彼女を意識してしまっている、俺の発熱なのか。

「すごい人混みだ……なんだか、ちょっと暑い」「そうだな……」

　後ろから投げかけられたそのか細い声に、小さく応こたえた。周囲は衣きぬ擦ずれの音、遠くから聞こえてくる低い足音、静かに交わされる人々の言葉、時たま膨ふくれ上がる子供のはしゃぐ声、そんな雑多な音に埋め尽くされていた。なんだか意識が遠ざかっていってしまいそうな、浮遊感に似た錯さつ覚かくに包まれる。

　後ろを振り返ると、領家の頰ほおはのぼせたように桃色に上気していた。こちらの視線に気づくと、少し近づいて耳元に口を寄せてきた。つめたくなった耳にあたたかい吐息があたり、くすぐったい。

「フフ……人間というものは集まると、こうも虫けらのように見えるのだな」「おい、怖いこと言うな！」「こんな大勢の前で演説ができたら、さぞ心地よいことだろう」「お前なぁ……」

　なんだか酔っぱらいのような口調になっている。本当に大丈夫なのだろうか……？

　と、そんな時、腹にズシッ、とくる低音が、響ひびいてきた。除じよ夜やの鐘かねだ。

　周囲がにわかに色めき立つ。

「除夜の鐘のコンセプトは、実に良いと思わないか？　人間の数多ある煩ぼん悩のうがこれで搔かき消えたら、それは私達が目指す世界の実現に他ならないじゃないか」

　領家が暗くつぶやいた。完全に目が据すわっている。人混みに長居しすぎて当てられたのだろう。

　狂ったように、領家は続ける。

「しかしどうだろう。除夜の鐘を聞き、信心厚にして深夜に参拝する者たちの中には、信仰心などこれっぽちもなく、ただ恋人と夜出歩く口実に使っているだけの悪逆非道の徒とが紛まぎれ込んでいるのだ！　これは悲劇だと思わないか？　あるいは、紙一重の喜劇か」

「実に嘆かわしい」俺が適当に相あい槌づちを打つと、領りよう家けは酔っ払ったかのように滑なめらかに続けた。

「煩ぼん悩のうを消すこの百八の音を聞きながら、恋人たちは囁ささやき交わす。『新しい年に一番最初に目にしたのが、ミキでよかったよ』『タッくん……あたしも♡』『今夜は一緒に煩悩を霧む散さんさせような』『やだ……もっと雑念ばかりになっちゃうよ……♡♡』死ね！　いや、私が直じき々じきに刺す!!」

　タッくんって誰だよ。あと会話のセンスが昭和すぎる。こういうのおっさんが書いているコラムでよく見るもん。

　唯一の救いは、領家の声が小さいままだということだった。こんな人混みの中で演説を始められてしまったら、初はつ詣もうでデートどころの騒さわぎではなくなる。メールに書いた『初詣中止』闘とう争そうを二人きりでやる気はさらさら無い。

「ああ……怒ってたら疲れた」

　花も恥じらう女子高生として、その醜しゆう態たいはあまりにも残念すぎた。領家はグロッキー状態で俺にもたれかかってくる。先ほど俺が腕をとったときとは比べ物にならないほど高い密着具合になってしまっているが、どうやら気にならないみたいだ。完全に意識が飛びそうになり、目を白黒させていた。

　と、前方からざわめきが広がってくる。

　時計を見ると、零れい時じ零分、新年だ。

「おい領家、年明けたぞ」「……おお」

　領家はぐったりと俺の方にもたれかかったまま、気のない返事をした。

「あけましておめでとう」「おべでとう……」

　舌がもつれている。

　そういえば、新年最初に見た顔は領家のげっそりした顔だったし、新年最初に聞いた他人の声は、グロッキーな領家のものだった。

　さらに俺たちは年越しの瞬しゆん間かん、かなりの面積で触れ合っていたことになる。領家式に言えば『タッくん、私とひとつになりながらゆく年くる年しよ♡』『その前にミキ、お前に夜の歌合戦させてやるからな』という感じだろうか。自分で考えていて吐き気がした。
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　そのうち領家がなんとか回復した頃合いになって、本格的に列が動き始めた。

「いよいよだな！」

　回復した領家は、しっかりと俺のコートの背を摑つかみながら、うずうずと待ちきれない様子だった。

　完全に活動の目的を忘れている。しかしそれも、無理のない話だ。

　なにしろ、周りにはあまりカップルの姿は見受けられないのだ。家族だったり、夫婦だったり、老後のサークル活動の仲間内だったり、そんな感じの人たちが多かった。

　むしろ俺達が「若いっていいわねえ……」的な目線で見られる立場だった。




　本ほん堂どうへと向かってゆっくりと進んでいく列の中で、俺達はいくらか話をした。

　他愛のない話だ。学校がどうだ、とか、来るまで見ていたテレビ番組の話だとか、そういった類たぐいだ。革命運動の話は、あんまり出なかった。

　そういうとき、領りよう家けはいたって普通の女の子だ。いや、普通じゃない。可愛い。とびきり可愛い。俺は、そう思う。

　会話が途切れても、そのままで平気だった。あの妙な気詰まりは、領家との間では不思議と存在しなかった。なぜだろう、と考えていると、また会話が始まる。




　長かったのか、短かったのか、よくわからない待ち時間の後、俺らは参拝を終えて帰路に入った。少し人と人との間に余裕ができ、やっと一息つける。

　そんな時だった。

「あれ、お前ら、ウチのクラスの……」

　心臓が飛び出るかと思った。声のした方向を見ると、たしかにそこには見知った顔──男と、女。たしかクラスの中心人物の友人、くらいのポジションにいる奴やつらだったと思う。

「四よつ谷やくん、別べつ所しよさん」領家が応えた。「こんばんは、明けましておめでとう」

　領家の口調は革命家の時とも、俺と普通に会話している時とも違う。いたって事務的だった。

「お、そういや、明けましておめでとう。えっと……」

　若じやつ干かんの閉へい塞そくを感じた。こいつら領家の名前、覚えてないな。

「領家、こいつら知り合いか？」

「おい、何言ってんだよ、つれねえな。クラスメイトじゃねえか」

　二人が笑う。俺らも、愛想笑いで返した。

　四谷と別所は手をつないでいた。そういう間柄なんだろう。そして領家も相変わらず、俺のコートの後ろを摑つかんでいた。

「へー、領家さんたちって、そうだったんだ。全然気づかなかった」

　別所が言った。若干嘲ちよう弄ろうの色を感じたのは、俺の心の汚さのせいということにしておこう。

　しかし領家は、それを受け流さず、突っかかろうとする。

「わ、我々はっ！」

　まずい。このまま暴走した領家に喋しやべらせていたら、いろいろと厄やつ介かいなことになる──俺はぐっ、と恥ずかしさをこらえて、領家の継ごうとした言葉を、強制遮しや断だんした。彼女の後ろに回りこんで軽く抱きつき、その肩に顎あごをのせた。領家は案あんの定じよう、フリーズした。こちらも、脳が沸ふつ騰とうしそうなほど恥ずかしいが、さらにそれを上塗りしなくてはならない。

「べつに隠してたわけじゃないんだけどな」

「え？　いつから」「四月。俺が速攻、告ったんだ」「なにそれウケる。早すぎじゃん」

　笑う別べつ所しよ。躊ちゆう躇ちよしてはならない。断言、断定、即答。優柔不断は必ず付け入る隙すきを与える。噓うそでも盛大にデコレーションすれば、相手を威圧するには充分だ。息を、吸い込む。

「早くしないと他の奴やつにとられちゃうからな。こんな良い彼女、どこを探したって他に見つかるわけない」

　別所の笑顔が、硬直した。彼女は四よつ谷やを振り向く。

　彼はその引きつった笑みをどうにかほぐしながら、俺に話しかけた。

「お前らこれからどーすんの？　ちょっと一緒に夜店でも見てまわんね？」

　それに別所が「いいねー！」などと乗っかる。

　しかし俺は、さらにぎゅっ、と領りよう家けを抱きしめて、断る。もう脳は灼やき切きれていた。毒食わば皿まで、だ。頭は恥ずかしさを通り越して、冷たく透き通っていた。

「すまねーけど、今日は俺、薫かおるのこと独り占めにしたいんだわ。年のはじめだからな。また誘ってくれよ」

　二人は完全に笑顔のまま、硬直した。

「またな、学校で」そう言いながら手を振って、俺は領家とぴったりくっついたまま動いていく。

「お、おう」「ご、ごちそうさまでした」

　二人の姿が見えなくなったのを確認してから、ホールドを解除する。

　領家は真っ赤だった。ゆでダコのよう、というのはまさにこういった状態のことを指すんだろう。俺は冗談みたいに冷静な頭で、そんなどうでもいいことを考えた。

「おい領家、しっかりしろ。敵は過ぎ去ったぞ」

「……お前は……なんという」

　ダメだ、放心状態になっている。しかし俺はだんだん、どうやって彼女を御せばよいのかコツを摑つかみはじめていた。

「領家同志、今の、クラスメイトに突っかかろうとした君の態度は、愚おろかしいぞ。自己批判を要求する！」

　すると領家の目にはパッ、と光がもどる。しかしその目は鋭するどい眼光をたずさえて、俺を射抜いていた。

「何故だ！　我々は恋愛という蛮ばん行こうをこの地上から追放するために結社したのだ！　まさに我々の敵たる四谷・別所に対して、その愚ぐを理解せしめ、無む慈じ悲ひな論理の下に屈服させることこそが、為なすべきことだ！　どうして逃げた！　しかも自ら恋愛信奉者を装ったのは革命家として、羞しゆう恥ちの極みと言わざるを得ない！　貴様こそ自己批判せよ！」

「領家同志、お前には今、闘とう争そうするための準備がととのっているのか？　特に、顔を隠すヘルメット、布を巻いているのか？」

　俺の問に、領りよう家けは押し黙った。

「『我々の活動は、秘密主義的にならざるを得ない』お前の配ったビラにはそんな文があった。これは偽いつわりか？　我々の活動は、素性を知られても構わず続けられるような、日和ひより見み主義的なものだったのか!?　しかもお前は議長だ。一時の感情で、同盟全体を危険に晒さらそうとしたのだ！　そして恋愛狂信者を装ったことに関しては、彼らの上を行く恋愛発展段階を見せつけることが奴やつらを退散させるための最も効果的な方法であると、領家同志自らが、あの屋上事件で示して見せたのではないか！」

　それを聞くと、領家は悄しよう然ぜんとうなだれた。

　ちなみにやりとりは全部小声で行われている。

「はやる気持ちは俺にもよく分かる。しかし我々は、崇すう高こうなる『恋愛放棄・粉砕』という目標達成のために、むしろ一歩引く『勇気』も必要なのだ」

「……私が誤っていた。高たか砂さご同志、窮きゆう地ちから私を救ってくれたこの恩、決して忘れない」

　領家はそう言うと、手を差し伸べてきた。俺はそれを取り、硬く握手を結ぶ。

「……で、でも……めっちゃ恥ずかしかった」

　さらに小声になって、震ふるえた声で彼女は言った。

　それを聞くと、俺は自分の行おこなったことが、ぶわっ、と脳裏によみがえり、凍こおっていた血が一気に沸ふつ騰とうしたみたいに、身体が熱くなった。

　ふたりして真っ赤になって、それでいて握手、傍そばから見れば手をつないだ状態になっている。そのことが追い打ちをかけるように、鼓動を速く打たせた。

　ぱっ、とどちらからともなく手を離すと、同時にうつむいて、お互いの顔を見ることができなかった。
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　しばらく休んでいると、ゆっくりと身体は冷えていった。だけどまだ、俺は領家の顔を正視することができない。彼女も同じようだった。




　風に吹かれて、木々がざわめいた。普段ならばおどろおどろしいはずの、夜の寺院のその光景は、しかし今日はひしめく人と煌こう々こうと照る明かりのせいで、その印象を全く変えてしまっていた。熱くなった身体に、夜風が心地いい。

　暗くら闇やみを照らす明かりの中で人の波を眺めていると、どこか白はく昼ちゆう夢むのような不思議な感覚に襲おそわれた。いつもなら普通にベッドで夢を見ている時間に白昼夢なんて、おかしな話だ。

「そろそろ、帰るか？」

　俺が問う。領りよう家けは答えなかった。まだ、彼女の顔はまともに見られない。

　少し、歩いていこう。

　屋台の軒のき先さきから漏もれてくる、電球のオレンジ色の光が、玉たま砂じや利りの地面に投げかけられ、飛沫しぶきのように散乱していた。綺き麗れいだった。

「もう少し……なにか、見ていこう」

　領家は言った。その手は俺のコートの背中を、まだしっかりと摑つかんでいた。
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　家に戻って自室に入ると、女児がベッドに寝転がりながらテレビを見ていた。寛くつろぎすぎだろ。

「おう、お帰り。どうだった？」「『陰から見守っている』とか言ってましたよね！　見てなかったんですか!?」「ちょっと人が多すぎてね。私、人混みきらい」

　適当すぎる。本当にこの人が人類を作ったのか？　いや、むしろこういう人が作ったからこそ、いろいろ変なバグが生じてしまうのかもしれない。そう考えるといろいろなことが納得できそうな気がした。




「なるほど、そんなことがあったか」

　俺が今日あった出来事を、寝そべったままの女児に報告すると、彼女は感心したように頷うなずいた。

「なかなかやるじゃないか、見なおしたぞ」

　そう言って、俺の頭をなでた。こちらが格下なのは理性では分かっているのだが、なんだかその仕草は背伸びをして大人の真似をする少女のようで微笑ほほえましい。

「ふむ、なにはともあれ初デートはこうして成功裏に終わることが出来た。次は学校でのアプローチだな。君らにとっての日常生活の舞ぶ台たいである学校においても、彼女にとって『特別』になることができれば、親密度はぐっと向上するはずだ」

「なるほど。具体的には、どんな感じで……」

「それくらい自分で考え給たまえ！　全く、人間というのはちょっと褒ほめるとすぐそうだからな……まったく誰に似たんだか」女児以外に居るわけない。「まあ、恋愛初級者の君に対して突き放してしまうのも少々酷こくな気もするな。アドバイスをやろう」

　俺はつばをごくりと飲み込み、メモを片手に聞く。

「簡単なことだ。彼女の活動を熱心に手助けしてやれば良いのだ」

　女児はそう言うと、俺が淹いれてきたお茶をふーふーしてから飲んだ。

　俺は、そのアドバイスに少し考えこんでしまう。なにしろ、領家の活動とは、女児の目的達成を阻そ害がいすること、いま彼女が俺を介して行おこなっている工作は、領りよう家けのその活動を封殺するためのものだ。

　それなのに、領家の活動を手伝え、とは。

「なに、そんな堅苦しく考える必要はない。ただ彼女との連帯行動を通じて親密になればいいのだ。どれだけ活動が活発になろうとも、頭あたまの彼女が恋愛にメロメロになってしまえば、組織は一いつ瞬しゆんで瓦が解かいするからな」

　肉を切らせて骨を断つ、というやつだ。俺はその方針に納得する。領家との親密度を上げるのに、活動の手助けをすること以上に有効な策というのはありそうもない。




　　　　○




　冬休み明け、教室内での俺と領家のアダ名はそれぞれ、「リア充♂」「リア充♀」となっていた。直ちよく截せつすぎんだろ。

　もちろん初はつ詣もうでの日に遭そう遇ぐうした四よつ谷や・別べつ所しよが俺たちの間柄をおもしろがって広めたのだろう。

　ただ救いなのは、それが極度なからかいなどには発展しなかったことだ。むしろ俺たちには下級カーストの人員たちからの羨せん望ぼうの眼差しがむけられ、くすぐったかった。それが偽いつわりであることが、特に身体をむず痒がゆくさせた。




　昼休み、教室に領家の姿はなかった。俺は人目を忍び、地下のアジトへと向かう。

「来たか」

　案あんの定じよう、領家はそこに居た。

「早いな」「身体がここへの道を覚えてしまっているからな」

　領家は弁当を開いていた。

「高たか砂さごは飯、食わないのか」「三限の前に食った」「それじゃ腹減るだろう」「減る」

　領家の弁当の彩いろどりを見て、腹が鳴った。彼女はぷっ、と噴ふき出した。

「少しやる」

　そういって差し出された玉子焼きを、ぱくり、と頰ほお張ばった。

「うまい、母親が作っているのか？」

　問うと、領家はちょっと困ったように眉根を寄せながら、笑った。

「……自分で作っている」「すごいな」

　その弁当は、ちょっと高校生が作ったとは考え難いほどに完成度が高かった。冷凍食品が詰め込まれているようなものではない。栄養的に考えられているばかりではなく、彩りもよく、なによりも、美う味まい。

　領家は照れを隠すように頰ほおをかいてから、また弁当にとりかかった。

　口にほうれん草のおひたしを放り込んだあと、ふと、箸はしを見た。

「……」

　彼女はしばらく無言のあとで、俺の方へと目線をスライドさせた。それから顔を下に向けると、尋じん常じようじゃない速度で残りをかきこむように片付けてしまった。

　なんだ……？　と考え、すぐに思い当たる。俺が彼女の箸から直接食ってしまったのだ。いわゆる、「あーん」して食べさせてもらう状態である。領りよう家けも最初は気づかなかったのだ。気づいたのは自分もその箸で食べた後、間接キスが成立した直後だった。

　身体が熱くなる。なんだか悪いことをした。

　しかし謝るとまた余計に意識されてしまいそうだったから、俺は黙って、棚の資料に目を通し始めた。




「……そう言えば教室で、変なアダ名がついてしまったな」

　ほとぼりが冷めてから、領家がそう切り出した。リア充♂♀問題だ。

「あー俺のせいだな。なんかすまん」「いや、謝ることはない、むしろこれは我々にとって好適な隠かくれ蓑みのとなるだろう。恋人とともに青春を謳おう歌かするものが、どうしてこんな活動に身をやつすだろうか？　表の我々とこの地下活動とを結びつける見方は、完全に断たれたと言っても過言ではないだろう」

「でも、クラスの奴やつらと話しづらかったり……」「大丈夫だ、クラスに友人などいない」

　大丈夫……なのか？

「とにかく、こうして活動の地盤は着々と整ってきている。バレンタイン粉砕闘とう争そうまでに、この土台を更に固めるとともに、さらなる勢力拡大を図はかっていきたいものだ」

　領家の言葉に、俺は乗る。女児に言われたアドバイスを、活かすのだ。

「そのことだが……新たなる部員を獲かく得とくするための作戦を考えたんだ。聞いてくれるか？」

　俺の言葉に、彼女の目がグン、と力をました。

「もちろん。君が精力的に活動してくれていることを、私は心から評価する！」

　領家の顔が、パッ、と明るくなり目が輝かがやく。やはり女児が言ったとおり、効果はかなりあるみたいだ。

　俺は息を吸い、朗々と作戦を説明し始めた。

「一言で言えば、『放送室ジャック』だ。

　領家によって校門前での宣伝等精力的に行われたものの、未いまだ我々の活動が周知されているとは言い難い状況である、というのは議論の余地がないことだろう。

　これまでの活動には、限界があった。

　その限界とはひとえに、それが行き届く範はん囲いが狭い、ということだ。トランジスタメガホンによる拡声では、たかだか数十メートルが限界だ。全校生徒がそんなに密集する機会など、そうそうない。

　これを回かい避ひするには、よく行き渡るように『大声で』宣伝するしかない。とはいえ、メガホンの音量をなんとかして上げる、などといった解決策では一定のところで限界が生じてしまう。

　しかし、学校にはこの目的に対してぴったりの設備がある。校内放送だ。

　我々は放送室を、昼休みの時間に乗っ取る。

　普段、昼休みには放送委員によって音楽がかけられているが、そこで宣伝を行うのだ。

　昼休みに外出している生徒は、かなりの少数派だ。ほとんどの生徒が何らかの形で放送を耳にしている。したがって、空前絶後のアジテーション効果が得られることは、もはや約束されていると言っていいだろう」

　俺の口こう上じように、領りよう家けは口元をほころばせた。が、すぐに引き結ぶと、きっちりと疑問を投げ返してくる。

「素晴らしいコンセプトだ。だが問題点がひとつある。放送が途中で遮しや断だんされてしまわないか、ということだ。職員室にも生徒呼び出し用の放送設備がある。もしその権限が強いのであれば、すぐに我々の演説は止められてしまうことになるだろう」

　もっともな指摘だった。俺はその疑問に、答えていく。

「それについては確認をとってある。この学校は放送室と職員室の放送が別系統になっている。職員は放送室の鍵すら所持していない。これは大昔の闘争時の名残なごりらしい。我々の公こう然ぜんアジトたるフラワーアレンジメント研究部に、職員室とは独立に印刷機が備えられているのと同様の理由だ」

　領家は俺の回答に満足したのか、満面の笑みで頷うなずいた。

「これは我々の運動史上、類るいを見ない大作戦になるな。全校生徒の脳内には必ず、『反恋愛主義青年同盟部』の名が刻まれることになるだろう」

「この宣伝の効果でたくさん入部希望の同志が集つどうだろう。バレンタイン粉砕も机き上じようの空論ではなくなってきた」

　俺の希望的観測に、領家は何度も頷く──が、ふと何かに気づいたようにその頭を止めると、下から窺うかがうように俺の顔を見た。その後、ぶんぶん、と頭を横に振る。

「どうした」「いや、なんでもない。私の心の弱さを、断ち切っていただけだ！」

　よくわからんが、まあいつものことだ。俺は気にせず、話を進める。

「決行は明日、昼休みでいいか？」「応！」




　　　　○




　迎えた翌日、昼休み。

　俺らは放送室のすぐそばにあるトイレで変装を済ませると、その個室の中で携帯を用いて連絡を取り合っていた。

「一二二〇行動開始でいいか？」『了解』「なんだか緊張してきたよ」『そういえば君にとっては初めての本格的作戦行動ということになるな。無理もない』

　時計を見ると、一分前だ。

「そろそろだ、切るぞ。必ず成功させよう」『ああ！』

　俺は通話を切り、静かに個室から出る。幸い、誰もいない。鏡を見て、しっかりと顔が隠れていることを確認した。

　時計を見る。デジタルの文字盤が表示を変えるたびに、心臓が跳ねる。

　──時間だ。

　俺は男子トイレから静かに出ると、同じく女子トイレから出てきた領りよう家けと合流する。

　あたりに人影がないことを確認し、忍び足で放送室のドアへと迫った。

　ドアノブをゆるく回す──鍵はかかっていなかった。扉に耳をつけると、かすかにだが中の物音が聞こえてきた。声の主は、二人ほど。

　俺はハンドサインでもって、領家にそのことを伝える。領家は頷うなずき、親指を立てた。

　突入！

　案あんの定じよう中には男子生徒二人が、弁当を広げながらモニターで昨日やっていた深夜アニメを見ていた。

　突然の物音に、二人は振り返る。しかし彼らの椅子の位置と高さからでは、姿勢を低くして侵入した俺らを捕ほ捉そくすることができない。

　その間に俺は距離を詰め、勢い良く二人の椅子を引き倒した。頭を打たないように、両手で彼らの首根っこをしっかりと押さえる。二人はまだ何が起こったのかよく分からないようで、きょとんとしている。

　後から入ってきた領家は、ドアを閉めると静かに言った。

「抵抗しなければ撃うたない。伏せた状態で両手を挙げてくれ」

　その手には、銃。

　コーラ・メントス銃だ。引き金を引くと１・５リットルのコーラのペットボトルの蓋ふたが開かれ、同時にメントスがまるまる一包入り込む。ただちに中身が、ものすごい勢いで噴ふん出しゆつするという仕組みだ。口が絞ってあるため射程も数メートルあり、精度もなかなか出る。顔に浴びたらちょっとの間は行動不能になるし、なによりもベタベタ感の精神汚染度がすごい。

　放送部員二人は、おとなしく手を挙げて腹ばいになった。まだ夢でも見ているかのような、穏おだやかな表情である。無理もない。自分たちの部室がいきなり革命家に占拠されたら、だれだってこうなる。

　俺は彼らに同情しながらも、挙げられた手を背中にまわし、後ろ手にしばった。両足もしばり、椅子に乗せて括くくりつける。

　領りよう家けはそれを確認すると、言った。

「君たちに恨みはない。私達の要求を聞いてくれれば、必ず無事に解放しよう」

　二人はコクコクと頷うなずいた。本当に気の毒である。

「我々の要求とは、この放送設備を用いて、全校生徒に呼びかけをさせてほしいということ、ただそれだけだ」

　領家は言うと、マイクのある方へと向かっていく。俺はキャスター付きの椅子をコロコロと押して、哀れな放送部員たちを運うん搬ぱんした。

「操作方法を教えてくれ」

　その言葉に、放送部員たちは懇こん切せつ丁てい寧ねいに解説を行おこなってくれた。領家は彼らの指示に従って、かかっていた音楽を切ると、放送開始の合図を告げるチャイムを鳴らした。

「『反恋愛主義青年同盟部』だ。君らから紹介してくれ」

　俺は小声で、放送部員の一人にささやく。領家がマイクを持ち上げ、彼の口元へと持っていった。

「えー、突然ですがここで、『反恋愛主義青年同盟部』の方から、連絡です。お聞きください」

　よく放送で耳にする声をそばで直に聞くのは、何か変な感じだ。

　俺は一いつ旦たん放送室の外に出て、放送がちゃんと流れていることを確認した。ＯＫだ。ハンドサインで領家に伝える。

　彼女はそれを見ると深く頷き、マイクを持ち上げた。息を吸い込んだその背中が、ふくらむ。

「昼休みの放送をお聞きになっている諸君、こんにちは、『反恋愛主義青年同盟部』だ。既に諸君の中には我々の活動を垣かい間ま見みられた方もいるかもしれない。

　我々はこの高校を拠点に活動している団体で、近年破は竹ちくの勢いでその勢力を拡大している。今日私がこの場を借りたのは、その活動拡大を、更に飛躍的に促進するためである。

　我々の活動目標とは、端的に言ってただひとつ、『恋愛の放ほう棄き』である。良識ある諸君らは言うだろう『何を馬鹿げたことを』と。しかしその良識とは、恋愛狂信者によって歪ゆがめられてしまったものだということを、この演説の終わりには知ることになるだろう。

　諸君らは、疑問に感じたことはないか？　どうして異性の目を気にして制服のスカートをありえないほど短くしなくてはならないのか。どうして本来学業を修めるための場である学校で、ゴリラのドラミングさながらの求愛行動をしている輩やからがいるのか。どうして人々は、青春といえばすぐ男女の仲と直結させてしまうのか。どうして彼氏・彼女が存在することが一種のステータスとして崇あがめ奉たてまつられているのか。どうして恋愛弱者は蔑さげすまれるのか。

　どうして、恋愛しなくちゃいけないのか。恋愛に深く入り込めない奴やつは何をやらしても駄目──そんな強迫観念に皆、取り憑つかれているのか。

　その疑いは、すべて正常な感性である。

　恋愛に関して、多くの諸君は、それが自らの意志・願望から来たものだと言うだろう。だから彼女に告白したと。彼から告白されたのを、受け入れたのだと。

　敢えて言おう。それらはすべて妄もう想そうである。幻覚である。そして、陰いん謀ぼうである。

　そう、それは全く陰謀なのだ。すべては我々を無意識のうちに恋愛という質の悪い宗教の枠内に嵌はめ込んで抜け出せなくし、搾さく取しゆし尽くした後に使い捨てようとする、大きな陰謀の力学なのだ。人類はその力のマリオネットとなって、悲劇的に、喜劇的に、地球環境を破壊し尽くし、つまらないことで諍いさかいをおこし、そして自滅していく。

　我々は諸君らの継ぐ次の言葉を知っている。『繁はん殖しよくのため』だと。我々には繁殖のために恋愛感情が存在するのだ。生物として、それを全うすることこそ人類の正しいあり方なのだと。

　それは正しかった。だがその正しさは、約一万年前に終わったのだ。もはや恋愛が繁殖のために存在するという論理は、現実を正しく記述していない。社会が複雑になるにつれ、それは倒立しはじめたのだ。恋愛はその意味を我々の身体から切り離され、ある種の神格化を経て、我々を苛さいなむ鎖くさりとなった。

　諸君らも気づいているだろう。人類はそう遠くない未来に、絶滅する。そしてそれはもっと悲劇的なことに、他のすべての生物種をも巻き添えにした自爆テロとして、この惑星に不可逆的な傷跡を残していく。

　そうならないために、我々の出来る事はただひとつだ。

　恋愛を放棄せよ！　繁殖衝しよう動どうを克服せよ！

　行き着く先は同じく人類の絶滅だ。ただそれは、母なる地球を守る。

　宇宙船地球号の乗組員を自負するのなら、我々は、自らでその首を、絶命するまでしっかりと締め付けなくてはならない！

　狂信的な恋愛信しん奉ぽう者しやは、恋愛こそ唯一至高だと考えて譲ゆずらないだろう。そのために我々は闘たたかうのだ。下らぬ児じ戯ぎに過ぎぬ『恋愛ごっこ』に興じる大きくなりすぎた子供たちを教きよう誨かいし、すべての恋愛的結合カツプリングを分解するために！　恋愛という名の集団催眠にかかり、盲信に侵おかされきった彼ら彼女らの脳を目覚めさせるために、今こそ我々は『リア充爆発しろ！』の大絶叫を浴びせかけなくてはならない！

　志を同じくするものは、反恋愛の旗のもとに集つどえ！」

　領りよう家けの演説が終わった瞬しゆん間かん、外から大勢の足音が近づいて来ているのが漏もれ聞こえてきた。もう本当にすぐそこまで来ているみたいだ。

「おい、まずいぞ！　早く脱出しないと」

　しかし俺らが放送室を出るのよりも、外の足音がこちらに近づくほうが早かった。

「ここを開けなさい！　二度とあのような舐なめくさった演説をできない身体にして差し上げますわ!!」いつか聞いた生徒会長・宮みや前まえの叫び声が、ドア越しに聞こえた。「ものども、やっておしまいなさい、蹴けやぶるのです！」

　ドアがガンガンと蹴られる。外にはものすごい人数が押し寄せているようだ。かなり頑丈な作りのドアだが、この調子ではいつか破られてしまうかもしれない。

「あ、あの……」

　そんな窮きゆう地ちの中、放送部の一人が口を開いた。そういえば彼らは、領りよう家けの演説の最中、叫んで助けを呼ぶこともなく静かに聞いていた。

「ここのドア、横の視聴覚室につづいてます。奴やつらに気づかれるまえに」

　彼らはそう言うと、鍵の在処ありかを教えてくれた。領家がそれを探している間、彼は俺に小さく語った。

「あの人の言うことが正しいとは思わないけど、なんだかやたらとスカッとしました。ありがとう、リア充、ぶっ飛ばしてください!!」

「おい、行くぞ！」

　領家に急せかされ、俺はそのドアへと走りながら、振り向いて彼に親指を立てた。二人は縛しばられたままながらも、ニッと歯を見せて笑った。

　シンパが存在する。そのことは俺を、元気付かせた。




　がらんどうの視聴覚室を走りぬけ廊下に出ると、案あんの定じようそこには生徒会の手先は居なかった。

「おい、あっちから出てきたぞ！」誰かが気づきそう叫ぶと、十数人の目線が一気にこちらを見た。

「くらえ！」領家は銃のトリガーを引き、足元をコーラまみれにした。追っ手の大男たちがつるつるすべり、したたかに尻を打ち付けている。

　その間に、俺らはひたすら逃げる。

　と、中央階段を通過した瞬しゆん間かん、横合いからパッ、と新手が襲おそいかかってきた。予あらかじめ分断させておいたのか！

　殴なぐりかかる生徒会の手先どもをなんとかかいくぐるも、すぐに追いかけられてしまう。彼ひ我がの距離は二メートルもない。

　必死で走るが、既にいくらか走っている俺らと今走り始めたばかりの奴らでは圧倒的に後者が有利だ。

　追いつかれる──その時だった。

　手をのばして俺の背中を摑つかもうとした男が、すっ転んだ。見ると床ゆかにはテニスボールが散乱している。他の連中もそれに足をとられてしまう。

「すみませーん、ボールこぼしちゃって」

　そう言って部屋から出てきたのは、テニスラケットを手にした好青年だった。

　彼は奴らに気付かれないように、振り返った俺に小さく手を振って合図した。タイミングをはかって奴らを妨害してくれたのだ。

　そのおかげで、なんとか撒まくことができた……と思ったら、次の曲がり角にも刺客が放ってあった。どんだけ用意周到なんだ。

「しつこすぎるぞ！」

　領りよう家けはそう言って、コーラの空きペットボトルを奴やつらに投げつける。もちろん、効果はない。

　しかしここでも、民衆は俺らの味方をしてくれた。

　二年生の教室に差し掛かった瞬しゆん間かん、俺らを追っている生徒会の手下に、ドアから出てきた人影が軽く接触した。少し触れた程度で痛みなどもなさそうだが、そいつは大げさに尻もちをつくと、悲鳴をあげた。

「いったーい！」

　女子だった。かなり美人で、しかも胸が大きい。
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「す、すまない」

　彼はそう残して立ち去ろうとする。しかしそれは教室の中からワラワラと湧わいて出てきた男どもによって阻はばまれてしまった。

「おいお前、神しん明めいさんにぶつかっておいてそれだけか？　なめてんじゃねーぞ!!」

　私刑リンチがはじまった。その様子はあまりにも惨むごたらしく、俺は二度と二年生の教室の前を通らないことを誓った。

　一方、ぶつかって妨害してくれた女子はというと、そんな男子たちの乱らん闘とうはお構いなしに、すでに教室に戻ろうとしていて、去り際にとびきりの笑顔をこちらに向けた。

　放送を聞いて心動かされた人が、たくさんいる。そのことが、疲れているはずの俺らの足を、さらに加速させていった。

　文化部室棟へと駆け抜ける。やはりここにも生徒会の手が入っており、公こう然ぜんアジトへと抜ける三階への階段は既に数人が立ちはだかり封ふう鎖さされていた。

「おい、どうする」

　領りよう家けのその言葉に、俺ではなくその後ろから降ってきた声が応こたえた。

「こちらへ」

　その涼やかな声の主は、俺らの制服の首のところを摑つかむと、強引に部屋へと連れ込んでしまった。

　扉が閉められる。その瞬しゆん間かん、沸わき立っていた血が、急速に冷え始めた。

「貴様は、誰だ」

　腰が抜けそうなほどの安あん堵どを感じている俺と違い、領家は俺らを連れ込んだ輩やからを怪しみ誰何すいかする。やはりこういうところは、経験の差なのだろうか。

「心配しなくていい。私はあなたたちを、応援したいと思っている者のひとり」

　彼女はそう言うと、開いていた窓を閉じ、カーテンを閉める。

「私は一年Ｃ組の西にし堀ぼり。ここは第二美術部。漫画研究会とも呼ばれている。部員は私ひとり」

　淡々とした口調でそう告げると、彼女は学生証を投げてよこした。西堀優ゆう。たしかに彼女の顔写真と、その名前が記されていた。俺はそれを領家にも見せる。

　赤みがかった茶色のショートカット。すこし低めの身長とそのぶっきらぼうな口調から、なんとなく少年っぽさを感じた。

「母親は中学校の教員。父親はファッションデザイナー。母方の実家は鰺あじヶが沢さわ。父方の祖母と同居している。兄弟姉妹はいない。成績は学年で５位以内。スリーサイズは上から」

「いや、もういい」

　領家は顔を手でおさえながら、そう言って西堀を止めた。またなんか変な奴やつが出てきたな、という悪お寒かんで俺はお腹が痛くなりそうだった。

「演説してたのはあなたね。感動した。私も活動に、加えてください」

　西堀はぺこり、と頭を下げた。

　俺と領家は顔を見合わせる。あまりのことに頭がついていけていない。

「脱げばいいの？　わかった、待ってて」

　いきなり制服を脱ぎ始めた西堀を、領家は全力で止める。

「なぜ脱ぐ！」「脱ぎニケーションだよ、いま流行ってるの」「そんな文化はない!!」

　領家がツッコミに回る日が来るとは思わなかった。俺は腹痛に加えて頭痛も感じ始めていた。

　だが、この行動でおおむね彼女が俺らをだますつもりなのではなく、純粋に心から同盟に参加したいのだということが分かった。

「信用していいんじゃないか？」「……そうだな」

　俺と領りよう家けは頷うなずき合うと、顔を隠していた布を取り去った。

　領家がヘルメットを脱ぐと、上でまとめていた彼女の長い髪が、パサッ、としなだれ落ちる。

　西にし堀ぼりはその姿をじっと眺めた後、俺の方をちらりと一いち瞥べつした。その目線にはなぜか俺に対する非難の色があるような気がした。

　廊下には多数の足音が響ひびいている。おそらく我々がこの辺りに潜せん伏ぷくしていると見て、出てくるのを待ち構えているのだろう。

　怒鳴り声が響いてきた。

『おい！　こいつ見るからにモテそうもないぞ!!』『捕らえろ、拷ごう問もんして吐かせるんだ!!』『な、なんなんだお前ら！　たしかにぼくは女子とは縁がないけど……おい、やめろ、放せ！　なにもやってない！』『非モテは存在そのものが害悪なのだ！　それだけで罪だ！』『高校生にもなってまともに恋愛も出来ねえ奴やつは、ろくな人間じゃねえんだよ！　今すぐ死ね!!』

　鎮しずまりかけていた血が、突とつ沸ぷつする。

「ひでえことしやがる！」

　俺は何もかもをすべて忘れて、いま暴行を受けている彼を、自分の身に代えても救いだすという決意を固めた。領家に至っては、既に走りだしている。その横顔は、鬼の形ぎよう相そうだった。

　冷静なのは西堀だった。領家と俺の手を摑つかんで止めると、変わらぬ静かな声で言った。

「私に考えがある、やらせて」




　少しの打ち合わせのあと、俺ら三人はドアを開け武装を解いた状態で素顔を晒さらしながら、廊下に出た。すぐ近くに、尻もちをついて追い詰められている同志を発見すると、それに近寄っていく。

　俺らを見て、暴力集団は止まる。しかしそれは、俺らを怪しんだからではない。

　女子二人を横に侍はべらせる男子、つまり俺を、彼らはじっと眺めていた。

「あんた、ちょっと離れなさいよ！　高たか砂さごが歩きにくそうじゃない」「貴様こそ離れろ、暴力女。高砂はお前におびえてこっちにくっついて来ているだけだ」

　二人はそれぞれ、俺の腕を取り睨にらみ合う。俺は「たはは……」という困り顔で、両者の間で視線をさまよわせる。

　と、俺は今にも小便をちびりそうな彼に「気付いた」演技をし、女子二人の手を振り払って、彼に駆け寄る。

「おい、いじめはやめろ！　はずかしくないのか!?」

　俺のむせ返るような主人公臭に、生徒会長の手下たちはたじろぐ。

「おい、あんなのフィクション以外であるんだな……」「勝てる気がしねえ……このあと長い説教されて殴なぐられて終わる未来が透けて見えるようだぜ」「俺らの考えてた『モテ』ってなんだったんだろうな」「俺も反恋愛活動やりたくなってきた」

　彼らはごそごそとそう二言三言交わした後、「覚えてろ！」という捨て台詞を残して逃げ散っていった。完全に敵役が精神にすりこまれてしまっている。

「あ、ありがとうございました」

　暴行されかけていた彼は立ち上がると、ぺこりと頭を下げた。

「当然のことをしたまでだ」

　領りよう家けと西にし堀ぼりは彼についた埃ほこりを払ってやっている。彼は二人を交互に見た後で、俺に視線を向けた。

「むかつくだろう、女二人も侍はべらせて」「いえ、そんな……助けて下さった方に、そんなこと思うわけ……」

「叫べ」「は？」

　彼は目を丸めて、問い返した。

「叫ぶのだ。魂たましいの声を。君もあの放送を聞いていたんだろう？」

　少年はうつむくと、わなわなと手を震ふるわせ始めた。しかしそれはいつしか収まり、彼は顔を上げた。その目には、力強い光が宿っていた。彼は大きく息を吸い、叫んだ。

「リア充爆発しろ!!」

　彼は顔を桃色に染めると、目を爛らん々らんと輝かがやかせながら歯をむき、そのまま校舎の方へと走り去ってしまった。

　俺は罵ば倒とうされた側だというのに、まるで自分が叫んだかのような爽そう快かいと高こう揚ようとにつつまれた。彼は俺なのだ。偶然の取り合わせによって今、俺がここにいるにすぎない。

「着実に民衆が我々に共感を寄せてきている。革命成じよう就じゆの日も近いぞ！」

　領家のその言葉に、俺は深く深く頷うなずいた。

　その時俺は女児の依頼のことなどすっかり頭から抜け落ちて、純然たる革命家のひとりであった。
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　こうして放送室ジャック作戦は大きな成功をおさめた。

　その結果として、我々は新たな部員、西堀を得ることとなった。また潜せん在ざい的てきシンパが多数存在しているということが明らかになり、運動は着実に拡大していることが俺らを勢いづかせた。

　鉄は熱いうちに打て。この革命機運をのがしてはならない。

　俺らはさらなる部員確保のため、今回の脱走で我々に味方をしてくれた生徒を勧誘すべく、放課後になると教室を飛び出した。




　まずは放送部だ。狼ろう藉ぜきを詫わびると二、三発殴なぐられたが、快く許してくれた。しかし勧誘は、断られた。

「俺らには俺らのやり方がある」

　彼らは力のこもった口調でそう言うと、再生リストから「会いたくて震ふるえる」「恋しくて」などの歌詞が入った曲を撃げき滅めつする、という途方も無い作業に戻っていった。断られたものの、俺はその後方支援の頼もしさに胸を躍おどらせた。

　一方、わざとぶつかって男子をけしかけ、軍勢を食い止めてくれた二年の女の先せん輩ぱいのところには領りよう家けたちが行っている。

　俺は続いて、テニスボールをばらまいて足止めをしてくれた男子のところへと向かった。

　教室にはいない。おそらくテニスコートだろうと思い、俺は校舎の裏手へと足を運んだ。

　案あんの定じよう、俺はそこに彼の姿をみつけた。

　垢あか抜ぬけた奴やつの多いテニス部の中でも、彼はひときわ輝いて見えた。




　ちょうど対内試合をやっているところのようで、彼がラケットを振りぬくとボールは綺き麗れいに飛んでいき、相手のコートにバウンドした。追いつけず、得点が決まる。

　と、その時俺の付近にいた女子二人組が、押し殺した黄色い悲鳴をもらした。見回すと、ところどころに彼のファンらしき女子がおり、試合を見守っているようだった。

　俺はその女子二人組に近づき、声をかける。

「あの、彼って有名なんですか？」

　彼女らは眉を顰ひそめてすこし後あと退ずさったあとで、しかし自分のことを自慢するかのように誇らしげに言った。

「瀬せケが崎さきくん知らないの？　ファンクラブまであるよ、しかも三つも」「テニスもうまいし、イケメンだし」「ねー」

　瞬しゆん間かん、殺意がわくが、俺はそれを押し殺す。

「どういう奴なんですか？　俺、ちょっと彼のこと知りたくて」

　それを聞くと彼女らは数秒間顔を見合わせた後、そろって俺の尻を見た。おい、そうじゃねーぞ。

「成績優秀、品行方正、眉び目もく秀しゆう麗れいで、人望も厚い。瀬ケ崎くんはそんな人」「神さまが地上に遣つかわしてくださった天使としか思えない」

　陶とう酔すいしきった彼女たちの言葉を聞き軽く引きつつも、情報収集をすすめる。

「でもそんなに人気あるんだったら、彼女になりたい人とかって結構多いんじゃないですか。もう誰かと付き合ってたりしないんですか」

　俺のその言葉に、彼女たちは頷うなずく。

「もう既に十数人が瀬せケが崎さきくんに告白しているけれど、みんな断られている。それに、彼と付き合ってる女が居るとしたら、絶対ファンに、二ふた目めと見られぬ顔になるまでボコボコにリンチされると思う」「ねー」

　怖っ！　この人たちすました顔して「リンチ」とか発言したぞ……。

　まあともかく、瀬ケ崎が誰とも付き合っていないようだということは分かった。もしかしたらそのことは、彼が我々の逃走を援えん護ごしてくれたこととも関係しているのかもしれない。

　なに不自由なく恋愛的生活を送ることが出来ると思われる瀬ケ崎が、しかし恋愛を破壊せんとする我々に協力したのには、なにか理由があるのに違いなかった。クラスカーストでもおそらく誰をも寄せ付けぬ頂点に位置するであろう彼が、最低辺にいる俺らにシンパシーを寄せる理由。ちょっと想像がつかない。

　ただ、活動メンバーに幅はばが出ることは非常にいいことだ。その観点からいって、瀬ケ崎をこの運動に引きずり込むことは、大きなインパクトのあることだと思う。俺はなんとしてでも、彼の勧誘を成功させなくてはならない。

　と、ちょうど試合が終わったようだ。テニスのルールはよく分からないが、瀬ケ崎が圧勝したのだということだけは分かる。あちこちから黄色い歓かん声せいが上がっており、俺の横にいる二人も、耳が痛くなりそうな声を出していた。

　もしかしたら──この状況が、彼にとって非常に窮きゆう屈くつなのかもしれない。女の子に取り囲まれて歓声を浴びせられる。普段モテない俺からしたら羨うらやましいとも思える状況だが、実際に彼の立場になったことを想像すると、あまり心地の良いものではなかった。

　真相については分からない。ただ、俺が考えていたような理想的な「リア充」像は、彼の状況をうまく記述していない、ということだけは知れた。

　コートから出てきた瀬ケ崎を出迎えるように、ワラワラとギャラリーが集まってくる。その人たちの手には、手作りクッキーなど、差し入れが握られている。しかし彼は困ったような曖あい昧まいな笑顔でそれを貰もらうのを固こ辞じすると、そそくさと男子トイレへ向かってしまった。

　男子トイレには女子は入れない。おそらくそうやって彼は、自分を取り巻く女子たちを引き剝はがしているのだろう。女子たちはトイレの前で、悔しそうに佇たたずんでいる。

　だがこの状況は、俺にとって好都合だ。俺は指を咥くわえて見ているしかない女子を尻目に、男子トイレの中へと入っていった。

　瀬ケ崎は頭を洗面台につっこみ、水で濡ぬらしていた。一月の寒い中だけれど、運動するとそれほどに熱くなるのだろう。

　流水から頭を引き離し、蛇口を締める。濡れた髪先から雫しずくがしたたり、シャツをしずかに濡らしていった。やがてその染みは汗で濡れたのと紛まぎれて見えなくなる。日本人離れした高い鼻の先から水滴が流れ、唇の二つの山を通りすぎて顎あご先さきに集まり、地面へとぽたぽたと落ちる。長い睫まつ毛げの先には小さい水滴がついて、夕日を反射してきらめいていた。

　彼は肩に掛けてあったタオルを摑つかむと、無造作に顔全体をわしゃわしゃと拭いた。それを終えてやっと開かれた目と、俺の目がはたと合った。

　綺き麗れいな目だった。少しうすい緑がかった色の瞳ひとみは、彼が純粋な日本人ではないことを示している。それは透き通って、純粋だった。俺はその目に射抜かれて、なんだか自分が丸裸にされたような気分になった。

「今日、その目を見たよ」

　瀬せケが崎さきは言った。それからまた、頭の濡ぬれ残った部分を無造作に拭き取る。

「燃え盛るような力があった。君も、もうひとりも」

　彼がタオルを動かすのに従って、上腕の筋肉がしなやかに動く。それは必要十分な量で、彼の肉体を支えていた。俺はそれを、美しいと思った。

「ぼくは、羨うらやましく思った。それと同時に、自分のことを呪のろったんだ」

　拭き終わった彼は、タオルを片手に俺の顔をみて、そう言った。その目は、ひどく悲しそうだった。その悲しみは深く、俺の心臓をやわらかく締め付けた。

　彼が普段見せている甘い顔は、その悲しみを覆おおい隠すための仮面なのかもしれない。

　すべての美び辞じ麗れい句くは無駄だと思った。俺は単刀直入に、切り出す。

「俺らと一緒に、活動しないか」

　瀬ケ崎はそれを聞くと、静かに目を伏せた。

「ぼくにも、君たちくらいの情熱があれば……でも、いつも弱虫なんだ。だから」

　俺は続きを聞く前に、瀬ケ崎の胸ぐらに摑つかみかかっていた。

　強引に引き寄せる。力はずっと彼のほうが強いはずなのに、それはひどく簡単だった。

　鼻先がくっつくほどの距離。瀬ケ崎の困惑した表情。

　俺は自分が何をしたいのか、よく分からなかった。だが、言葉だけは、自然と口から紡つむがれていた。

「頼む。お前が必要なんだ」

　瀬ケ崎は困ったように笑って、それから静かに首しゆ肯こうした。
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　テニス部の活動が終わった後、俺と瀬ケ崎はともに、地下のアジトへと向かっていった。

　そこには既に領りよう家けと西にし堀ぼり、そしてもう一人、女子が座って待っていた。逃げるときに協力してくれた、二年生の彼女だ。たしか神しん明めいさんとか呼ばれていた。

　女子と男子とで手分けして勧誘活動を行おこなっていたのだ。

「勧誘に成功したか！　こちらもひとり、応じてくださったぞ」

　領家がそういうと、座っていた神明さんは立ち上がった。

「二年Ａ組の神しん明めい茜あかねです。よろしく、おねがいします」

　ぺこり、と腰を折って深くお辞じ儀ぎをした。胸のでかいのがことさら強調され、つい目線をやってしまう。俺は慌あわてて頭を下げた。




　一気に人が増えた。俺らはまずお互いを知るために自己紹介をする流れになった。

　まず領りよう家けが議長として挨拶し、次に俺が古参兵として名乗った。

　西にし堀ぼり優ゆう。俺らと同じく一年生で、第二美術部＝漫画研究会に所属。ショートカットの髪は赤みがかった茶色で、どことなくボーイッシュな印象を与える顔立ち。しゃべりは非常に平へい坦たんで簡潔。その上どこかねじのぶっ飛んだところがある曲者だ。背は小さく、一四〇後半くらい。

　瀬せケが崎さき渉わたる。父方の祖母がドイツ人でクォーター。色白、目鼻立ちははっきりとしており、髪の色は生まれつきかなり薄いらしい。ファンクラブの存在を本人も知っているが、内心いやがっているみたいだ。

　神明茜。唯一の二年生、先せん輩ぱいだ。くりっとした目、少し厚い唇、栗色の髪はウェーブがかって肩まで伸びている。かなり可愛い系で男子の人気を集めそうな容姿だが、それをダメ押しするように、豊満な胸部をお持ちである。気を抜くと目線が下に行ってしまいそうなので、常に意識しておかねばなるまい。

　という感じだ。

　ただこれらは、三人の表面上の記述にすぎない。誰も彼も、普通にしていれば恋人ができ、まっとうな青春を送っていそうな感じに思える。

　それはつまり、「何か」がある、ということだ。そしてそのことは、おそらく領家に関しても例外ではない。

　彼らを知ることは、その各人のもつ「何か」を知ることに他ならない。しかしそれを知ることは、非常に難しい。それは、その人の核心たる部分であり、心のうちに深く深くしまわれている。知るということは、それを解きほぐすことだ。その人の中に深く没入していくということだ。

　通常ならそんなこと、敢えてしなくても向き合っていけるはずだ。上手く地じ雷らいを避さけつつ、適度に距離を置いて踏み込みすぎない。浅い付き合いならそれで十分だ。

　しかし、俺らの場合は違う。それを知ることは、互いの信頼の骨組みを築き上げるために必要なのだ。どうして彼らがこんな活動に足を踏み入れたのか。端的に言ってしまえば、それを知ることで、その人がスパイでないという確信を得ることができる。

「さて、紹介は済んだ。我々は今日この時から運命共同体ゲマインシヤフトとして、互いに無私の助け合いをしながら革命の遂すい行こうを目指すのでなくてはならない。いついかなる時でも情報を分かち合い、狭い個人の頭で考えるのではなく広く問題を共有することこそ、この共同体の本分である。そこでだ」

　領りよう家けはそう言うと、携帯を取り出した。「で、電話番号とメールアドレスを、交換しようじゃないか」

　数分のやりとりのあと、全員の情報が行き渡る。領家は携帯の画面を眺めてにっこりしていた。アドレス帳に名前が増えるのが嬉うれしいのだろう。俺もそうだから、わかる。




「当面の目標は、来る二月十四日、バレンタインの中止である。愚ぐの極致とでも言うべきこのイベントを完かん膚ぷなきまでに粉砕することによって、我々の存在をこの学園に、ひいては世界に広めていこうではないか！」

　三人はそれぞれのやり方で、領家に応こたえる。神しん明めいさんは至ってノリノリで、「おー！」と満面の笑みで拳こぶしを振り上げている。瀬せケが崎さきは深くうなずき、ぐっと拳を机の下で握っていた。西にし堀ぼりは領家の口元を凝ぎよう視ししながら「ん」と小さく声をだす。

「何か、質問は？」

　領家の問に、西堀が手を挙げる。

「あのベッドは？」「ああ、アレは仮眠用だ。私が昼寝をするのによく使用している。自由に使ってくれて構わない」

　西堀の目が、俺に向く。当然だ。

「俺は使ってない」「わかった……ありがと」

　西堀もベッドを利用したいのだろう。なんだか低血圧な感じがするから、常時眠いのかもしれない。

「もうひとつ買って男子用にしたいね」

　聞く人が聞けば確実に妄もう想そうされそうな台詞を、瀬ケ崎が言った。




　もうかなり遅い時間だった。

　その日はそれでお開きということになって、解散した。

　それぞれの帰宅ルートはばらばらだ。唯一、俺と領家が途中まで一緒になる。

「さ、帰るぞ」

　領家は息を切らせながら、自転車を押して校門前で待つ俺のところへやって来た。

「走らなくてもいいのに……あと、そもそも俺に合わせて一緒に歩いてくれなくてもいいんだぞ」

　俺が言うと、領家は怒ったように口を尖とがらせた。

「部員とのコミュニケーションを取ることで一体感を高めようという、私の苦心がわからんのか」

「そうだ、それか自転車に乗せてってくれよ。二人乗りで」

「そんなこと、できるか！　道交法違反だしっ……それに、それこそ『リア充』っぽいじゃないか！」

　たしかにそうだ。でもわざわざ異性と話すために自転車を押して歩くのも、それに引けをとらないくらいに「リア充」な行動じゃないか……？

　そうして俺らが益やく体たいもない会話をしていると、すぐに通学路の分かれ道になってしまった。

「じゃあ、また明日な」

　俺が言うと、領りよう家けは手を振って自転車にまたがった。彼女の姿が見えなくなるまで見送ったあと、俺は早足で元来た道を引き返した。

　理由は単純だ。もし今日新たに入った三人の中にスパイがいれば、きっとそいつは今頃地下アジトにいろいろな工作をしたり、情報収集をしていることだろう。それを、叩たたくのだ。

　──あるいは、協力関係を結ぶのかもしれない。なにしろ、女児から命令を受けて行動している時の俺は、この団体にとって、反革命工作をして内部から瓦が解かいさせようとするスパイに他ならない存在だ。

　自分のやっていることがよく分からなくなりながらも、俺はまっすぐ地下アジトへと向かい、部屋の扉に耳をつけた──かすかに、物音がした気がした。

　ドクン、と血が体中をめぐる。あるいは戦せん闘とう、ということも考えなくてはいけない。そう思い、更に俺は情報を集めようと聴力を研とぎ澄すませる。

　何かがミシリ、と軋きしむ音が聞こえる。見えにくい位置に盗聴器を仕掛けているのだろうか。それから何かがこすれる音、そしてズオー、ズオー、という防毒マスクの呼吸音のような音──本格的にヤバイ感じがしてきた。

　俺は手に汗を握りながら、心の準備を整える。相手の虚きよを突き、必ず優位に立たなくてはならない。

　心のなかで、カウントを始める。

　３・２・１……ガンッ、とドアを蹴けり開く。

「動くな！」

　俺は大だい音おん声じようで叫んだ。室内を見回す──誰も、いない？

　と、俺はベッドに異常を見つけた。毛布がラクダのように膨ふくらんでいる。

　その端からでている頭は、赤みがかった茶色。枕に顔が埋うずめられている。

　領家の匂いの染み付いた毛布にくるまったまま尺しやく取とり虫むしのように尻を突き出し、領家の匂いの染み付いた枕に顔を埋めてスーハーしていた西にし堀ぼりの硬直した標本が、そこにはあった。

　ちなみになぜか衣服はすべて机の上に置かれている。
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「西堀、一分やる」

　俺はそう言うと、部屋から出て一分待った。

　再度入ると、西堀は何事もなかったかのように椅子に座って、資料を読んでいた。

「高たか砂さごくん、忘れ物？」「まあな、西堀は？」「ちょっと読みたいものがあって」「熱心だな、領りよう家けに言ったら感心するぞ」

　沈黙。

　重苦しい沈黙が、俺ら二人の間に流れた。

「二万で良い？」

　西にし堀ぼりは財布を取り出すと、諭ゆ吉きちを二枚取り出し机の上に置いた。完全に涙目だった。

「おい、しまえ。んなもんいらんわ！」

「じゃあなに？　身体？　私、女の子にしか反応しないし面白くないけど」

「何もいらない」「じゃあ何が目的？」「目的はもう達成された」

　西堀は怪け訝げんな顔で、こちらを見る。

「俺は少なくとも西堀のことは、心の底から信用できるようになったよ」

　それを聞いて西堀は、更に眉を顰ひそめた。




　スパイを疑っていたことを俺が話すと、西堀はあっさりと納得してくれた。

「信用、っていうのは？　私、アレな子だよ？　領家さんの匂いにつつまれて幸せなひとときを送ってたよ？」

「それだよ。西堀がフツーに恋愛できない理由。俺らの活動に共感した理由。それがはっきりわかった。身をもって示してくれた。だから俺は、西堀を信頼できるんだ」

「ふーん」

　西にし堀ぼりは言うと、少し間を空あけてから、自じ嘲ちよう的てきに続けた。

「……気持ち悪いでしょ。軽けい蔑べつしてもいいよ」

　俺は彼女の目をしっかりと見て、返す。

「なんでだ？　俺はけっこう、女同士の恋愛もの好きだぞ。『イドゥラバーズの50番』なんか最高だ」

　俺が作品の具体名を出してそう言うと、西堀はブッ、と噴ふき出した。それから、小さく言った。

「……私も好き」「わかるか。錯さく乱らんした美み保ほがお姉さまをしばり上げるシーンとか、たまらん」「わかる」

　俺らはひとしきりその会話で盛り上がった。最初は訥とつ々とつとしゃべっていた西堀だったが、会話が進むに連れて滑なめらかに言葉がつながるようになっていた。そしてその表情は、これまでずっと見せていた鉄てつ面めん皮ぴとは違う、やわらかな笑みに彩いろどられるようになった。




　西堀と俺はしばらくそうして話した後、一緒にアジトを出ることになった。

「こんなに自分の好きなもののこと話せたの……初めて」

　その声は自分自身への新鮮な驚きに満ちていた。

「俺で良かったら、いつでも相手するよ」「……ありがと」

　西堀は照れたようにはにかんでから、上うわ目め遣づかいに続けた。

「今日のこと、誰にも言わないでくれる？」

　真っ赤に顔を染めた西堀は、妙な色気があった。

「条件がある」

　俺がそう言うのを聞いて、西堀は困ったように問い返した。「……なに？」

「俺がそういうの大好きだってこと、誰にも言わないでください」

　西堀はまた噴き出した。その瞬しゆん間かん、目に溜たまっていた涙がぽろり、と一いつ滴てき流れ落ち、紅こう潮ちようした頰ほおに一筋の流線を作った。口元が、ひくひくと波立っている。

「たかさご……ばか」

　西堀は笑っているのか泣いているのかよく分からない嗚お咽えつを漏もらした。

「……わかった。誰にも言わない」

「じゃあ俺も、誰にも言わないよ」

　俺はそう言うと西堀の両肩をやさしく押して、アジトから一緒に退出した。
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　家に戻ると案あんの定じよう、女児が俺の家でくつろいでいた。

　今日はパソコンの前に座り、動画サイトを見つつニヤニヤしながらコメントをつけていた。このひと他人の部屋でゆったりしすぎだろ。そして現代社会のことを異様なまでに熟知している。

「なにやってんですか……」

　俺が後ろから声をかけると、女児はびくっ、と身体を震ふるわせて慌あわててブラウザを閉じた。

「な、なにもやっとらん。電算機の進歩を眺めていただけ！」

　思春期男子のような行動だが、俺は疲れすぎていてツッコむ気すら起きなかった。

「それで、今日はどうだったのだ」

　女児は襟えりをただし、尊大な態度で俺に尋たずねる。

「結構うまく行きましたよ。勢力がかなり拡大しました」

　それから俺はつぶさに、今日の活動についての報告を行おこなった。しかし詳細に関してはいくらか隠したところがある。もちろん西にし堀ぼりのことは、俺の胸の中にしっかりと鍵を掛けてしまってある。

「一度に倍以上に増えるとは、やはり領りよう家け薫かおるは侮あなどれない存在だ。私の目は狂ってはいなかった」

「まあ倍っていっても、三人ですけどね」

　しかし女児は苦い顔をしたままだった。

「彼女からの好感度は上がったかな」「それは分かりませんけど……俺の革命家としての才能は、褒ほめられましたよ」「ふむ、君を仲間に引き入れることができたことは、私にとって最大の幸福であったな」

　女児はそう言って、ニッコリと笑った。俺はその笑顔を見て、自分の不誠実に少し心が痛んだ。領家たちの活動に反する女児に協力しているばかりか、女児に対しても隠し事をするようになっている。俺は自分のやりたいことが本格的に分からなくなり始めていた。

「とりあえず、第一次の勢力拡大はこれで終わりのように思うな。しばらく君、領家、西堀、瀬せケが崎さき、神しん明めいの五人体制が続くだろう」

　女児はスパイについて言及しなかったが、俺以外に送り込んでいる可能性というのはまだ否定出来ない。西堀に関してはシロだと分かったが、他二人、瀬ケ崎と神明さんについては、まだなにも情報を摑つかめていない。

「これから君は彼らとの親しん睦ぼくを深めて、組織の屋台骨となっていくだろう」

「俺が、ですか？　あんまりコミュニケーション力ないですけど……」

「それでいいんだよ。あんまりべらべら喋しやべる奴やつは、信用されない。簡単に秘密をバラすからな。それに君は異常なほどの寛容さがあるみたいだ。私がいることにあまり拒絶反応を示さないのが、その証しよう左さだよ。みんなきっと、君に対して心を開いてくれるだろう」

　俺は西にし堀ぼりのことを思い出した。

「決戦はバレンタインだ。君たちの同盟が直面する、初めての大きな戦いになるだろう。そこで必ず、領りよう家け薫かおるの心に隙すきができる。君はそこにつけこむのだ」

　女児は言うと、パソコンチェアをくるり、と一回転させた。ツインテールにした髪が、慣性と戯たわむれて楽しそうに揺れた。

「しばらくは力を蓄えておきたまえ。バレンタイン前になったらまた、行動を開始しよう。君の仕事は、領家、及び他の三人のことを知り、仲良くなることだ」




　淹いれてきたお茶と一緒にお茶菓子を出すと、「夕ごはんが食べられなくなるから」という理由で女児はそれを固く拒んだ。分別のある女児だった。

「して、その領家以外の女子は、どんな感じなのかね」

　お茶をすすりながら、尋たずねる。

「どんな感じって……ふたりとも美人ですよ」

「そんな一般的なことは聞いておらん、つまり私が知りたいのは、その……」

　女児はショートパンツの裾から伸びたタイツをもじもじと引っ張りながら、言う。

「む、胸は、どんな感じなのかね」

　俺は女児のまな板を眺めた。殴なぐられた。

「私は自分の作った作品の不具合を、しっかりと確認したいだけだ！　断じてコンプレックスになど思っておらんからな！」

「わ、わかってますって。西堀は、普通です。神しん明めいさんは、すごいです」

「よし、神明とは仲良くしなくていいぞ」「完全に僻ひがみじゃないですかそれ！」「私はいうなれば神だぞ、僻むわけあるか！　バグった女と仲良くしてもろくなことにならんからだ」

　女児はそう言って俺に掛け布団を投げつける。それをのけて視界を回復したと思ったら、もうそこには女児の姿はなかった。




　ブラウザの履り歴れきを調べると、「巨乳　人気　理由」という検索をした痕こん跡せきが見つかった。どうやらかなり気にしているらしかった。
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　日々は過ぎていった。

　反恋愛主義青年同盟部の面々は、特に用事がなくても、昼休みに、放課後に、地下の部室に集まるようになっていた。

　予想外だったのは、一番滞在時間が長いのが神しん明めいさんだったことだ。それに次いで、瀬せケが崎さき。

　一見、現実が充実しているように見える二人がこんな地下のジメジメしたところに長く居るなんて、ちょっと意外だ。あるいはそれこそが、現実が充実していることこそが、彼らをここに通わせるのかもしれない。孤独な時間が多い俺には知るべくもないが、あまりに人が集まりすぎる彼らには、独ひとりになれる時間が必要なのかも知れなかった。

　ただ、瀬ケ崎や神明さんが、ただそのことでこの同盟に参加しているのかどうかは、まだ分からない。もしかしたらもっと彼らには、深い事情があるのかもしれない。

　俺と領りよう家けとの仲の噂うわさ、「リア充♂♀」の件があるから、俺らは開き直って教室でもよく話すようになった。そうするとだんだんと噂に尾ひれがついて、さらに屋上で領家が俺の「叫び」を誤ご魔ま化かすためにやったアレの目撃情報もいつのまにかそれに加わり、俺は「若者の性の乱れ」の代表格みたいな言い方すらされるようになっていた。反恋愛活動をやっている俺らがそんなふうに言われるのは、かなり笑える話だった。

　西にし堀ぼりと俺とは頻ひん繁ぱんにメールを交わし合う仲になった。休日には秋葉原に遊びに行ったりもした。俺は西堀の、身近な女の子に対する堪こらえきれぬ思いを吐き出すはけ口になっていた。そういう時決まって彼女は最後に謝るのだが、俺にとっては西堀が俺に心を開いてくれていることが、嬉うれしかった。

　瀬せケが崎さきとも仲良くなった。彼の周りの人たちは、どこか半はん身み引いたところで彼と付き合っているみたいだ。その気持ちは、分からないでもない。なんだか自分とは違う人間のように思えてしまうのだ。瀬ケ崎は明言しなかったが、どうやら彼の取り巻きたちは「瀬ケ崎と一緒にいる」ことを一種のステータスのように感じているみたいだった。俺は努めて、彼に踏ふみ込んでいくようにした。下ネタを振った。顔が赤くなるのを見て、からかった。そういうとき瀬ケ崎は怒りながらも、楽しそうだった。一緒にいる時間が長くなった。それを見られて、「俺が領りよう家けと仲良くしているのはカモフラージュで、本命は瀬ケ崎」という噂うわさが立った。彼は笑いながら、意い趣しゆ返がえしのようにその噂で俺のことを煽あおった。

　神しん明めいさんについては、しかし進展はなかった。それは彼女が俺らと違って二年生だということもあるが、やはりどうしても異性としての魅み力りよくが俺の中で先行してうまくコミュニケーションが取れないということがあった。女性陣はそれぞれ仲がいいみたいで、特に神明さんは西堀のことを妹のように可愛がっており、二人でベッドに寝ているところを何度も目撃した。西堀はその胸を「ガチで柔らかい、死ぬほど興奮する」と評した。




　ある日の昼下がり、俺は教室移動の途中で神明さんの姿を見つけた。廊下の丁てい字じ路ろのところで、何やらぼんやりと一人で佇たたずんでいる。

　幸いまだ時間には余裕があった。俺はちいさく手を振り、寄っていく。

　神明さんは俺の姿を見つけると、一いつ瞬しゆん戸惑いに目を泳がせたあとで、困ったような苦笑をして唇に人差し指を立てた。出そうとした挨拶の声を、慌あわてて引っ込める。

「どうしたんですか」

　彼女にだけ聞こえる小声で俺が問うと、神明さんは何も言わずに首を横に振った。

　しかし、何もないということがあるはずがない。

　と、そこに男子数人が話し合う声が聞こえてきた。

「……エロすぎんだろ……あの胸が……」「……今日の体育でさ……そう、見たか！……」「……俺、今日の……決まったわ……」

　ぐっ、と胸が詰まる。神明さんがただ引きつったような苦笑を浮かべているだけなのが、一番心に響ひびいた。

　男子たちがいなくなって、授業開始のチャイムが鳴っても、神明さんはずっとそこで佇んでいた。彼女のクラスはすぐここを曲がったところにある。きっと教室に戻ろうとして、今の会話を耳にして進めなくなってしまったのだろう。

　俺も、動くことが出来なかった。

「高たか砂さごくん、行かないの？　授業、始まっちゃったよ」

「俺、こういう時なんて言ったらいいのか、わかりません」

　俺はそう言って、ただ彼女のそばで立ち尽くしていた。

「ね、一緒に部室に行かない？　サボっちゃおうよ」

　神しん明めいさんは明るくそう言った。その明るさが俺には、たまらなく辛つらかった。




　地下のアジトにはもちろん誰の姿もなく、俺と神明さんだけになった。そういえば彼女と二人きりでここにいるのは、初めてかもしれない。

　なんだか落ち着かずそわそわしていると、神明さんの方から俺に話しかけてきた。

「高砂くん、ちょっと質問していいかな」

「俺が答えられるものなら、いくらでも答えます」

　すると彼女は少し言いにくそうにして、

「私のクラスには、男子が二十人います。このなかで……その……自分でしちゃってる子は、どのくらいいるのかな」

　俺は即答した。「二十ですね」

　それを聞くと、神明さんはさらに言いにくそうにぎゅっ、と目をつぶってから、尋たずねた。

「じゃあ、その中で……あの……わ、私を、その…………にしてしまっている子は」

　俺は即答した。「二十です。絶対にみな一度は神明さんでしているでしょう」

　そう断言すると、神明さんは暗い目になってボソッ、とつぶやいた。

「おちんちんなんて、なくなっちゃえばいいのに」

　文字面だけを眺めれば、それはいたってコミカルな物言いになる。ファンシーといってもいいだろう。

　しかしその裏に潜ひそんだ神明さんの思いに、俺は気け圧おされて言葉も出なくなってしまった。

「私と仲良くしようとしてくれる男子に、何かちょっと違和感を覚えたのは、中学校に入ったくらいの頃だったかな。私、小学校五年生くらいからもう、おっぱい大きかったんだ」

　ロリ巨乳神明さんを頭のなかに思い浮かべてしまい、慌あわてて消す。

「中学になると、さっきみたいな会話、頻ひん繁ぱんに耳にするようになった。それだけだったらよかったんだけど……」

　言いにくそうにすっと目線を外してから、消え入りそうな声で続けた。

「私その、人付き合いとか苦手で、あんまり大きいグループには入れなくて……読書が好きな女の子とふたりで一緒にいたの。休み時間はいつも本を読んでいるような静かな子なんだけど、私がこっそり近づいてそばに立っていると、しばらくして気づいて、ふっと本から顔を上げて、小さく微笑ほほえんで、その笑顔がとっても綺き麗れいな子」

　神しん明めいさんはその思い出に目を細める。その表情の奥には、しかし深い哀しみを匂わせる暗さがあった。

「その子とふたりでいるのが、楽しかった。でも、男の子たちから人気が出て……こっちはぜんぜん嬉うれしくなんかないのに……女子から、僻ひがまれちゃったのかな。クラスの中で目立つ子たちのグループに目をつけられて。私だけがなにか言われるのなら、まだ我慢できたと思うんだけど……そのうち、私が彼女と一緒にいるのは、自分の引き立て役にするためだ、なんて言われるようになっちゃって。その子はそんなことないって、分かってくれてたんだけど、周りから彼女がそんな風に思われるのが、耐えられなかった。それで……学校には行かなくなっちゃった」

　神明さんは笑った。いつもの笑顔だった。彼女の普段の笑顔の裏には、そんな過去が隠されているのだ。俺は心臓をかきむしられたような痛みを感じた。

「普段普通に話している男の子たちが、頭のなかでは私のことを裸にして好き勝手なことやってるのって、本当に怖い。そして、それよりもずっと、他人のいたずら半分の悪意が、たまらなく恐ろしくて……」

　俺は口を挟むことも、頷うなずくことも出来なかった。

「偏差値の高い進学校に行けばそういうお猿さんみたいな子もいなくなるかなって思って、私あんまり成績良くなかったんだけど、家で必死に勉強して、ここ入ったんだ。でも、駄目だった。さすがに中学校のときみたいに酷ひどいこと言われることはなくなったけど、でも陰では何言われてるか分からないし、友達も作れなかった。だけどね、薫かおるちゃんたちは迎えに来てくれたの」

　彼女の笑顔は、急に柔らかくなった。そうだ、領りよう家けや西にし堀ぼりといる時の神明さんは、こんなふうに稚ち気きを含んだ笑みをこぼすことが度々あった。

　思春期が始まって以来、神明さんは常に男子からの性的好奇の目に晒さらされてきたのだ。そのストレスは、俺なんかには想像することもできない。もともと他人が考えていることは分かり得ないからこそ我々はそんなに精神を消しよう耗もうさせることなく日々過ごしていける。だけど彼女の場合は、男子が神明さんに抱く感情が性的衝しよう動どうという形である程度固定されているため、彼らの思いが一部、生で彼女の中に入り込んでくることになる。そんなことに耐えられるはずがない。

　のみならず、他の女子からのやっかみからの直接攻撃にも晒されることになった。同情されてしかるべき境遇の神明さんに更に追い打ちをかけるように、周囲の女子は彼女を叩たたいた。

　神明さんが今こうして俺の前で微笑んでいることが、奇跡のように思えた。

　彼女は、強い人だ。ほわほわした可愛らしい感じに見える外面の下には、そんな強さが隠されているのだ。

　俺はもっと、神しん明めいさんのことが知りたくなった。神明さんと、親しくなりたいと思った。

「俺は、どうしたらいいんでしょうか。俺も、男です」

　尋たずねると、神明さんは困ったように笑った。

「高たか砂さごくんも、私でエッチなこと考えたりする？」

「します」

　俺はまっすぐ神明さんの目を見て応こたえた。はぐらかすことは彼女に対する一番の背信だと思った。

　神明さんはクスクスと笑った。

「正直なんだね、高砂くんは」「噓うそついても、仕方ないですから」

「そんな風に面と向かって言われるの、新鮮。なんだかすっきりするな」

　神明さんは両手を組み合わせて、グッと前方に伸びをした。その胸部がことさら強調される。

「いまも『おっぱいでけーな』と思いました」「そんな実況いらないよ……」

　呆あきれたようにまた笑う。その笑いは自然なものだった。外向きに作られた人工的なものではなく、心からの呆れだった。俺はそれを引き出せたことを、自分自身誇りに思った。

「俺は神明さんともっと親しくなりたいです。でも、俺とあなたとの間にそういう隔へだたりがあったら、それは達成できません。どうしたらいいんでしょう」

「そうだね……じゃ、今みたいなのがいいかな」「今みたい、ですか」

「私のことエッチな目でみたら、報告して」「でも……それじゃ俺、神明さんと一緒にいるときは、ずっと報告してることになりますよ」

　彼女はそれを聞くと、「もう……」と軽く怒った。そのすぼめられた唇がたまらなくエロかった。

「今も神明さんの厚い唇で興奮しました」「もういいよ、それは」

　神明さんは机の上に置いてあった紙で顔を隠す。しかし顔が隠される事によって、ことさらにその胸が強調されるのだった。

「じゃあね……私で、その……したら、報告して」「え？」

　一いつ瞬しゆん、彼女が何を言っているのか分からなかった。だんだんとそれが理解されてくると、俺はなんだか身体がむず痒がゆくて仕方なくなってきた。しかし一番恥ずかしいのは、言った本人に他ならない。紙の上から出てる目は潤うるんでいるし、下から伸びている首まで真っ赤だった。

「わ、わかりました」

　俺が俯うつむいて答えると、神明さんはばっ、と机に突つっ伏ぷしてしまった。

「は、恥ずかしかった！」

「あの……恥ずかしついでにですね……」

　俺は昨日神明さんで致したということを報告した。

　さすがに、ぽかぽかと殴なぐられてしまった。
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　いよいよバレンタインを数日後に控えた、金曜日。俺らは着々と、二・一四の決戦に向けて準備を進めていた。

　計画は慎しん重ちように練られ、各種の事態に各々がどのように行動するかというマニュアルが作成された。集まることのできる時間を見つけてはそれに改良を加え、当日のシミュレーションを何度も繰り返した。

　さらに、補助的な人員も着実に確保されていった。運動をこの学園全体に大々的に行うためには、当然のことだが五人では人手が足りない。そこで、我々の活動に共感してはいるが同盟に参加するまでには至らない、シンパの人々に、決戦当日限定で協力してもらうのだ。

　放送室ジャックのおかげもあって、反恋愛運動の認にん識しき率りつは非常に高かった。このことが人員確保の作業を非常にやりやすくしてくれた。

　この作業は特定の部活に絞って、スポット的に行われた。つまり、一般的に文化部・運動部の非モテの巨頭と言われる、計算機科学部と柔道部に焦点を当て、我々は勧誘を行った。皆が乗ってきた。柔道場に「リア充爆発しろ！」の大合唱が起こった時、俺はいろいろな意味で泣きそうになった。

　計算機科学部は事前及び当日の情報操作・攪かく乱らんに当たることになった。ＳＮＳなどで高校名を晒さらしている阿あ呆ほうどもは相当数存在することが調査の結果判明した。これを利用して、バレンタイン粉砕運動への蜂ほう起きを訴え続け、敵対者を晒しあげることによって革命を有利に運んでいく情報操作を行う。また、当日予想されるであろう混乱を更にかき乱すためにガセの情報を大量に拡散する。

　柔道部は当日の実力行使要因となる。言論だけで革命を為なすことは不可能であり、何らかの武力行使をもって民衆を強制的に目覚めさせる必要がある。バレンタインを楽しもうとする愚者たちは我々の言葉を聞くことなく「非リア充の僻ひがみ」と一いつ蹴しゆうするだろう。それを強制的に分からせるのが、彼らの役割である。




　長時間のミーティングを終えクタクタになりながら自宅に帰り着くと、女児がいた。

「なんだか久しぶりですね」

　特に驚くこともなく俺が言うと、女児は少し面白くなさそうに口を尖とがらせた。

「もっと驚きたまえ。敬いたまえ。君らすべての母なのだぞ。神なのだぞ」

「その体型で『母』とか言われましても……」「ばかもん、自分より年下の少女に母性を見み出いだすのは、一いつ般ぱん性せい癖へきなんだぞ！　インターネットで調べて知ってるんだからな！」

　あまりにも偏かたよった知識だった。あるいはこういう人が作ったから、こんな人間社会が出来てしまったのかもしれない。

「それで、今日の用事はなんなんですか」「ふむ、進しん捗ちよくがどうなっているか聞きたくなってな」

　詳細は省きつつバレンタイン粉砕作戦が着実に計画されていることを話した。

「なるほど、なかなか組織は上手くまわっているようで感心だな。して、本題についてはどうなんだ」

「本題、ですか？」

　俺が素すで聞き返すと、女児はじろりとこちらを睨にらんだ。

「まさか本来の目標を忘れたんじゃなかろうな。君の使命とは、『領りよう家け薫かおるを落とす』ことだぞ」

　そうだった。「もちろん忘れてませんよ！」

「領家との仲は、進展しているんだろうな？」

　俺は答えに窮きゆうする。領家との仲といえば、クラスで話したり、途中まで一緒に帰ったり、それくらいだ。アジト内でもよく話しているが、それは領家と俺の二人きりではなく他の三人にも共有されている会話だ。ここ一ヶ月間あまり進展は無いと見ていいだろう。

「……やはりな。君は一いつ旦たんのめり込むと、それに熱中しすぎてしまう性質みたいだ。反恋愛運動にかまけて本来の目的を見失っていたんだろう？」

　俺はぐうの音もでなかった。

「二月十四日、君たちの運動が失敗し大打撃を受けるときこそ、領家薫を落とす絶好のチャンスなのだ。もうあと数日しかないぞ！」

「はい……すみません」

　俺は上司に叱しかられる部下並の平身低頭具合で、見た目小四の女児に応対していた。親が見れば、産んだことを後悔して泣かれてしまいそうなほどショッキングな光景だった。

「休日を挟んでいるのが唯一の幸いだな。よし、領家薫を誘い出したまえ。何とかしてその体ていたらくを挽ばん回かいするのだ」

「でもですね、休日っていうのは休むためにあるわけでして……それに、領家にだって用事があるかもしれないじゃないですか。なにしろわざわざ人が多くなる休日に出かけるっていうのは」

「ほら、電話かけといてやったぞ」

　女児の手には俺の携帯が握られており、既にぷるぷると鳴っていた。ディスプレイには「領家」と名前が表示されている。

「なにやってんですか！」「電話かけたんだよ」

　女児がその爆弾をこちらに投げてよこした瞬間、電話がつながった。

『……もしもし』

　手の中で、領家の声が言った。切るわけにも行かず、俺は応対する。

「もしもし、領りよう家けさんですか」『はい、そうです』「……」『……』

　俺らが相変わらず不自然な会話を交わしていると、女児に向こうずねを蹴けられた。

『た、高たか砂さごから電話がかかってくるのなんて、珍しいな』「そうだったかな」『きっと初めてのことだぞ、うん』「そうだったかな」

　女児は更に俺の脛すねを蹴った。「ぐぇ」という声が漏もれてしまう。

『どうした、高砂。向こうずねを蹴られた時のような苦く鳴めいが漏れたぞ』「な、なんでもないよ」

　聴音分析が完璧すぎる。どんな耳してんだよ。

　女児からカンペが出る。「デートにさそえ」。全く役に立たない。

　仕方なく俺は、言葉が口から出てくるままに任せることにした。

「いよいよ、バレンタインは来週だ。そして、今週末はバレンタイン前の、最後の週末だな」

『そうだ。来たるべき決戦に備えて、我々は英気を養うのでなくてはならないな』

「領家同志、そればかりだろうか？　我々は、この週末をただ自らの修養のために充あてるのでいいのだろうか」

『……というと？』

　俺はしゃべりながら、もっともらしい理論を作り上げていく。

「バレンタイン前の最後の週末、つまり最後のまとまった自由時間、恋愛の祭典を活用せんとする愚者どもは、どういう行動を取るだろうか。彼女らは想おもい人びとに贈与するための商品を買うなり、自分で作るための材料を買かい揃そろえたりするのではなかろうか」

『そうだな、今週末、街は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずと化すだろう。甘ったるい匂いに吐き気がしそうだ。一歩も外には出たくないな』

　完全に同意見だった。本当にこいつとは気が合う。

「領家同志、それではいけない。我々はその魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする街に出掛け、恋愛狂信者たちの言動をしっかと目に焼き付けるのでなくてはならない！　孫そん子しの兵へい法ほうにもこうある。『知彼かれをしり知己者おのれをしれば、百戦不殆あやうからず』。敵の行動パターンと自分自身とを深く知ることによって、我々の運動は初めて盤ばん石じやくなものとなるのだ！」

『なるほど、もっともだな！』

「そこで、今週末戦せん略りやく的てき視し察さつを行おうと思う！」『私は、いつでも行けるぞ！』「では、日曜の十一時駅前集合でどうだろうか」

　一いつ瞬しゆん、間があく。

『私は大丈夫だが……その……これは運動の一いつ環かんという位置づけでいいんだよな？』「ん？　もちろんだ！」『……ふーん、そうか……』

　その後、すこしの間があった後、

『分かった。日曜の十一時だな。議長として、こちらで準備を進めておこう。高砂同志の革命に真しん摯しな態度を、高く評価する』「バレンタインに血の報復を！　カカオ豆に怒りの鉄てつ鎚ついを振り下ろそう!!」『ああ!!』

　そうして俺らは電話を終えた。

「やはり君には女をたらしこむ才能があるな。私の見込んだ通りだ」

「めっちゃディスってた上にしこたま蹴けってましたよね!?」

「愛のムチだ。普通なら泣いて喜ぶんだぞ」「その普通、ごく一部すぎます」

　俺が再度、現代社会では彼女のような少女に興奮するものは特とく殊しゆ性せい癖へきと言われ蔑さげすまれている、ということを例を挙げつつ説明すると、女児は涙目になって、

「今に見てろ！」

と捨て台詞を吐いて夜の空に搔かき消きえて行った。

　その日の夜の緊急ニュースで、それをまざまざと見せつけられることになった。表現規制の強化に躍やつ起きになっていたある議員が、熟女系のいかがわしい映像作品を作っている会社から裏金を受け取っていたことが報じられた。議員の自宅前で、深刻そうな表情で報道するリポーターの横からひょっこりと女児の顔が現れて満面の笑みとともにピースをした瞬しゆん間かん、俺は卒倒しそうになった。
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　かくして日曜日を迎えた。

　集合場所に行くと、またしても領りよう家けが先に来ていた。どうやらかなり時間を前倒して行動する性格らしい。今度からあんまり待たせないようにしないと……。

　などと思っていると、その横に見知った人影を見つけた。神しん明めいさんだ。そして神明さんが前にかかえているのは、昇天しそうな顔をした西にし堀ぼりで、それから少し離れたところで困った顔をして佇たたずんでいる瀬せケが崎さきの姿をとらえた。

　どうしてこいつらもいるんだ──俺は昨日の領家との会話を思い出す。

『私は大丈夫だが……その……これは運動の一いつ環かんという位置づけでいいんだよな？』「ん？　もちろんだ！」

　……そういうことか。運動の一環＝全員集合、というふうに捉とらえたのだろう。

　俺は自分の言葉の少なさに反省する。

　とはいえ、みんなに帰ってもらうわけにはいかない。女児には悪いが、今日は五人で行動するしかないな。

　俺の姿を見つけた神明さんが手を振る。俺は手を振り返しながら、駆け寄っていった。

「……お待たせいたしました」

「ふむ、みな揃そろったな。今日の活動は高たか砂さごの提案によるものだ。趣旨はメールでも連絡したとおり、バレンタインを前に浮かれる恋愛信奉者をしかと我々の目に焼きつけ、敵意を増幅させるとともに、その生態を観察することで、来たる二・一四大決戦における奴やつらの行動パターンを予測することにある」

　領りよう家けの言葉に、皆が頷うなずいた。

「五人というのは集団で行動するには少々多い。しかもこの混雑だ。運動性を確保するために二班に分かれることを提案したいのだが……」

　それを聞いて、俺はひらめいた。領家と二人きりの班になることで、擬ぎ似じ的てきにもともと意図していた状況を作り出すことができる。

　が、俺が班分けの案を提示するよりも早く、神しん明めいさんは領家と西にし堀ぼりの手をとっていた。

「ちょうど三・二だし、男子と女子でいいよね？」

　もっともである。何も反論することが出来なかった。それに神明さんが心の底から楽しそうだったから、なんだかそれを邪じや魔まするのも気が引ける話だった。

「決まり！　薫かおるちゃん、優ゆうちゃん、行こ！」「お、おう」「うん……」

　そうして三人はすぐ雑ざつ踏とうの中へ消えていってしまった。まだ再集合の手て筈はずとか決めていないが……携帯で連絡すればいいか。

「なんだか普通に遊びに来てる女の子たちみたいだったね」

　瀬せケが崎さきがちょっと呆あつ気けにとられて言う。

「ま、それでもいいんじゃねーの」俺が適当に返すと、瀬ケ崎は柔らかく笑った。

「ぼくもそう思う。さ、ぼくらも行こうか」

　こうして俺らは男二人、バレンタインを目前に浮足立った街へと入り込んでいった。




　思っていた通り、街はバレンタイン一色に染まっていた。クリスマスから二ヶ月も経たっていないのに、よくもまあこんなにポンポンと恋愛を賛美するイベントを捏ねつ造ぞう出来るものである。

　客層はいつもと大分違うみたいだ。普段はうざったいくらいにカップルが手をつないでいるこの街だが、今日はなんだか女性二人、三人で連れ立っている人たちが目立った。まあイベントの性質を考えれば、分かることだった。

　それは別にいいのだが──なにしろ俺らは男二人組だ。非常に、浮く。しかもその相方は、ちょっと想像を超えるくらいの美形なのだ。

　隣となりを歩く瀬ケ崎に、周囲の女子からの注目が集まっている。普段こういうふうに衆しゆう目もくに晒さらされることに慣れている瀬ケ崎は飄ひよう々ひようと涼しい顔をして歩いているが、そうじゃない俺は気が気でなかった。ヒソヒソと噂うわさする声が漏れ聞こえてくるたびに、内心びびりながら瀬ケ崎についていく。

「うわ……めっちゃかっこいいやん」「だめだ、惚ほれるわ」「てか隣の男子なに」「ホモかな」

　あることないこと囁ささやかれ、精神が擦すり減へる。

「おい、いつもこんな感じなのか」

　俺が問うと、瀬せケが崎さきは曖あい昧まいな笑みとともに応こたえる。「ここまで酷ひどくはないけど、だいたいこんな感じだよ」

　彼が俺らの運動に参加したのも、神しん明めいさんと同じようにこんな声に悩まされているからなのだろうか。しかし横を歩く瀬ケ崎は、こういった声を気にしている様子は全くなかった。そもそもそれらの声が、ちっとも聞こえていないかのような反応。自分の興味の外にある鳥ちよう獣じゆうの鳴き声の中歩いているような、超越的な態度に思った。




　瀬ケ崎が行くままに任せて後をついて歩いていると、しだいに繁華街の喧けん騒そうから遠ざかっていった。通行人が減り、やっとひとごこちがつく。

「少し、休もうか」

　たまたま通りがかった公園の前で、瀬ケ崎は言った。まだ歩き始めてから幾いくばくも経たっていないが、精神的ダメージから俺の疲労度は半端無かった。一も二もなく俺はそれに賛成する。

　自販機で温かいコーヒーを買い、ベンチに座る。

「ちょっと、高たか砂さごくんに話したいことがあって」

　瀬ケ崎はそう言って、薄くはにかんだ。

「おう、なんだ」

　俺は缶コーヒーのプルタブを上げながら、軽く言った。しかし瀬ケ崎の方は、深刻そうな顔になってじっと缶を握って前方の地面を眺めている。

　なんだろうか。神しん明めいさんみたいに、運動に参加している理由をカミングアウトしてくれるのだろうか。俺は少し姿勢を改めて、座り直す。

『これから君は彼らとの親しん睦ぼくを深めて、組織の屋台骨となっていくだろう』

　女児はそう言った。その言葉の通り、俺は西にし堀ぼりや神明さんとの間に深い関係を築くことができた。もしかしたら瀬ケ崎とも、そうなれるのかもしれない。

「とても、言いにくいことなんだ」

　瀬ケ崎は言葉に詰まったように、苦しげにそう言った。俺はゆっくりと、彼が自分の中に言葉を準備するのを待つ。

　と、公園内の公衆便所の多目的トイレに、人影が入っていくのが見えた。しかも、二人。さらに両方、男だった。

　いままで気付かなかったのだが、周りを見回すとそこら中に「いかにも」といった感じの人たちが座って、お互いをジッと湿っぽい目線で眺めていた。

　瀬ケ崎は女子にモテる。数限りないくらいの告白を受けている。しかしすべて断っている。さらに周囲でさんざめく女子にちっとも興味がなさそうに見える。この公園に辿たどり着ついたのは、瀬ケ崎の後をついてきたからなのだった。

　すべてのことがある一つの事実へと収束しているように思われた。

　反射的に、キュッ、と肛こう門もんが縮まる。背中にじっとりと、汗をかいた。

　しかし俺は、自分自身を律する。なんということはない、西にし堀ぼりと同じである。ただ性別が違うだけだ。受け入れよう。俺自身が対象になるのだったら、やんわりと断ろう。しかし否定をしてはならない。それは多様性である……そもそも断るのか？　別に瀬せケが崎さきだったらいいような気がしてきた。瀬ケ崎の腕に抱かれる自分を想像すると、やおい穴がうずくのを否定出来なかった。そんなもん無ねえ。

　ぐるぐると駆けずり回るいろいろな思考に飲まれて、目が回ってきた。

　とりあえず、俺の回答はコンサバティブに「いろんな性せい癖へきがあっていいと思うぞ」などとしておこう。

　俺が一人でしょうもないことを考えている、そんな時だった。前方からころころと、ゴムボールが転がってくる。瀬ケ崎は転がってきたそのピンク色のボールを拾い上げた。

　前を見ると、小学三、四年生くらいの少女がとてとてと駆けてくる。その後ろには幾人かの彼女の仲間が待っていた。ボール遊びをしていて、こちらに逸それてしまったのだろう。こんな公園で、と一いつ瞬しゆん思ったが、いや、逆に最も安全かもしれない。

　瀬ケ崎は苦しそうな表情を、パッ、とさわやかな笑みに変えて彼女にボールを投げ返した。少女はそれをまごつきながらも受け取ると、発展途上の少女に特有の純真さと照れの入り混じった愛くるしい笑みを見せてから、深々とお辞じ儀ぎして戻っていった。

　それが終わると、瀬ケ崎はまた深い沈ちん鬱うつの表情を浮かべるとともに上体を倒し、膝ひざの上に肘ひじをついて両手で顔を覆おおった。




「実はぼく、ロリコンなんだ」




「いろんな性癖があっていいと思うぞ……え？」

　ん??　今なんか変な言葉が聞こえなかったか？

「ぼく、小五以下の少女しか、恋愛対象に思えないんだ」

　俺は呆ぼう然ぜんと、そのあまりにも直ちよく截せつすぎる言葉を聞いていた。いま前かがみになってるのってもしかして……。

「いまの女の子なんか、どストライクなんだ」

　ボールを受け取った少女は仲間の元へと駆けて行き、また無邪気にボール遊びをはじめていた。その楽しげな声が響ひびく中、俺は瀬ケ崎からの衝しよう撃げき的てきな告白を聞いていた。

「えっと……冗談じゃないんだよな？」

「冗談でこんなこと、言うと思うかい」

　瀬ケ崎の顔は、至って真面目だった。その深刻そうな表情と告白内容とのギャップが、俺の中で凄すさまじい不協和音を立てていた。

「小学校高学年くらいの頃はただ、自分の年齢が低いから同年代くらいの女の子が好きなんだと思っていた。でもそのストライクゾーンは、歳を重ねても一向に上昇していかなかった。むしろ下に広がっていくばかりだったんだ」

　俺が絶句していると、瀬せケが崎さきは眉み間けんに皺しわを刻んで、苦痛に満ちた声で言った。

「今では、園児すらいける。そんな化け物に、ぼくはなってしまったんだ」

「園児か……」思わず、唸うなってしまう。「俺らくらいの年齢の女の子には、反応しないのか？　程度の問題じゃないのか？」

　問うと、瀬ケ崎は俯うつむいたままで言った。

「ゼロだよ。厳密にね。これまでの人生で一度も、中学生以上の女性に欲情したことがない」

「その……ロリ顔の人とかでも、駄目なのか？」「吐き気がするね」

　瀬ケ崎は淡々とした態度で、続ける。

「いいかい、高たか砂さごくん。君はこれまでの人生で、一度だって還かん暦れき過すぎの女性に性的興奮を覚えたことがあるかい？」

「無い」想像するだにおぞましいことだ。

「ぼくらはある程度の年齢を越えた女性を、恋愛対象として完全に見られなくなるんだ。それは徐々に興奮度が下がっていくような性質のものではなく、あるレベルを境にして、きっぱりとゼロになる」

　確かに、程度の問題ではなく、はっきりと性的興奮がゼロだと断言することができる。

「ぼくにとってその境界が、小学校六年生なんだよ」

　瀬ケ崎は自じ嘲ちよう的てきに言うと、手に持っていた缶コーヒーを開けて一気に飲み干してしまった。

　喉のど仏ぼとけがごくごくと動いている。学校にいる瀬ケ崎ファンからしてみたら、垂すい涎ぜんの光景だろう。

「老ろう婆ばに囲まれて学校生活を送っていることを想像してくれればいいと思う。別に不自由は無いが、一切の恋愛感情は抱かないだろう？　それがぼくの見ている世界なんだ」

　ここにきてようやく、瀬ケ崎の女子への関心の無さが理解できた。一切の異性としての意識なく、彼はただそこにいる何らかのオブジェクトとしてしか、女子を認識していないのだ。

「どうして俺に、打ち明けてくれたんだ」

　問うと、瀬ケ崎はちょっと困ったように苦笑した。

「はっきりとは分からない。でもたぶん、秘密を一人で抱えておくのが、辛つらくなったからだと思う。たった一人で世間を欺あざむいて生きていくのに、嫌気がさしたんだ。高砂くんなら、聞いてくれると思った。誰にも言わないでくれると思った、のかな」

　言い終えると瀬ケ崎は小さく謝った。「ごめん、自分勝手だな」

「謝らなくていい」

　俺は言うと、横で空き缶の中をじっと眺めている瀬ケ崎を見つめた。

「このまま秘密を貫き通せるのか、不安でしかたがないんだ。女子から人気があるぶん、そんなことが露ろ呈ていしてしまったらどんな目にあうか……それでも君に、話してしまいたくなったんだ。秘密が露呈するリスクを恐れても、伝えてしまわなくてはならなかった。ぼくにもその気持ちは、本当のところはよく分からない」

「協力するよ。それがバレないように、俺も協力する」

　その言葉を聞いて、瀬せケが崎さきは顔をあげてじっと俺の目を見つめた。

「協力するっていっても……どんな風に」

「性せい癖へきを捏ねつ造ぞうするんだ。女子に興味がない理由を説明できて、尚なお且かつ『ロリコン』よりも世間体が悪くないものにすり替える」

「そんなの……あるのかい？」「あるさ」

　多目的トイレから、ガチムチ男性二人が手をつないで出てきた。

「男が好きってことにすればいい。瀬ケ崎は、俺のことが好きなんだ」

　言った瞬しゆん間かん、それまでの緊張がぷつりと途切れたみたいに、瀬ケ崎は馬鹿笑いした。そんなに大声を立てて彼が笑うところを、俺は初めて目にした。

「君って……本当に、面白い人なんだね」「バカにすんな。真面目に言ってんだ」「ご、ごめん……でも……」

　瀬ケ崎はそうしてひとしきり笑った。少しすると酸欠になったのかひぃひぃ言ってベンチの背にぐでんと身体を投げた。回復すると、また笑った。

　やっと落ち着いたのは、それから五分くらい経たった後だった。

「たしかに……いいかもしれない。それなら女子にそっけないのは、完全に説明できる。あんまり表立ってとやかく言われることも、なさそうだ」

「そうだろう。名案だろう」ついさっき、自分がそう勘違いしたくらいだから、上手くいかないわけがなかった。

「でも、いいのかい」「なにがだよ」

　瀬ケ崎は少し言いにくそうにしてから、

「……君も巻き添えにすることになるけど」

　その問いを、俺は一いつ蹴しゆうした。

「いいから言ってんだよ。もっと俺のこと、頼れ」

　俺が言うと、瀬ケ崎はちょっと驚いたように目を丸くしてから、照れたように俯うつむいた。

「今ちょっと、高砂くんにときめきそうになったよ」

「おいやめろ。俺にそっちのケはないからな」「まあぼくも、ロリコンだけどね」

　そう言うと瀬ケ崎は朗らかに笑って、立ち上がった。

「行こうか。なんだか、すごくスッキリした。こんな気分、いつぶりだろう」

　瀬ケ崎はいつもよりずっと爽さわやかな笑顔で、きゃっきゃとボール遊びを続ける少女の傍そばをわざわざ経由して、街へと歩き出していった。

　何か間違いが起きそうになったら彼を止めなくてはならない。俺は新たなる使命感とともに、彼に追い付くために駆け出した。
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　緊迫した時間を送っていたから気付かなかったが、いつのまにか領りよう家けからこんなメールが送られてきていた。

『一三〇〇ハンス前サイセリアニ来ラレタシ』

　そう言えば領家からメールが来るのはこれが初めてだが、こいつ常にこんな感じのメールしてるんだろうか？　なんだか不安をかきたてられる。

　ともあれ、俺と瀬せケが崎さきは指定されたファミレスへと向かっていく。最近の小学生女子はませている娘こも多く、休日になるとおしゃれをして街へ繰り出したりするみたいだ。瀬ケ崎はその匂いを敏感に感じ取ってはふらふらとそちらに導かれそうになっていたが、俺はそのたびに彼の腕を引っ張って軌き道どう修正しなくてはならなかった。

　高校生の味方である格安ファミレスは、休日ともあってたくさんの人で埋め尽くされて、非常に騒さわがしかった。その客層も今日の街の有り様を反映して、女子数人組というのが非常に多い。

　そんな中、俺らはすでに到着していた領家・西にし堀ぼり・神しん明めいさんの三人組を見つけた。エスカルゴのオーブン焼きを囲んでワイワイと話している。普通に遊びに来ている、仲の良い女子高生軍団にしか見えない。

「おまたせしました」

　瀬ケ崎は言って、空あいている席にかけた。俺もそれにならう。イタリアンプリンを注文する。

「そちらはどうだった？」

「あまりにも人数が多すぎて、情報過多だ。目がまわりそうだよ」

　領家の問いに俺が答えると、彼女はさもありなんと頷うなずいた。

「こちらもそうだ。雑ざつ踏とうに紛まぎれて自分自身を見失ってしまいそうだった」「楽しかったねー」

　顔を青ざめさせる領家と対照的に、神明さんは朗らかだった。完全に休日を楽しんでいらっしゃる。二人に挟まれるようにして座った西堀は、我が世の春といった感じで頰ほおを緩ゆるませ、口をもぞもぞさせていた。楽しそうだな、おい。

「これからどうするんですか？」

　瀬ケ崎がそう尋たずねると、領家は憔しよう悴すいしきった様子で答えた。

「私は疲れてしまった。少し、休きゆう憩けいしていこうと思う」「俺も」

　神明さんは俺がそれに賛同したのを聞いて、「それじゃ私は……」と切り出した。

「もうちょっと見て回りたいな。優ゆうちゃんも行くでしょ？」

　神しん明めいさんは西にし堀ぼりの手をとって引き寄せる。胸が西堀の二の腕にあたっている。「い、行きます」

　色仕掛けに弱い中学生男子のような反応で西堀が答えると、瀬せケが崎さきが続く。

「ぼくはもうちょっと、青山の付近まで見に行って来ますよ。客層も大分違うでしょうし、新しい洞どう察さつが得られると思います」

　一見彼に似合いそうな街のようにも見えるが、おそらくその目的はそこにある施設に違いない。彼なら「学校で児童福ふく祉しについての総合学習を行おこなっており、その参考にするために見学したい」などと適当な噓うそを爽さわやかな笑みとともに言って侵入できるだろう。

　女子二人と瀬ケ崎が行ってしまうと、残ったのは俺と領りよう家け、二人きりになった。

　ちょうど、最初に俺が意図していた状況だ。いろいろとあったが結果的にこの状況が作り出せたのだから、休日に彼女を誘い出す作戦はなんとか成功したといえるかもしれない。

　領家はだらしなく机に突つっ伏ぷしている。顔は青白く、初はつ詣もうでの人混みで気持ち悪くなっていた時のことが思い出された。

「今日、本当は領家だけを誘うつもりだったんだよ。俺の言葉が足りなかったな」

　それを聞くと、領家はガバッ、と身体を起こし、俺を凝ぎよう視しした。

「『運動の一いつ環かん』と言ったじゃないか。だから私は皆を誘わなければいけないのかと……」「いや、二人でも『運動』はできるだろ」

　領家は体調が悪かったのも忘れて、俺に食って掛かる。

「それならもっと、言い方があるだろう！」「だから、悪かったって」

　顔が赤い。いきなり興奮したから頭に血がのぼってしまったのだろう。

「まあ、楽しかったけどな、みんながいて」

　それに瀬ケ崎の本音を引き出すことができた。これは思ってもみなかった収穫だった。

「そうか、それならいい……しかし、どうして私だけなんだ」

「領家と二人きりになりたくてな」

「お、お前は何を言ってるんだ！　そんな、恋愛狂信者のごとき台詞が……」

　領家は顔を両手で覆おおった。指の隙すき間まから見える顔の色は、真っ赤だった。

「違う、そうではない」俺は慌あわてて弁明する。「他の三人は精せい鋭えいといえども、まだ活動歴も浅い新米だ。そんな彼らを引き連れて偵てい察さつ任にん務むを行うよりは、一いち日じつの長ちようがある我ら二人で活動を行ったほうが効果的だと思ったまでだ！」

　息を切らせながら俺が言うと、領家は手指の隙間から潤うるんだ目をのぞかせて、俺を見た。

「……そ、そうか、なるほど。高たか砂さごが愚者と同じような行動をとるわけないよな」

「当たり前じゃないか！　俺らはただひとつ、『恋愛放ほう棄き』の目標に向かって無む慈じ悲ひに突き進む純粋なエネルギー体でなくてはならない」「そうだ、そうだ」

　俺のアジ文に領家は賛同の声を上げるが、その声はどことなく力がなかったように思えた。

　少しの間、俺らの間を沈黙が支配した。通奏低音として流れていたはずの喧けん騒そうが、耳につくようになってくる。

「せ、せっかく二人になれたのだし、今からでも行くか!?」

　停滞を突き破るようにして、領りよう家けが提案した。

「でも、いいのか。体調悪かったんだろ」

「誰かさんが誤解させて怒らせるものだから、すっかり吹き飛んでしまった。もう大丈夫だ」

「俺のおかげだな」「いや、君はもうちょっとその言葉足らずを直したほうが良いと思う」

　領家は恨みがましい目線でもって俺を睨にらんでから、外に出るべく立ち上がった。




　　　　○




　午後になって街の喧騒はひときわ激しくなってきた。ちょっと離れればすぐに逸はぐれてしまいそうだ。

　ということで、いつぞやと同じように、領家は俺のコートの背中の部分を摑つかんでいる。リードを握られた犬のような気分で、なんだか落ち着かない。

「大丈夫か、滅め茶ちや苦く茶ちやひと多いけど、気持ち悪くならないか」

「いや、大丈夫だ……こうして高たか砂さごと寄り添って歩いていると、気が安まるからな」

　俺はその言葉を聞いて、思わず振り向く。顔がカッと熱くなる。

「そのお前の台詞こそ、手をつないでいるリア充みたいじゃないか！」

「違う！　革命運動に幾いく度どと無く身を投じた高砂が傍そばに居ることが、心強いという意味だ。変な勘違いはやめたまえ！」

　領家は先程の仕返しだ、と言わんばかりのドヤ顔でそう言った。そう言われてしまうと俺は、すごすごと引き下がるしかなかった。

　俺らが犬の散歩スタイルで歩いていると、周りから若じやつ干かんの怨えん恨こんのこもった目線が投げかけられてくるのが分かった。

「うわ、でたよ、リア充」「恋人いない私たちを憐あわれんで楽しむためにこんな日にわざわざ出てきたんでしょ」「まじで性格悪」

　聞こえるか聞こえないかギリギリのラインで、彼女らは口々に罵ば詈り雑ぞう言ごんをつぶやきあっている。そういえばバレンタインというのは、既に恋愛関係にある男女間でチョコレートの贈与が行われるだけではなく、このイベントを契機として恋人を獲かく得とくせんとする女子も数多く存在している。

　リア充に対する僻ひがみは我々と共通しているのだが、彼女たちはその状況を打開せんと欲してしまっている。そうではなく、その願望そのものが捏ねつ造ぞうされたものだということを認識しなくてはならないのに。

「やはり、恋愛狂信者たちに対して何らかのネガティブな感情を持っている人間が多いな」

　後ろから投げかけられる領りよう家けの言葉に、答える。

「彼女らは紙一重なのだと思う。我々によって教きよう化かされることによって、革命戦士となるポテンシャルはあるんじゃないか」

　運動の根はかなり広く一般のなかに潜せん在ざいしていることを嬉うれしく思うとともに、その方向性の決定的な誤あやまりを正さねばならぬという使命感が身体の中に満ちていくのを感じた。




　どの店を見ても、その軒のき先さきにはバレンタインにちなんだ何かしらの商品が売られている。店員たちは声を張り上げ、彷徨さまよう女子たちにそれを煽せん動どう・喧けん伝でんし、恋愛を商品として金銭を得る。その金はまた恋愛商品との交換に使用されることになり、恋愛市場の中で我々はすり減らされていく。

　そこで行われる莫大な浪費が巨大な喜劇の舞台装置として作用し、我々の生活を、その中からはそれと知れぬ滑こつ稽けいに転化されている狂気に、足がすくみそうになる索さく漠ばくを感じた。周りが絶望的に無意味な行為に心しん血けつを注いでいるのを傍はた目めに独り佇たたずんでいると、彼らの存在の矮わい小しようさがそのまま自分に流れこんでくるようで意識が遠のいていくのだ。

「おい、大丈夫か」

　領家の声で、俺ははっと目を覚ました。

　耳元で鳴り続ける絶え間ない虚無への咆ほう哮こうに、俺はいつのまにか、ある種の白はく昼ちゆう夢むのような脱力に見舞われていたのだ。

「あ、ああ。なんでもない、ちょっと気が遠のいていた」

「高たか砂さごも人混みは苦手なんだろう、分かるぞ」「ああ、実はな。すまない、心配させたな」

　領家は心配そうに俺の顔を覗のぞきこんだ。それに、まばたきをひとつして返す。




　考えていたコースを一部回復させるべく、俺は事前に調べておいた店へと向かっていた。

「ちょっと偵てい察さつしたい店があるんだが、いいか？」

　俺が言うと、領家は首しゆ肯こうする。

「既に予習してあるとは、非常に感心だな。だが、あまり無理はするなよ」

　領家の心配に、俺は手を振って返した。

　店に着き二重扉を開け中に入る。そこには、異世界が広がっていた。

　足元に見えるのは、大量の目。縦長の瞳どう孔こうがきっちりと、闖ちん入にゆう者しやたる俺らのことを見据えていた。

「……なんだこれは！」「猫カフェというらしいぞ。俺も初めてだ」

　座ってしばらくすると、猫が寄ってきた。撫なでようとするとすぐに逃げてしまう。

「こんなことが……なんという……」

　領りよう家けは眼下に猫を見つつ、打ち震ふるえている。その口元はもにゅもにゅと所在なげに波打っていた。

　ビンゴだ。領家はおそらく無類の猫好きだろう。俺もそうだから、分かる。

「地上の楽園は存在したのか……」

　領家が呆ぼう然ぜん自じ失しつしていると、数匹の猫が彼女の足元に擦すり寄よってくる。彼女はちょっと猫に似ているところがあるから、同類を見つけたような感じで安心できるのかもしれない。

　そのうちの一匹が、ひょい、と椅子の上にのぼると領家の膝ひざの上に乗っかった。そのまま猫は目を閉じて丸まってしまう。

　領家は絶句して放心していた。俺はそれを放置し、近くに寄ってきていた奴やつと猫じゃらしで遊ぶ。かわいい。

　気がつくと領家のまわりには猫が集まってきている。が、当の本人は膝の上に丸まられたのを最後に、完全にこの世から意識を絶っていた。その表情はだるんだるんにゆるみきっている。




　そう広くはない店内には数人の客が、おのおののやり方でネコとじゃれあっていた。だれもが自分と周囲の猫だけからなる世界にのめり込んで陶とう酔すいしているそのさまは、傍はたから見ると異様かもしれない。しかし床ゆかで丸くなっている猫からは抗いがたい魅み力りよくが放たれていて、つい吸い込まれていってしまう。

　俺と同じように、領家も半分我に返って周囲をおそるおそる観察していた。

　偶然、その視線の先が重なる。長身で細身の女性、三十代後半だろうか、長くしなやかな髪は重力にしたがって素直に垂れ、彼女が動くたびにしずかに揺れた。その、横顔。くっきりとした高い鼻の輪りん郭かく、その下には薄い唇が控えめに微笑をつくっていた。その大きな目は、彼女の座った椅子の横で丸くなっている三毛猫の上に、優しく注がれている。それを縁ふち取どるまつげは長く、まばたきをするとしなやかに揺れた──

「帰ろう」

　領家が唐突に、そう言った。

「え!?　まだ入ったばかりだろ、なんで……」

　振り向くと、領家はうつむいて顔を蒼そう白はくにしていた。

「すまない、体調が悪くなったんだ。この埋め合わせは、必ずするから」

　そう言って立ち上がろうとした領家を、彼女の視線がとらえていた。

「……薫かおる、ちゃん？」

　小さくかすれていたその声は、しかし領家を凍こおらせるのに十分だった。その女性はしずかに立ち上がると領家に歩み寄っていく。

「人違い、です」絞り出したような領家のその返事は、ちっとも真実味をおびない白々しいものだった。

「こんなところで会うなんて、すごい偶然」「……」

　明るく振る舞おうとする彼女に対して、領りよう家けは固い無表情のまま俯うつむいてしまっている。

　気まずい沈黙が流れた。そんなことなど一切お構いなしに、猫は自由気ままに膝ひざの上に乗ってきたり、足の周りにじゃれついてきたりする。

　なんとか場をつなげようとして、その女性は俺の方へと困ったような笑みを投げかけてきた。

「あの……高たか砂さごっていいます。領家さんとは同じ高校で……」

　しどろもどろになりながらそう言うと、彼女はぱっ、と顔を明るくして、

「薫が、いつもお世話になってます。わたし、」彼女はカード入れから名刺を取り出すと、丁てい寧ねいにこちらに差し出してきた。

「三み橋はし、楓かえでといいます」そして少し言いにくそうにためらってから、小さく言葉を継いだ。「薫の、母です」

「元」間かん髪はつをいれずに、領家が声を挟んだ。「元、母親だ」

　先程よりも一層重くるしい沈黙が、場を支配した。

　三橋さんは言葉を継ぐことが出来ず、微苦笑をうかべながら遠えん慮りよがちに俺の隣となりに座った。領家と彼女とに挟まれる形となり、完全に針のむしろに座らされた気分だ。背中をつう、と冷や汗が伝っていった。

「あ、あの……三橋さんは、よくここにはいらっしゃるんですか……？」

　沈黙に耐えかねて俺がどうでもいいことを質問すると、彼女の方でもほっと表情を緩ゆるませて応こたえてくれた。

「ええ、わたし、猫が好きで……でも家では飼えないから、時間を見つけては、こうやって」

　隣で丸まった猫の腹を彼女がゆっくりと撫なでると、気持ちよさそうに身体をくねらせた。

「高砂くんたちは、よくデートで来るの？」

「デートなどではない！」

　三橋さんの言葉を、領家は間髪入れずに否定した。

「あ、あの、今日は部活の集まりで」慌あわてて俺は口を挟む。「領家さんとは、ここに偵てい察さつにきていて」

「あら、楽しそう。どんな部活なの？」

　……どうやって説明したらいいんだ？　反恋愛主義青年同盟部、なんて名乗るわけにもいかないし、如い何かにして誤ご魔ま化かすべきだろうか。

「なんというかその……社会を見学して、そこにある問題を浮かび上がらせて指摘していこう……的な？」

「貴様のような不ふ埒らちを世界から一掃するための活動だ」

　俺の必死のオブラートを粉こな微み塵じんに破き去るように、領家が冷たく言い放った。

　領家が何か発言するたびに、その場の空気が固まってしまう。それとは好対照に、猫は好き勝手我々の周りをうろつき、太ももに乗っかり、足にまとわりついてきた。




　場をつなげるための言葉を必死に考えあぐねている、そんな時だった。お手洗いのドアが小さく開くと、少女がおずおずと扉のすきまから首を出して、あたりを見回した。ドアが動くあたりに猫がいないことを確認すると、また少しだけ扉を開き、中からしゅっ、としなやかに飛び出してくる。

　小学校低学年くらいの女の子だ。少し瀬せケが崎さきのことを思い出して、意識が遠のく。それがいけなかった。そのとき気を確かに保っていたら、すぐに危険を察知して席を立つことができたかもしれない。

　しかし、気づいた時には少女は三み橋はしさんの前にいて、領りよう家けは顔面をさらに蒼あおざめさせていた。

「おかーさん、この人たち、だれ」

　興味と怯おびえ、それから敵意の入り混じった、複雑な声こわ色いろだった。少し演技がかってもいた。

「マリ、前にも話したでしょう？　ほら、薫かおるちゃん……」

　しかし領家は、その声に被せるようにして、

「お手洗いに行ってくる」

と小さく、震えた声で俺に言い残すと、ひざの上で丸まっていた猫を丁てい寧ねいにどかし、その場を離れてしまった。あとには、三橋さんと俺、そしてその少女が残された。

　少女は三橋さんの服の袖そでをぎゅっと握ると、トイレへと向かう領家の背中を眺めていた。

「……ごめんなさい、こんないざこざに巻き込んでしまって。たのしい部活動の最中だったのに」「いえ、全然、そんな……」

　本当に申し訳なさそうに頭を下げる三橋さんに恐縮して、俺は手をブンブンと振って否定した。

「いろいろあって、今はわたし……」

　彼女は言いにくそうに言葉を尻すぼみにさせると、そばで袖を握っていた少女を抱き寄せ、頭をやさしく撫なでた。少女の目はじっと、いま領家の入っているトイレのドアを見つめていた。

「あの子の気性が荒いのは、わたしのせいなんです。きっと学校でも、ご迷惑をお掛けしているでしょう」

「迷惑だなんて、俺は思いません」

　彼女たちの事情をはっきりとは理解していないが、そのことだけはきっぱりと断言できた。

「確かにあいつの行動は世間一般の規き範はんから外れているのかもしれません。でも、俺にとっては……」

　俺がその先を言いよどんでいると、三橋さんは儚はかなげに笑った──その笑顔が、あの日屋上で見た領家の笑顔と、二重写しになる。はっきりと確信した。たしかに彼女は領家薫の、母親だ。

「あれでも、あの子は丸くなりました。以前より、ずっと。それはきっと、あなた達のおかげなんだと思います」

　そう言うと彼女は立ち上がって、小さくお辞じ儀ぎをした。その手は少女の頭の上に置かれていて、三み橋はしさんにあわせてその小ぶりな頭も一緒に少しだけ傾かしいだ。

「帰ります、あの子が戻ってくる前に」

　少女は、「えー、もう帰るの？」などと少し駄だ々だをこねたが、三橋さんが困ったように笑みを見せると、素直に従った。その代わりに、まじまじと俺の目を見た。その目線に込められた感情を、俺はうまく読み取ることができなかった。

「薫かおるを、お願いします。あなたなら、きっとわたしに出来なかったことも……あの子にしてあげられるのかもしれません」

　三橋さんのその言葉に、俺はなんだか違和感を覚えた。しかしそれがはっきりとした言葉になる前に、彼女はもう一度こちらに一礼すると、少女を連れて店から出て行ってしまった。少女は母親に手を引かれながら、じっと、トイレのドアを眺めていた。




　戻ってきた領りよう家けは、土つち気け色いろの顔をしていた。

「三橋さんなら、もう帰ったよ」

「……すまない、取り乱してしまった。つまらないいざこざに巻き込んでしまったな」

　──二人揃そろって同じようなことを言うんだな。出そうになったその言葉を、ぎりぎりのところで吞のみ込んだ。




　三橋さんが出てからしばらくして、俺らも店を出た。会計を済まそうとレジに行くと、

「先ほどの方から、お代は既に頂きました」

　店員さんは困ったように苦笑しながら、さらに封筒を差し出す。

「あと、これをお渡しするように、と……」

　断るわけにもいかず、領家はそれを受け取った。直接渡せば絶対に断られるから、こうして店員さんを通して渡したのだろう。

　店を出て封筒を開けると、中には十万円入っていた。

「あの金きん満まんめ」

　領家はそう苦々しげにつぶやいて、上着のポケットに無造作にそれを突っ込んだ。

　どういう事情があるのか、詳しくは分からない──ただひとつ言えることは、どちらも同じくらい、不器用なのだということだった。




　　　　○




　しばらくしてまた集合すると、西にし堀ぼりも神しん明めいさんも手にたくさんの紙袋を抱えていた。

「どうした！　恋愛狂信者に絆ほだされたか!!」

　母親に会ってさらに恋愛への反感を高めた領りよう家けが、問い詰める。

「これは女の子のお友達にあげるぶんだもん。それならいいでしょ」

　神しん明めいさんの言葉に、西にし堀ぼりが必死で首を縦に振った。

「……そうだな。同性同士の交友を深めるのは、『人類の殲せん滅めつ』という我々の活動の最終目的につながることになる。むしろ推すい奨しようできる行為だ」

　西堀の目が、ぱっ、と輝かがやく。よかったな。

「どうする、ぼくらもやるかい？」

　瀬せケが崎さきが笑いながら問いかける。

「おいやめろ、そういうことやってると本当にその気になってきちゃうんだぞ」

「その気、ってなんだい」

　そう言って笑う彼は、スッキリとした顔をしていた。こいつ青山の施設でなにやってきたんだろう……。

　ぐだぐだになりそうな空気を、領家がまとめる。

「とにかく、今日は皆、ご苦労だった。決戦を前にして有意義な偵てい察さつを行うことが出来たと思う。これを糧かてにして、来きたるべき二・一四を、必ずや我々のこの手で粉砕してみせようではないか！」

　俺らは「応！」と鬨ときの声をあげ、拳こぶしを高く振り上げた。




　三人がそれぞれバラバラに帰って行ってしまった後、その場にはまた領家と俺だけが残った。

「おい、大丈夫か」

　俺が声をかけると、領家は首しゆ肯こうした。しかし顔は、どう見たって大丈夫そうに見えない。

　みんなの前では気き丈じように振ふる舞まっていたが、三み橋はしさんと遭そう遇ぐうしてからの領家の様子は、ちょっと見るに堪たえないほど不安定だった。

「大丈夫にきまっている。これから決戦を迎えるというのに、あの女の言動などに振り回されていいはずがない」

「あの女って……母親じゃないか」「お前はあいつの肩を持つのか」

　領家が突っかかってくる。ただそれはいつもの論理を欠いた、感情的な攻撃だった。

「そうじゃない」

　俺は言うと、領家の頭にぽん、と手を載のせた。

「お前はきっと、三橋さんのことを意識しすぎているんだ。彼女の存在がお前ん中でデカすぎるがために、それに逆らうことだけで精一杯になってる」

　その言葉に、彼女は下唇を嚙かみ締めた。俺は、続ける。

「そうじゃないだろ。お前は彼女なんか関係なく、自分の意思で、活動を駆っていくエネルギーを持たなくちゃならない。それを三み橋はしさんへの反発に求めるなよ。それじゃ、逃げていることに他ならないじゃないか」

「私はそんなに、強い人間じゃない」

　領りよう家けはそう言うと、俺の手を払おうとした。が、俺は力をぐっと込めて、それをやり過ごす。

「なら、俺を頼れよ」

　目を見て、はっきりと言った。

　彼女はそれを聞くと、ぴくっ、と唇をすぼめたあとで目をつぶり、俯うつむいてしまった。

「お前にそういうことを言われるたびに、私は自分に自信がなくなっていくんだ」

　そう言って領家は、頭の上に置かれた俺の手をゆっくりと包み込むと、それを静かに退のけた。柔らかい手指から、彼女の熱が伝わってくる。

「少し、ひとりにしてくれ」

　そんな言葉を残して、領家はまた雑ざつ踏とうの中に紛まぎれ込んでいってしまった。
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　家に帰ると女児が庭でなわとびをしていた。本当に女児としか思えない。

　両親が居なかったから良いものの、見知らぬ女児がいきなり自分の家の庭でなわとびしてたら卒そつ倒とうするぞ。

「なんでなわとびなんですか……」「なわとび楽しいぞ。よくこんな遊びを思いつくものだ」

　そう言いながらタッタッタッ、と景気良く飛んでいく女児が、地球を改変しようとしている地球外生命体とは、ちっとも想像できない。

　彼女を庭から呼び上げ、自分の部屋に格納し、お茶と茶菓子をだす。

「それで、今日の調子はどうだったんだい」

「えーっと、まあ、うまくいきました」

　彼女に話せないことが多すぎて、報告もまともにできない。

　俺は、どっちの味方なんだろうか。今更すぎる問題が、ここにきて俺の心を締め付け始めていた。

　女児に味方するにしては、俺はあまりにも同盟の皆のことを知りすぎてしまった。俺はもう彼らを、他人として切り捨てることなんてできない。

　とはいえ、俺は女児のことを切り捨てることも出来なくなっていた。彼女に俺のことを知られすぎた。ここで裏切ろうものなら、あとで何をされるか分からない。邂かい逅こうの時に完全に身体の自由を奪われた恐怖が、脳裏に蘇よみがえってくる。議員を逮捕させたときもそうだ。俺が頑張ってどうにかなる類たぐいの相手じゃない。

「君は本当によくやってくれたな。私が見るかぎりでは、これでもう後はなりゆきに任せるだけで良さそうだ」

「え、そうなんですか」「うむ。もうひと押しで領りよう家け薫かおるは、完全に落ちる」

　何を根拠に言っているのか分からないが、俺はいきなり肩の荷が下りた気分でほっとする。

「あとは自由に行動したまえ。きっと、君は領家薫と恋人関係になれるだろう」

　その言葉に、心がざわついた。しかし俺にはそのざわめきの正体を突き止めることができなかった。

　いや、突き止めたくなかったのだ。




　領家と三み橋はしさんとの関係。あの少女、どこか無機質な眼差し。領家がこの世界に絶望し、恋愛を破壊しようとする理由。俺が最後に三橋さんの言葉に抱いた違和感。

　考えはじめると頭が熱くなって、意識が遠のいていく。ぐるぐると際限なく巡り続ける思考のなかで、女児だけがひとり、なにもかもを得心したようにシニカルな笑みを浮かべていた。
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０７：５５




　決戦の日バレンタイン・デー。

　校門前では混乱と怒号が入り混じった、地じ獄ごく絵え図ずが繰り広げられていた。

　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうをした、バッチリメイクの女子。いつもより気合をいれてワックスでぴんぴんに固められた髪のチャラ男子は、額に青筋を浮かべている。バレンタインに向けてしっかりと準備してきたそんな面々は、学校に入ることも出来ず足止めされていた。

「おい、どうなってんだ！」「早く通して!!」

　彼ら彼女らは必死に叫ぶが、校門前でずらりと立ち居並ぶ柔道部のいかつい面々に阻はばまれて、足を進めることはできないでいた。彼らの頭には一様にヘルメットが被せられ、赤地に白で「バレンタイン粉砕」と染め抜かれた手ぬぐいが顔の下半分を覆おおっている。




　学園封ふう鎖さ。




　チョコレートが交換される場所を取り去ってしまえば、このイベントは成り立たない。

　領りよう家けを筆頭とした我々、反恋愛主義青年同盟部は、二月十四日、学園からの恋愛資本チヨコレートの締め出しを断行した。

「恋愛を放ほう棄きせよ！　我々は真面目な学徒に対しては一切の抵抗を行わない!!」

　バリケードで封ふう鎖さされた門の横にある通用門では、厳重な態勢のもとで検問が行われ、またひとりいかにもモテなさそうな男子が通り抜けていった。領家の横には、没収されたチョコレートが大量の山を築いている。

「繰り返す、恋愛を放棄せよ！　これまでの自分を真しん摯しに自己批判し、悔い改めよ!!　貪どん婪らんな幻想で塗り固められたこの醜みにくいお祭ごっこを諦あきらめて、持ってきたチョコを放棄し、無駄な虚きよ飾しよくを排すのだ！　そうすれば諸君らは、いつもの平日と何らかわりのない、無色透明な二月十四日を過ごすことができる！　恋愛を放棄せよ!!」

　トラメガで拡声された領家の声が、雪の降りしきる校門前に響ひびいていた。




　チョコレートの校内への侵入を完全に阻はばむことができれば、我々の二・一四バレンタイン粉砕闘とう争そうは成功となる。

　始業時間である八時三〇分まで、残り時間は三十五分。
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０４：００




　二月十四日未明。

　昨晩から降り始めた雪は、道端の木を白く覆おおい始めている。ゆっくりと舞まい降おりてくる雪の結晶は、まばらな街灯に照らされてその姿をところどころに現出させていた。

　そういえば、あのクリスマス・イヴにも雪が降っていた。そんななか街頭で演説をぶちかます領家の姿に、俺は打ちのめされたのだった。昔のことが急速に思い出になって折りたたまれていく中で、その光景だけは俺の中で、昨日のことのように思い出される。

　あの時からすべてが狂いはじめた。

　地味ではあるが平和な生活を送っていた俺が、どうしてこんなことになってしまったのか。それはひとえに、あの時の鬼き神しんめいた領家の凄せい絶ぜつに、魅みせられてしまったからに他ならない。それが俺のリア充に対するテロを引き起こし、そして領家を呼び寄せた。そうして彼女に接触した俺に、女児が目をつけたのだ。

　ひどく奇妙なドミノ倒しのように、これまでの生活は瞬またたく間にその風景を一変してしまった。アドレス帳に女子の名前が登録され、女の子なんか呼んだことのない部屋に少女が訪れ、女子と一緒に初はつ詣もうでに行き、休日にデートをした。こうしてみると、いかにも俺が思い描いていた「まっとうな青春」のシーンのように思える。だがその実態は、そんな生なま易やさしいものではなかった。




　そんな風に思い出を頭のなかで巡らせながら、俺は雪が降りしきる真夜中を黙々と、領りよう家けの家へと向かって歩いていた。




　家の前ではもう既に、領家が待っていた。その傍かたわらには、自転車が止めてある。

「別に、迎えに来なくてもよかったのに」「そんなわけにはいかない」

　俺は彼女がもう十回くらい繰り返し主張したその言葉を一いつ蹴しゆうすると、彼女の帽子にうっすらと積もっていた雪を払った。領家は目をつぶったまま、されるがままになっている。

「こんな中を自転車で行くつもりか？」

　問うと、彼女は首しゆ肯こうした。「いざという時の機動力は、確保しておきたい」

「迎えに来たけど、俺はどうすりゃいいんだ」「走れ」

　彼女は怒ったような恥ずかしいような、曖あい昧まいな表情でそう宣告した。

　自転車を見ると、荷台があった。

「じゃあこうしよう、俺が漕こぐ、領家が荷台に乗る」「二人乗りじゃないか！　そんな甘ったるい恋愛至上主義者じみた行為ができるか!!」「大丈夫、こんな時間だから誰にも見られていない」

　俺の必死の説得に、領家はようやく首肯した。

　サドルにまたがろうとした瞬しゆん間かん、領家が俺の服を引き、それを止めてしまう。

「どうした」「私が漕ぐ」

　彼女はそう言って俺を自転車から引き離すと、滑なめらかな動作で騎き乗じようしてしまった。

「俺、結構重いぞ」「この自転車は私の方が慣れている。君よりは上手く漕げるはずだ」

　彼女の言に俺は納得し、荷台にまたがった。

　走りだす。彼女の言うとおり、自転車はなかなかの安定度で、みぞれ状に積もった雪で滑すべりやすくなった道を走って行く。

　曲がり角にさしかかっても、多少の揺れはあったがしっかりと曲がることができた。俺は彼女の腰に回した腕に力を込め、それをやりすごす。

　が、カーブを終えた瞬間、ぐらりと傾かたむいた。

「おい、あんまり強く触るな！」

　領家が怒ど号ごうとともに振り向く。更に車体は揺れるため、もっと力がかかってしまう。

「不可抗力だよ、前見ろ」「もっとこう、やりようはないのか!?」「諦あきらめてくれ」

　今は冬、しかも雪模様の中で、彼女はびっしりと厚着をしている。あまり身体の感触は感じられない。そんなに気にするほどでないと思うのだが……領家はキッとこちらを睨にらんで、低い声で言った。

「それ以上強くしたら、下ろすからな！」「……努力する」




　そんな言葉を交わしながら、俺らは雪の降るバレンタインの早朝に、自転車で二人乗りをしながら学校へと向かっていった。

　案あんの定じよう、街は寝静まっていた。今は寝ね床どこでぐっすりと眠っている子供たちは、朝、太陽が昇ったら、庭に降り積もった雪に喜んで駆けまわるのだろうか。そんな躍やく動どうが、いまの死んだように静かな街から出てくるなんて、なんだかちょっと想像のつかないことだった。

　普段あまり自転車には乗らないから、歩くよりもずっと速く通りすぎていく風景は、新鮮だった。いや、それは領りよう家けの漕こぐ自転車の後ろに乗っているからだろうか。

　しばらくすると、二人分の厚着を通してじっくりと、領家の熱が伝わってきた。彼女は照れくさそうに「暑い」と小さくつぶやいて、俺がなにも答えないでいると、そのまま黙々と自転車を漕いでいった。




　学校の付近へと差し掛かると、こんな真夜中だというのに、通学路には座り込んだ学生の姿があった。彼らは厚着をして丸まりながら居眠りをしているみたいだ。そしてその傍かたわらには「チョコください」のプラカードが掲げられている。

「あれ、なんだよ」俺が訝いぶかしがりながら言うと、領家は平然と答えた。

「チョコ難民だ。毎年バレンタインになると、チョコレートのおこぼれにあずかろうと、ああいう手合が湧わくのだ。ポジショニングが重要だからな、前日から張り込んでいるのだろう」

　俺は熱い涙が目頭に浮かんでくるのを感じていた。そんな努力を発はつ揮きすることができるのなら、それ以前にその熱量を女の子に対するアプローチに費やしておけば、なんらかの成果を得ることができたんじゃないか？　だが、そうはいっても出来ないのが、俺らなのだ。

「彼らも、活動に加えることってできないかな」

「ルンペンプロレタリアートは革命の原動力とはならない。むしろ、見ての通り恋愛至上主義者の煽せん動どうに乗りやすい彼らが、反革命の温おん床しようとすらなりうることは、もはや自明だろう」

　領家はそう切って捨てると、彼らには一切目をくれることなく、自転車を走らせていった。




　アジトに着くと既にそこには三人の姿があった。西にし堀ぼりと神しん明めいさんは「友達の家にお泊まり」と言いつくろってアジトに泊まり込んだらしい。到着するといつものように神明さんが西堀を抱っこする形で、ベッドに横になっていた。

　定位置に座って、困ったように笑う瀬せケが崎さきの姿があった。

「これ、朝ごはんになるかな」

　机の上にどん、と置かれたポリ袋を指差す。見ると、中には大量の、包装紙にくるまれた箱が。チョコレートだろう。

「どうしたんだ、これ」「下駄箱にあったんだ。入りきらないからって、特設コーナーみたいなのがあって笑ったよ」

　前日からの分がこれだけあったら、今日置かれる分はものすごい量になるだろう。スケールが違いすぎて嫉しつ妬とを起こす気にすらならない。

　俺と瀬せケが崎さきは手分けをして包み紙を開け、市販品のものだけを抜き出して分別する。手作りは何が混入されているか分からず、決して食べる気にはならないとのことだ。なんらかの苦い経験があるのだろうか。なんだか背筋の凍こおる話だ。

　添えられた手紙は見ないようにして瀬ケ崎に回す。しかし彼はちっとも読む気はしないらしく、片っ端からポリ袋に放り投げていった。

「老ろう婆ばから貰もらった真しん摯しな恋文を、少しでも読む気になるかい？」

　瀬ケ崎は俺の耳元で小さくつぶやいた。なるほど、彼にとってはそんなおぞましき手紙なのか。

　部屋の中にチョコの甘い香りが充満してくる。眠っていた二人が、その匂いに誘われて起きだした。

「ん～どうしたの」

　眠い目をこすりながら、神しん明めいさんが西にし堀ぼりと一緒に身体を起こす。どこか粘ねん着ちやく質しつな、にちゃあ、という笑みを浮かべた西堀の目には深いくまが刻まれていた。こいつ一睡もできてねえな。薄着の神明さんに一晩中身体を押し付けられていたら、まあわからん話でもない。

「みなさん、よかったらどうぞ」

　瀬ケ崎がチョコレートを前に、少しげっそりとした顔でそう言った。一人でこれを食い切ることなど、悪夢に他ならない。

　俺らが少し躊ちゆう躇ちよしていると、領りよう家けはチョコレートの置かれた机の前に立って言う。

「浴びるほどチョコレートを食べよう。飽きるくらいにまで。そうして、それを憎悪することで、闘とう志しをもりたてようじゃないか！

　倫理的問題はもちろん存在する。このチョコレートを瀬ケ崎にあげた女子は、もちろん彼が食べてくれる、喜んでくれるということを思って買い、贈ったのだろう。これを我々が食べてしまうという行為は、そんな彼女の思いを踏ふみにじるものだ。決して人道的に許されることではない。

　だが、それがどうした！　我々は倫理という枷かせから解き放たれ、革命を成功へと導く純粋で冷徹な機械とならなくてはいけない。バレンタイン粉砕──この目的のために、我々は鬼にでも悪魔にでもなろう。人々は我々を罵ば倒とうするであろう。平和なイベントに仇あだなす狂者として、排はい斥せきするだろう。我々にはそれを跳はね除のける力が必要なのだ！

　このチョコレートを食べたが最後、我々は一般生徒ではなくなる。このチョコレートは職業的革命家への通過儀礼なのだ!!」

　領りよう家けはそう演説すると、机の上においてあったチョコレートの箱をひとつ摑つかみ、まるまるその中身を口の中へと流し込んでしまった。

「うん、甘い！　うまいぞ!!」「わー私もやる！」

　神しん明めいさんも無邪気に領家の後に続く。西にし堀ぼり、瀬せケが崎さき、俺もそれに倣ならい、口の中をチョコレートの甘みでいっぱいにした。

　俺らは黙々と、口が乾くのも気にせずにチョコレートを頰ほお張ばりつづけた。案あんの定じよう、途中からチョコレートを見るのすら嫌になり、最後には憎悪するまでに至った。

「もし粉砕が失敗したら、この倍じゃ済まない量が来ますからね」

　瀬ヶ崎の言に、俺らは一いつ瞬しゆんシン、と静まりかえった。

「必ず……必ず成功させるぞ！」

　甘ったるい口の中をにちゃにちゃさせながら、俺は領家のその声に強く「応！」と応こたえたのだった。
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　朝練という体ていで早朝四時にやってきた柔道部とともに、俺らは学園封ふう鎖さに備えてバリケード構築を始めた。

「すまないな、こんな朝早くに」

　領りよう家けのねぎらいに、柔道部主将田た島じまが応こたえる。

「何を言っている。自分らは自分らの目的遂すい行こうのために行動するだけだ。今日はたまたま『打倒リア充』の下に集まった同志であったにすぎない」

　そう言うと田島は、いかつい顔をほころばせて、固く領家と握手を交わした。

　昨年の夏から柔道部を率いている田島主将だが、一年の頃はあまりパッとしない選手だったらしい。そんな彼を変えたのは、ある悲しい事件だった。柔道部ということもあり体格のいい彼は、クラスの中で力持ちキャラとして通っていた。そんなある日、田島がひとりの女子とともに日直の仕事をしていると「うわ、すごい筋肉」と女子が二の腕に触れてきた。女に免めん疫えきのない田島はそれに舞まい上がってしまう。女子はさらに田島の腕にぶら下がり、「これで持ち上げてみてよー」などという。田島が言われたとおりに上げてみせると、女子は歓かん声せいを上げた。極めつけに「私、付き合うなら田島くんみたいな男らしい人がいいなー」と吐き、田島を硬直させてしまう。時間が来たから、などと言って仕事を田島に押し付けて帰る彼女を、彼は脳筋系運動部男子特有の曖あい昧まいな薄ら笑いで見送るのだった。後日、田島が告白しようと彼女を呼び出すと、髪を金色に染めたひょろっひょろの男が彼女と手を繫つないできた。「汗臭い男は嫌」そう断られた。その事件以来、田島は鬼となった。誰よりも部活に打ち込み、誰よりもそれ以外のことに目を向けなかった。一直線だった。もともと体格にも恵まれていた彼は、やがて全国レベルの選手へとのし上がり、主将に就任したのである。

　あまりにも悲しいサクセスストーリーだった。恋も勉強も部活もうまくいく通信教育の宣伝漫画を真っ向からたたっ斬きるその彼のひたむきさに、俺は強く心を動かされたものだ。

「必ず成功させよう。そして奴やつらに目を覚まさせよう。恋愛ごっこよりも自分たちには、やるべきことがたくさんあるのだと」

　田島のその深みを帯びた物言いに、俺らは皆、何度も頷うなずくのだった。




　他の部活の朝練は、今日はお休みだ。それというのも、大たい性せい欲よく賛さん会かいの手に堕だした生徒会が、二月十四日朝練禁止令を出したからである。それは、朝早く学校に来て下駄箱にチョコレートを仕掛けたいという女子の思惑を、朝練の存在によって狂わせないためだった。これには柔道部を除くすべての運動部が賛同した。

　校則には生徒間での金きん品ぴん授じゆ受じゆを禁止する条項があるが、教師陣の考えは一貫して「恋愛でもさせときゃ御しやすいだろう」というものだから、彼らを恋愛による負のスパイラルへと陥おとしいれる絶好のチャンスであるこの日は、それを黙認するつもりなのだ。

　そんな憎むべき事態なのであるが、これは我々の活動にとっては幸運であった。誰にも邪じや魔まされる心配なくことを運ぶことが出来る。また、ある程度始業間際にまとまって人が集まるため、攻防戦の時間も短く済むことになるだろう。




　作業は急ピッチで進められ、正門以外の門は固く封ふう鎖さ、バリケードが何なん人ぴとの侵入をも拒むよう作り上げられた。攻略には相当の時間を要することだろう。また、本丸、作戦本部となる部室棟三階、フラワーアレンジメント研究部へと至る道には、万が一の時にすぐに敵の侵入を遮しや断だんできるよう、封鎖準備がなされている。

「いよいよだな」

　領りよう家けはぶるり、と身体を震ふるわせて言った。武む者しや震ぶるいという奴やつだろう。

「必ずやリア充どもを恐怖のどん底へと陥おとしいれ、その誤ご謬びゆうに気付かせてやろう」

　俺の言葉に、領家は力強く頷うなずいた。




　こうして我々は、運命の朝を迎えたのだった。




　　　　○
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　雪の降りしきるなか、生徒たちは傘かさもささずに校門前に密集していた。そもそも混雑がひどすぎて傘などさせないのだ。

　その中には手をつないだ恋人たちもいる。おそらく、高校生という貴重な一時期にしか体験できない、「バレンタインの学校」の空気を楽しむためにやってきたのだろう。だがその目もく論ろ見みは、実力行使で全学封ふう鎖さを断行した狂者＝我々反恋愛主義青年同盟部によって、完かん膚ぷなきまでに粉砕されてしまったのだった。

　今は使われていない、校門横にある守衛詰め所の屋根に器用によじ登った領家が、トランジスタメガホンの大音量を、雪とともに浴びせかける。

「チョコレートを捨てよ！　校内での金きん品ぴんの授じゆ受じゆは校則で禁止されている！　学校は勉強に励むためにある場所であって、交尾相手を見み繕つくろう場では、断じて無い!!」

　広い門は机や椅子で出来たバリケードで完全に封鎖されている。隣となりについた通用門の方では、何重もの厳戒警備のもとで、検問が行われている。

　教師陣の抵抗はなかった。彼らは検問を通されると、何もせずにすぐさま職員室へと向かっていった。その体ていたらくに、校門前の生徒から反発の声が出始めていた。

「腑ふ抜ぬけ教員共の姿を見たか！　あれが、現状になんの疑問も持たずに社会に迎合しその他大勢と同じように恋愛に没頭する、諸君らの未来の姿だ!!」

　領家の強い言葉に、ざわ、と群衆がどよめく。自分たちの危機に対して何も出来ない大人たちの姿は、彼ら彼女らに深い嫌悪を感じさせたのだろう。




　バレンタインに関係なさそうな生徒たちは、続々と検問を通過している。「頑張ってください！」「応援してます！」などとねぎらいの声を掛けてくれる者も少なくなかった。確実に我々の思想が大衆に浸透しつつある証しよう左さだった。

　と、そんなとき見るからにチャラそうな、髪を金色に近い茶に染めた女子が検問に入ってきた。

「チョコレートは持ってないだろうな」

　柔道部員の問う声。尋たずねられた女子は「持ってくるわけないじゃん。学校は勉強する場所でしょ」と聞かれてもいないのにべらべらとしゃべった。

　しかしその質問は、形式上のものにすぎない。

「やれ」

　柔道部員が言うと、四よつん這ばいになったひとりの男子生徒が、彼女の鞄かばんに鼻をつけてクンクンと嗅かぎだした。

「うわなにキモ」

　それは変わり果てた計算機科学部・藤ふじ枝えだの姿だった。家族からも、義理チョコすら貰もらったことのない彼は、チョコレート欲しさのあまり体質が変化し、カカオの匂いに警察犬レベルで敏感になってしまったのだ。そんな悲劇的な彼だが、その存在が我々のチョコレート封鎖に対して大きな貢こう献けんとなった。

「チョォコ喰くぅいてぇ……」

　唸うなるように吠ほえる、藤枝。さすがに引く、我々。気絶寸前の、女生徒。

　そんな時、藤枝が「うぉおおおん」と反応した。猛もう獣じゆうに見み紛まがうばかりの動きで、彼は女子の鞄にかぶりつこうとする。柔道部員は三人がかりで藤枝をそこから引き離すと、別の二人が女子生徒から鞄を取り上げ、中身を検けん閲えつする。

　すると、その底板の下から、綺き麗れいにラッピングされた箱が見つかった。

　柔道部員はそれを「没収」と朱書された大きなポリ袋に無造作に放り込むと言った。

「通ってヨシ！」

　女子は恨みがましい目線を我々に投げかけながら、小走りで校舎へと向かっていった。

　既にポリ袋には、大量のラッピングされたチョコレートが集まっている。




　彼女のそのすぐ後ろに控えていた男子は、微妙な薄茶色に染めた髪をワックスでピンピンに固めている。

「これ、地毛だから」

　柔道部員を威い嚇かくしながら言った。確かにそのチャラそうな外見も相まってその凄すごみは一般生徒を怯おびえさせる効果はあるだろう。

　しかし、そんなブラフが田た島じまに通用するはずなかった。

「なんだそのハリネズミのような頭は！」

　腹の底まで響ひびくような声で叱しつ責せきすると、田た島じまは彼に剣道部から借りてきた面を、ズボッ、と被せる。

「う、うわ、なんだこれ……臭くさッ！」

　面を通してくぐもった彼の声は、その言葉を最後に途切れた。

　またズボッ、と田島が面を外すと、重力に逆らってピンピンとはねていた髪はぺったりと頭部に張り付き、権力への反感に怒っていた彼の目は、焦点の合わぬぼんやりとした無気力なものになっていた。

「よし通れ！」

　彼が傍そばを通ると、刺激臭で目が痛くなった。周りを歩く女子たちはあからさまに彼を避さけて通っている。この仕打ちは、バレンタインに向けて気合を入れてきた彼にとって大打撃だろう。

　その一方で、あからさまにモテなさそうな毬いが栗ぐりあたまで小太りの男子は、一応そのバッグを藤枝の鼻先に近づけた後、悠々と通って行った。




「何なん人ぴとも我々の目をかいくぐることは出来ない！　素直にチョコレートを捨て、勉学へと励む真しん摯しな学徒として生まれ変わり、この門をくぐりたまえ！」

　校門前での緊張は、時々刻々と高まっている。

　始業まではあと十五分を残すのみとなっていた。




　　　　○




　校門での戦線の一方で、学園内でも着々と活動は行われていた。

　領りよう家けの横に控えている俺のところからでも見える。屋上からは義理チョコの投下が行われていた。

　投じられたチョコは雪に入り混じりながら曇どん天てんを舞まい降おり、昇降口へと向かう生徒たちの頭上に降り注いでいる。男子生徒たちは落ちてくるチョコレートを必死でかき集めている。

　男子生徒にチョコレートを配布してしまうことで、始業後に起こりうる我々への反動を抑制する狙いだ。

　この投下作戦を行おこなっているのは、我々と同じくヘルメットに手ぬぐい姿の神しん明めいさんだ。

　投じられるのは、なんの変哲もない５円チョコ。しかしバレンタインに、義理チョコを含めひとつももらえないことが予想される男子らにとって、それは恵みの雨に他ならなかった。

　更に言うと、それを投下しているのが、他ならぬ神明さんだということが、彼らの熱狂に一役買っていた。彼女も我々と同じようにヘルメットを被り、手ぬぐいを顔に巻きつけたいでたちだが、どうしてもその体型は隠し切れない。いや、むしろ顔が隠されることで、余計にそのわがままなボディが強調されていた。

「おい、あれ見ろよ……」「うん、もう他の女子のチョコとかいらんわ」「母親以外からチョコもらったの初めてだ。俺、これ婆ちゃんの仏ぶつ壇だんにお供えする……真面目に生きてると、いいこともあるんだな。ありがとう、ありがとう……」

　昇降口前に駆けてきた俺に、そんな会話が飛び込んできた。戦果が上々であることを確認する。あと、最後の奴やつすこし重すぎるだろ。ひとつかみ幾いくらの義理チョコを大事そうにお供えする孫を、あの世から見せられる故人の立場を考えると、あまりにも不ふ憫びんすぎた。




　瀬せケが崎さき、西にし堀ぼりは校内を巡回し、異常が無いことを確認している。

　腰に下げたトランシーバーから、声が聴こえる。

「こちら西棟三階、異常なし」「中央棟二階、平へい穏おん」

「了解、引き続き警戒を行ってくれ」

　校門へと駆け戻りながら、返事をする。

　検問を抜けたところで数取器を片手に、通過した生徒の数を勘定している計算機科学部員に、声をかける。

「カウントは？」「５７０です」「約半分か……」

　既に全校生徒の約半分が校内へと入っている計算となる。チョコレートは未いまだにひとつたりともこの学園の敷居をまたいではいない。

　俺は勝利への予感に、身体中の血が沸わき立たつのを感じた。しかし、なんとかしてそれを面に出さないようにぐっ、と堪こらえる。まだ半分だ。残りの半分をしっかりと処理してこそ、我々は勝利を高らかに宣言することができるのだ。

　自らを諌いさめるそんな俺の頭の中に、ふと女児のことが浮かんできた。俺は何をやっているのだろう、という空中浮遊の感覚が去来し、そのあとで背を焼くような不安が襲おそってきた。『後はなりゆきに任せるだけで』『君は領りよう家け薫かおると恋人関係になれるだろう』女児はそう言った。

　何がどうなることが、俺にとっての勝利なのだろう。革命の機き運うん渦うず巻まく熱狂の校門前でひとりそれから取り残されて、俺は考えていた──いや、結論などとうの昔に出ているのだ。俺はただ、それを先延ばしにしてきたにすぎない。




　詰め所の屋根に登って演説を続けていた領家に、俺は後ろから耳打ちして、校内の現況を伝えた。彼女はそれに頷うなずくと、ひときわ大きな声になって宣言する。

「今や革命は現実のものとなりつつある。諸君らの半数は我々の思想に感化され、バレンタインを放ほう棄きし、心を新たに学まなび舎やへと入っていった。彼ら・彼女らの賢明さを、私は誇りに思う。わが校にも未いまだ恋愛に精神を毒され切っていない、本当は真面目な学徒がこれほどまでに存在していたことに、感動すら覚えた。

　君たちはどうか？　このまま、目と鼻を遮さえぎられ、風呂だと偽いつわって浸つからされている温ぬるい肥こえ溜だめのプールの中で『は～極楽極楽』と言い続ける人生を送るのか？　精神の改革を行うのは、本当に今が最後の好機なのだ！」

　その演説に、たむろしていた生徒たちがひとり、またひとりと検問所へと向かっていった。女子はチョコレートを自らポリ袋に投棄し、男子はワックスでピンピンに立てた髪をねかしつけ服装を正し、校舎へとぼとぼと向かっていく。

　一いつ旦たん流れができてしまうと、あとはもう逆らう声すら少なくなっていった。

　ＳＮＳでも、計算機科学部による宣伝とは独立に、一般生徒からも我々の活動を支持する声が出始め、しだいにそれが優勢になっていった。

『中央棟、平へい穏おん』『西棟全域、異常ありません』

　腰のトランシーバーが再度、西にし堀ぼりと瀬せケが崎さきの声を伝える。

　神しん明めいさんの投下するチョコレートを摑つかみ、校舎内へと入っていく生徒たちの姿が見える。

　藤ふじ枝えだはまたひとつ、バッグの側面に縫ぬい込まれたチョコレートを検知し、田た島じまはまたひとり男子の髪をぺたんこにした。

　すべてが、上手く行っている。

　──上手く、行き過ぎている。

　粛しゆく々しゆくと改革が進行しつつある学園内で、俺は得体のしれぬ不安に襲われていた。
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　四分の三ほどの生徒を収容しきり、始業までの残り時間はあと十分となっていた。

　同盟及びそのシンパからなる我々の連合軍が、着実に目の間に迫りつつある勝利に酔いつつある、そんな時だった。

『西棟四階、チョコレートを発見！　即座に押収しました。出所不明、尋じん問もん中ちゆうです!!』

　瀬ケ崎からのその緊迫した音声に、場は騒そう然ぜんとなる。

　どこから入った？　藤枝の検知能力に限界があったのか？　しかし事前の調査では、彼の鼻先二十センチメートル以内でのチョコレート検出率は99・99％だった。鞄かばんをほぼゼロ距離で嗅かいでいる現状では、その数値は更に跳ね上がるはずだった。

　だとしたら、一体どこが抜け穴に……？

　そんな風に悩む俺の目に、ひとりの男子生徒がとまった。小太りで丸まる刈がり、ひたいに汗を浮かべた彼は、いかにもモテなそうな風ふう体ていであるが、一応その鞄を藤枝の鼻先へと通すようにしてスキャンを終えると、ハンカチで汗を拭きながら校舎へと向かっていった。

　既視感があった。なぜ奴やつは二度も、この門をくぐって入ってきたのだ？　確かに始業前に荷物を置いてから正門前のコンビニに買い出しに行く生徒はちらほら居るし、今日も何人かを外向きに通した。しかし彼は、コンビニのビニール袋を提さげていないのだ。

　なにかが、おかしい。

　そう思い、俺は彼に駆け寄り、声を掛けた。「すみません、ちょっと……」

　次の瞬しゆん間かん、俺の目の前には彼の腕があった。振り向きざまにラリアットを繰り出してきたのだ。

　間かん一いつ髪ぱつ、俺は身体を低くした。ヘルメットが彼のコートのボタンにあたり、カン、と高い音をたてる。彼が運動不足でなく機敏ならば、俺は今頃真っ白な積雪のパレットに鮮血の紅くれないを一筋置き、その後大の字に倒れていたことだろう。心臓がきゅっ、と縮こまる。

　彼は攻撃の成否を見ることもなく、校舎へと駆け出していた。

「捕らえろ！　反革命分子が出たぞ!!」

　いきなりの攻撃を受けて縮み上がっていた身体を無理やり動かし、俺は大声で叫んだ。即座に柔道部員が彼を追いかけはじめる。

　必死で逃げる彼。ものすごい勢いで迫る、柔道部員。

　古典的なアニメーションのようなその一シーンは、逃亡者の転倒によって幕切れとなった。

　新雪に前のめりに倒れこんだ彼に、三人の柔道部員がのしかかる。「ぴょみ」という、人間からは決して鳴ってはいけない音が、彼の断だん末まつ魔まとなった。

　俺は直すぐさま取り押さえ現場へと駆けていくと、尋じん問もんを始めた。すぐに、彼の体型の異常に気づく。

「脱げ」

　俺の言葉に、柔道部員三人がぎょっ、となり、こちらを見る。彼を押さえていない方の手は、なんとなく自分の尻のガードに向かっていた。俺と瀬せケが崎さきがアヤシイというのは、もはや公然の事実となっているらしかった。泣きたい。

　雪と見み紛まがうばかりの蒼そう白はくな顔をした反抗者は、ゆっくりとベルトを外し、制服のズボンを脱ぎ始めた。

「そっちじゃねえ、上だ」

　柔道部員たちは口々に、「脇か？　贅ぜい肉にくにつっこむのかも」「へその穴なんて聞いたこと無えぞ」「俺、どこ隠しゃいいんだ」などと小声でつぶやきあっている。全部聞こえてるからな。あとなんでそんなこと思いつくの？

　俺の宣告に彼は数秒間、目を泳がせた後、おもむろにコートと制服を脱ぎ始めた。

　その内側には、想像どおり大量の、包装紙にくるまれた箱が、テープでぐるぐる巻きにして彼の身体に留めてあった。

「密輸だ！」「このやろう!!」

　柔道部員が彼を締め上げる。俺はテープをビリビリと剝はがし、密輸されようとしていたチョコレートを没収していく。バッグには何も入っていなかった。

　おそらく、バッグにチョコレートが入っていないことを示し信用を得ることで、自らの身体に巻き付けられたチョコレートから気を逸そらしていたのだろう。包装紙を見ると、ところどころに汗染みがあった。開けると、中のチョコレートにまで彼の汗が染み入っているものすらある。彼の体臭によるスクリーニング効果もあって、藤ふじ枝えだの鼻をかいくぐることができたのだろう。

　こんなことをしてまで、彼らはチョコレートを校内に運び込もうというのか。

「どうしてこんなことをした」

　柔道部にいびられ縮み上がっている彼を、俺が問いただす。

　外見からして明らかにモテそうもない彼は、我々の思想に共感こそすれ、身の危険を顧かえりみずに反抗運動をやるとは思いがたい。

　彼は少しの間逡しゆん巡じゆんしてから、やがて覚悟の決まった目になってしっかりと俺を見据えた。

「お前らは、間違っている！　なんで各個人の自由意思による贈答が、こんなふうに制限されなきゃいけないんだ。かような全体主義的な弾圧を、俺は絶対に見過ごすわけにはいかない!!だから俺は運び屋を買って出たんだ！」

　正論だ。正義だった。

　俺は反論の余地もなく、ただ彼を見つめることしかできなかった。

　そうなのだ。そんなことは分かりきっていることなのだ。

　と、腰につけたトランシーバーがまた、瀬せケが崎さきの声を運んでくる。

『状況説明します！　何らかの物体を持った女子の一群が「うわ、汗ついてんじゃん」「きも。こんなの使えねーよ」「マジであのハゲ死ね」「買い直して放課後渡すのめんどくせーな」などと言いながら、物体をゴミ箱に投下している姿を見つけ、訝いぶかしんで漁あさると、なにやら濡ぬれた贈答用チョコレートと思われるものが出てきました。武装を解除し素顔でぼくが彼女らに尋じん問もんすると、「あっ瀬ケ崎くんじゃん」「今日チョコあげらんなくてごめんね」「なんか校内に運んでやる、って奴やつに頼んだんだけど、そいつが使えなくて」「もーほんと最悪。今度あったらあいつ袋ふくろ叩だたきにしよ」などと供述していました。どうやら運び屋が居る模様です！　調査お願いします!!』

　報告内容を聞かされると、運び屋の彼はわなわなと身体を震ふるわせたのちに、慟どう哭こくした。

「リア充爆発しろ！」

　おそらくは彼にも、心の底では、この行為で彼女らに自分を見直させ、おこぼれに与あずかることが出来るという打算があったのだろう。

　彼の思想は正しかった。しかし、正しさというのは時に残酷なのだということを、彼は身をもって体現してしまった。




　　　　○
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　運び屋事件は、崩壊の序章に過ぎなかった。

「なんてことをするんだ!!」

　嫌な予感がして急いで校門へと戻ると、守衛詰め所の屋上に登った領りよう家けから、そんな悲鳴じみた声が聞こえてきた。

　慌あわてて現場へ急行すると、チョコレート検知器として獅し子し奮ふん迅じんの活躍をしていた藤ふじ枝えだの顔に、べったりと茶色の物体が塗りつけられていた。甘い匂いが、優に十メートルは離れた位置にいる俺のところにも漂ってくる。チョコだ。

　藤枝は四よつん這ばいの姿勢のまま、口の周りに付いているチョコレートコーティングに舌を伸ばしてベロベロ舐なめ取りながら、目をとろん、とさせて「チョコォチョコォ」と唸うなっている。本格的にヤバい。

「貴様、今日という今日はただじゃおかんからな。我々の活動の邪じや魔まばかりして！」

　領家は鬼の形ぎよう相そうになって、校門前に立つ女性に大声でがなりたてる。

　生徒会長・宮みや前まえだった。クリスマスの日の校門前での演説も、放送でのアジ演説も、彼女の率いる生徒会＝大たい性せい欲よく賛さん会かいの傀かい儡らい軍団によって阻はばまれてきたのだから、因いん縁ねんの相手だ。もしかしたらその前にも同じようなことがあったのかもしれない。

　彼女の手には、なにやらよくわからぬ、胡う乱ろんな機器が握られている。筒状のものに噴射口が取り付けられたシロモノで、中には茶色い物体が充満している。

　原理はよく分からないが、おそらくアレを用いてチョコレートを噴ふん霧むすることで藤ふじ枝えだをあんな変わり果てた姿に変えてしまったのだろう。領りよう家けが使っていたコーラ・メントス銃もそうだが、なんだかこの人たち食べ物で遊びすぎじゃないかな……。

　こうなってしまったからには、最早藤枝は使いものにならない。全身にチョコを塗りたくられた挙句、自らの顔面についたそれを舐なめとった彼は、匂いへの感度はおろか、チョコへの欲求すらも失った。

「あなたのようなヒステリックで僻ひがみ症しようなお馬鹿さんの暴走行為を止めるのが、生徒会の役目でしょう。楽しい学園生活を送ろうとする生徒の自由な行為を脅おびやかす動きがあれば、いついかなる時だって出動してみせますわ」

　生徒会長が凛りんとした声で言うと、ギャラリーからはどっ、と歓かん声せいが湧わいた。

「ふざけんな！」「早く通せ!!」

　校門前の民衆が、宮みや前まえに煽せん動どうされる形で反抗の意志を取り戻しつつあった。




　藤ふじ枝えだの力に頼ることが出来なくなってしまった以上、検問は柔道部員による実力行使を用いた直接検査をするしかない。

　しかしその柔道部員たちは、生徒会によって骨抜きにされつつあった。

「すごい胸筋！　なんかかっこいいな～」

　校門前で仁に王おう立だちしていた一人の柔道部員に、女子生徒がすり寄る。

　クラスの中心人物が作るグループの次に勢力の大きい、内に半数を超えない程度のオタク趣味を持つ女子を含がん有ゆうしたグループの二番目に可愛い子、といった感じの女子。成績は上の中程度で授業中はメガネをかけているが休み時間になると外す。とりたてて派手でもないが地味すぎず、クラスの中心人物とは中学校が同じであるため気兼ねなく会話できる。外見から、そんな感じの女子であることが窺うかがえた。

「いや自分、あの……」

　柔道部員はその女子を跳ね除けようとするが、胸筋へのタッチにより言葉を失ってしまう。

「すごーい。ね、ピクピクッ、て動かすやつ、できる？」

　その言葉に従い、彼は胸をピクッ、と動かしてしまった。もう相手の術中にハマっている。

「うわ、ほんとに出来るんだ！　私、初めて見た！」

　女子がキャイキャイと騒さわぐと、柔道部員は「あの……自分……自分……」とつぶやきながら、堪こらえきれぬ嬉うれしさに目を細めてしまった。陥かん落らくである。

　周りを見回すと、他の柔道部員にもそれぞれ同様の女子があてがわれ、「自分、あの……」の声が至る所から聞こえている。

　絶妙な攻撃だった。派手すぎず地味すぎない、喋しやべりやすい感じの女子を用いることで「これくらいならいけるかも」という気を起こさせ、そしてボディタッチを伴いつつ自尊心をくすぐってやることによって、一気に彼らの感情を搔かき乱みだす。プロフェッショナルの犯行だ。

　生徒会長は余裕の表情で、詰め所の屋根に登っている領りよう家けを見上げていた。

　対する領家は、勝利を目前に颯さつ爽そうと現れた彼女を、恨みがましく睨にらみつけている。

「あなたがたの結束とは、結局はこの程度の脆もろく儚はかないものなのです。それが分かったらいさぎよく諦あきらめてこちらに屈服し、早急に門を開放しなさい！」

「その程度で勝ったつもりとは、やはり恋愛狂信者の脳は沸わいているようだな。大たい性せい欲よく賛さん会かいによる洗脳に加担する貴様らの自己保身的本質を、我々は無限の革命的精神を以もつて粉砕してみせる!!」

　生徒会長は領家の話を聞いて鼻でフン、と笑うと、振り返って民衆に呼びかけた。

「今こそあの糞くそ女おんな率いる非リア充ファシズムを打倒する時です！　私たちの自由な意思に基づく恋愛行動を抑圧しようとする彼女らは、自由を暴力的に破壊し、自らの利益に基づいて民衆を屈服させようとする全体主義者に他なりません！　私たちの怒りが最高潮に高まった現在、その抑圧に反抗しようと引き絞られた弓は、放たれる時を今か今かと待ちわびているのです！　ここで我々の力を結集するのでなくて、いつするのでしょう！　自由を愛するすべてのみなさん、私と一緒に、闘たたかいましょう!!」

　その演説に呼応して、正門前で溜たまっていた生徒たちが、一斉に鬨ときの声を上げた。

　正門前に突入した群衆は、彼らの侵入を阻はばんでいたバリケードの解除を始めた。最早使い物にならなくなった柔道部員たちは、女子の誘導によって既に排除されており、それを止めることのできる人手はなくなっている。

「非リア充をぶち殺せ！」「陰キャラのくせにいきがってんじゃねーぞ！」「パシリでもやってろ!!」

　そんな怒ど号ごうが詰め所の上にいる領りよう家けへと飛ばされている。積もった雪を固く握った雪球が、こちらの陣営にものすごい勢いで投げつけられる。

　生徒会長の率いる先頭集団は、検問のために開けられていた通用門に殺到した。突破される──そう思った瞬しゆん間かん、通路に飛び出した人影があった。

　柔道部主将、田た島じまだ。彼は狭い通路に仁に王おう立だちして、そこをたった一人の力で塞ふさいでみせた。飛び出してくるリア充は次々と、ちり紙を扱うかの如ごとく軽々投げ飛ばされる。

「貴様らの暴ぼう虐ぎやく、この田島が必ずや食い止めてみせる!!」

　彼はヘルメットや手ぬぐいを外し、匿とく名めい性せいすらかなぐり捨ててそこに立っていた。俺はその捨て身の精神に、目頭が熱くなるのを感じた。

　バリケードはそう簡単には破られない。そしてただ一人通路に立ちはだかる田島も、想像を絶する働きでひ弱なリア充軍団を投げ捨てていた。

「意志薄弱、付ふ和わ雷らい同どうたるリア充諸君らに、我々の鉄壁は崩せぬ！」

　領家はそう叫ぶと、護身用に備えていた例の銃の引き金を引き、バリケード撤去にとりかかっていた群衆にコーラの雨を浴びせかけた。彼らの側も雪球で応戦し、とびきりファンシーな地じ獄ごく絵え図ずの様相を呈ていしている。

　案外もちこたえるかもしれない。

　俺がその期待を胸に抱いた瞬間、仁王立ちして通路を塞ぐ田島の前に、生徒会長・宮みや前まえが現れた。

　彼女の姿を見ると田島は、猛もう獣じゆうのように白い歯をギラリと剝むき、目に炯けい々けいとした光を宿しながら叫んだ。

「久しぶりだなァ、宮前ェ!!」

　対する生徒会長の方は、沈黙している。

「都合のいい駒として男子の純情を利用し、その真しん摯しな想おもいをコナゴナに粉砕する。貴様の行おこなったそんな残虐行為が、こうして俺という化け物を産んだのだ！　俺はお前に感謝すらしている。既に修しゆ羅らとなりきった俺に、色仕掛けなど通用せん！　どうだ、自らの行いが巡り巡って、自分の首を締めるという苦悩の味はァ！」

　田た島じまは唾つばを飛ばしながら、叫んだ。

　彼が利用され、勘違いした挙句フラれた相手とは、生徒会長だったのだ。なんという凄せい絶ぜつな運命だろう。彼女は自らがトリガーとなってしまった田島の剛直に、今まさに殺されようとしているのだ。

　生徒会長はただ彼をじっと見つめ、沈黙している。

「どうした、怖くて声も出ないか！　所しよ詮せんは人に流されて行動するだけの貴様らのことだ、予想外のことに行動不能になるのも無理は無い。ハハハッ、それが貴様らの限界なのだァ!!」

　田島は今までに見せなかったほど饒じよう舌ぜつに、まくし立てる。

　仇きゆう敵てきを眼前にして、ハイになっているのだろう。俺の精神も彼に連帯して、高こう揚ようしていくのを感じた。

「少し……いいでしょうか？」

　そんな中、生徒会長は硬く閉ざしていた口を不意に開いた。

「命いのち乞ごいの言葉か？　聞くだけならいくらでも聞いてやるぞォ!!」

　田島は絶対的勝者の余裕から、高笑いとともにそう言ってのけた。

　続く生徒会長の言葉は、簡潔だった。




「誰？」




　目め眩まいがした。どうしてそんなに他人の精神を抉えぐる発言ができるのか。俺はその言葉に、自分が傷つけられたかのように恐ろしくなって震ふるえた。

　利用し、その結果として招いた彼の告白を、こっぴどく振った。その男のことを、彼女は忘れていたのだ。『誰？』その簡潔な誰何すいかの言葉に忍ばされた鋭えい利りな刃やいば。

　田島は、動かなかった。これだけのことを言われて、全く動揺しないとは。俺は彼の強さに心の底から感心した。

　そんなとき、彼に雪球がひとつ、ぽすっ、と当たった。

　蚊かの一撃だ。筋肉の分厚い鎧よろいをまとった彼に、そんなものが通用するはずがない──

　しかし、田島はゆっくりと、後ろに倒れはじめた。その顔は完全に、脳筋系運動部男子特有の曖あい昧まいな薄ら笑いで硬直していた。『誰？』の刀は、完全に田島の心を一刀のもとに両断してしまったのだ。

　どすん、と田島が地面に倒れ込む低い音が、周囲に響ひびく。彼は倒れたまま、もう動くことはなかった。

「敵は消えましたわ！　自由の回復は目前です!!」

　生徒会長の声に、民衆が通用門に殺到する。

　蒼そう白はくになって固まる領りよう家けの下に、俺は急行する。

「おい、ヤバいぞ！　撤てつ退たいだ!!」

　しかし彼女は、動こうとしない。

「……逃げることなど、許されない」

「戦略的撤退だ。一いつ旦たん態勢を立て直し、再度攻勢に出る！　今のままじゃ、みんなやられて終わりだ！」

　領家はギリッ、と歯を嚙かみ締めて眼下の民衆を睨にらみつけてから、屋根の上から飛び降りた。

　俺らと残りの面々が校舎へと向けて駆け出した瞬しゆん間かん、生徒会長に導かれた群衆が通用門を越えて敷地内へと流れだしてきた。

「あいつらだ、殺せ！」「非リア充に身の程を分からせてやるんだ！」「お前らは一生コミュ力の高い俺らに搾さく取しゆされ続ける運命なんだよ！　さっさと奴ど隷れいとして服従しやがれ!!」

　敗走する俺らに、そんな怒ど号ごうが投げかけられる。

　始業五分前を告げるチャイムが、校内に響ひびき渡った。







　　　　３




０８：２５




　没収したチョコレートを入れたポリ袋をサンタクロースのように肩に提さげ、俺は領家とともに校内へと駆け込んだ。

　緊急の連絡を受けた西にし堀ぼりによって、下駄箱へと向かうガラス扉が一部を除いて封ふう鎖さされ、俺らが入った瞬間、最後の一枚も閉じられる。

「早く上へ。こんなのすぐ破られる！」

　西堀の言葉に頷うなずき、領家と俺は部室棟三階のフラワーアレンジメント研究部へと向かう。西堀は下駄箱の陰に隠れたあと、ヘルメットを外し手ぬぐいを取り去り、一般生徒に紛まぎれる準備をしている。

　下駄箱に到着した群衆により、扉がドンドン、と叩たたかれる。それからガラスが破られる甲高い音が鳴るのに、数十秒もかからなかった。

　校舎内の生徒たちは未いまだ反乱に気づいていない。上靴にも履はき替かえず必死の形ぎよう相そうで駆け込んできた俺らを、ポカン、とした顔で見つめている。まだ情報操作が利いているのだろう。

　部室棟へと入ると、同様にバリケードによる封ふう鎖さ準備が始まっている。

「奴やつらに捕まるなよ！　終わったらすぐに武装を解除して、一般生徒に紛まぎれ込め！」

　俺の言葉に、作業を行おこなっていた柔道部員らは顔をサッと蒼あおくして頷うなずいた。領りよう家けは唇を強く嚙かみしめている。

　瀬せケが崎さきや神しん明めいさんは、既に教室に戻って席についているとのことだ。

　残ったのは、俺と領家二人だけだ。

　二人で協力して部室棟三階へと昇る階段の封鎖を完成させ、部室へと入り込む。さらに部室の扉も厳重に封鎖し、その内側に簡易的なバリケードを築いた。

　しかし、こんなものは気休めにすぎない。本気になって襲おそってきた群衆にかかれば、一分もかからずに突破されてしまうだろう。




　先ほどまでの喧けん騒そうが噓うそのように静かな部室。

　領家と俺は二人きりだった。彼女に連れられて初めてここへやって来た時のことが、頭の中に蘇よみがえってくる。

　彼女はその頭を覆おおっていたヘルメットを脱ぎ、顔の下半分を隠していた手ぬぐいを外した。長い髪がすとん、と肩に落ち、乱れた毛先がその紅こう潮ちようした頰ほお、そして血の滲にじんだ唇にかかった。

　その目は、闘とう志しと失意の間とで不安定に揺らめいている。

「領家、どうして武装を解除するんだ」

　俺が問うと、彼女は嗄かれかけたか細い声で言った。

「もはや生きるか死ぬかしかない。この状態で奴らと相あい対たいして、逃げおおせる道などないのだ。隠すだけ無駄だろう」

　その悲痛に満ちた声に、俺の心臓は握りつぶされた。背水の陣に他ならない。

　俺はチョコレートの入った袋を、机の上に無造作に載のせた。百は下らない数の箱が擦こすれあい、中でガサガサと音を立てた。

「まったく、学校に何をしにきているんだか」

　俺が言うと、領家は口を開こうとしたが、言葉に詰まったようにとどまってしまった。

　コートのポケットの中に手を突っ込んだまま、領家は窓ぎわに寄って外を見た。ベランダの向こう側には、雪に覆おおわれた風景が広がっている。

「こんなに雪が降るのは、まだ小学校に上がる前以来だな。あの時はまだ、母親がいたんだ。あいつと一緒に、雪だるまを作った」

「この前の……三み橋はしさんのことか」

「あいつの名など覚えなくていい」

　領家は軽く笑いながら、そう言った。その目は憎しみとともに、どこか遠く、懐かしさを思わせる色が含まれているような気がした。

「雪というのはいいものだ。我々の雑念を、すべて覆おおい隠してしまう一面の白。その無む垢くに、私は心の底から憧あこがれる。常々、そうありたいと思ってきた」

　そう言うと、彼女は窓を開け放った。ひゅうっ、という突風とともに、雪が室内に入り込んでくる。

　彼女の黒い髪が風に煽あおられ、はためく。その透とう徹てつな黒に、雪の純白はよく映えた。

「領りよう家けのこと、俺はまだよく知らないみたいだな」

「知らなくてもいい。私は、他人に詳しく知ってもらうような価値のある、人間じゃない。あの女の子供なんだから」

　そう自じ虐じやくする領家は、物悲しくも美しかった。俺を遠ざけようとする彼女に、しかしつっこんで訊きいた。

「よかったら、教えてくれよ」

　領家は諦あきらめたように静かに笑って、語りだした。

「父親とあいつは大学のサークルで出会ったらしい。奴やつは女子大からその大学のサークルにマネージャーとして参加していたんだ。父はまんまとあいつに籠ろう絡らくされた。在学中に私が出来てしまったからな、学生結婚で……それで私が六つのころに、離婚した。あいつの浮気だった。そして私も捨てられた。あの子供を見たろう。とんだお笑いぐさだ。それ以来父は、仕事が忙しいのにもかかわらず、男手一つで私を育て上げた」

　領家のその告白は、いたって単調に語られた。だからこそ、俺には深く染み入る。彼女はそれを平然と話すことができるほど、そのことに馴な染じんでしまっているのだ。

　遠くから、バキィッ、という破砕音が響ひびいてきた。おそらく階段に設置されたバリケードが、破壊されつつあるのだろう。

　ここも、もうじきだ。

「私は父をこんな目にあわせるあいつを憎んだ。女そのものを憎んだ。それにはもちろん、奴の血を一番強く引く、私自身もふくまれた。そういうことだ。私はすべてを破壊したかったのだ。すべてを巻き込んだ自爆テロを仕掛けたかった」

　その過去形に、心臓がきしむ。

「だが、それももう終わりだ」

　階下から幾百もの足音。駆け上ってくる。

「まだ一度失敗しただけだろう。この程度で諦めるのか」

　俺の言葉は、空くう虚きよだった。

「失敗しただけなら、良かった。一度挫くじけても、また立ち直れるだろう。奴への深い憎しみがあれば、何度でも。だが私は、それすらも失ってしまったようだ」

『あの子は、丸くなった』三み橋はしさんの言った、そんな言葉が脳裏に蘇よみがえる。

「私は丸くなった。それは他でもない」

　領りよう家けは言葉を切ると、窓を向いていた顔をキッ、とこちらに向け、俺の目を見た。

「お前のせいだ」

　足音は近づいていた。「殺せ！」「チョコレートを奪だつ還かんせよ!!」「僻ひがみ症しようの非リア充を全校生徒の晒さらし者ものに！」そんな暴徒の声がドア越しに聞こえてくる。

「それは、どういう……」

　俺が問い返すと、領家は儚はかなげに笑った。

　瞬しゆん間かん、ドアを蹴ける轟ごう音おんが部屋中に響ひびいた。もう、暴徒は壁一枚隔へだてたすぐそこまで来ている。

「もう、おしまいだな」

　領家はそう言うと、ゆったりとした動作で、俺に近づいてくる。

　ドアに体当たりするような低い音が、一定間隔で響いてくる。「抵抗は無駄です！　早急に扉を開けなさい!!」生徒会長・宮みや前まえの声が壁一枚介した向こう側から聞こえてくる。

「ひとりきりで活動していた私は、仲間が欲しかったんだ。そんな軟なん弱じやくを口先では笑いながらも、本当は気の許せる仲間を求めていた。そんな時、私はお前に出会った。あの叫びを聞いた瞬間、私は鳥肌がたったよ。それで高たか砂さごが仲間になって、アドレス帳に初めて家族以外の番号を登録して、初はつ詣もうでにいって……」

「おい、領家、早まるなよ」

　急に思い出を語り始めた領家に危機感を覚えて俺が言うと、彼女は首を横に振って笑った。

「仲間のつもりだったんだ」

　その言葉に、ドキリとする。俺が、女児と内通していたことがバレた、のか？

「今でも仲間だろ。何言ってんだ」

「そうだな。お前にとってはそうかもしれない。だけど、いつからか私にとっては、そうじゃなくなっていたんだ」

「どういうことだよ」

　外では大掛かりな破壊が行われている様子だった。「おい、電でん鋸のこ持ってこい！」「化学部、爆薬準備してないか？」そんな物ぶつ騒そうな言葉が聞こえてくる。

「いつからだろうか。初はつ詣もうでのときにもう萌ほう芽ががあったのかもしれない。部員が増えるかもしれぬというのに、二人きりでなくなると不安に思った、あの時だろうか。むしろ、最初に出会った時かもしれないな。笑える話だ。私は自分の中に生じている決定的な矛盾に、気付かないふりをしてきたのだ。恋愛を信奉するものたちを罵ば倒とうし、それは偽いつわりの感情であると嘯うそぶいてきた。自分のことを棚に上げてな。私は、母親のことなど批判する立場にない。この前、あいつに会って、それがはっきりとわかったよ」

　領家の顔は、絶体絶命の窮きゆう地ちにいるというのに、どこか清々しかった。今まで彼女にある種の凄すごみを与えてきた毒気が抜けた、綺き麗れいな顔だった。

「どうせ捕まるくらいなら、落ちるところまで落ちてしまおう」

　領りよう家けは冗談めかしてそう言うと、ポケットにずっと突っ込んでいた手を、ゆっくりと出した。

　その手には、綺麗にラッピングされた箱が握られていた。

「おい、どうしたんだ、それ」

「この前の偵てい察さつで買った。私を謗そしるなら、いくらでもそうしてくれ」

　ガンッ、ガンッ、という鈍どん器きによる攻撃の音が響ひびく室内。しかしその内側は、ひどく静かにことが進んでいた。

　領家は俺の前に立つと、しばらく俯うつむいて、それから顔を上げた。

　俺の方が背が高い。軽く見上げる形になる。

　瞳ひとみは潤うるんでいた。

　唇はしっとりと艶つややかだった。

　ほのかに紅べにが差されていた。それが、汗で滲にじんでいた。

「高たか砂さご、受け取ってくれないか」

　俺が呆ほうけていると、彼女はしっかりと、念を押すように言った。




「私はおまえのことが、好きだ」




　始業を告げる、チャイムが鳴った。
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　女児の予言は的中した。俺は今日、特に自分では何をするというでもなく、この状態へと至った。

　彼女はどこまでの力があるのだろうか、恐ろしくなった。少なくとも、俺ひとりの身体の自由を奪うだけの力はある。そしてその気になれば自分の意にそぐわない人間を社会的に抹まつ殺さつできるだけの影響力があるということも、既に見せつけられた。

　俺らのすべての行為は、彼女の思いのままなのだろうか。

　おそらく、そうではない。彼女が俺に「領りよう家けを落とす」ことを依頼してきたのが、動かぬ証拠だ。もし彼女が自在に我々を操れるのなら、単に彼女を実力で排除してやればいいだけだ。わざわざ俺を使って搦からめ手てで行く必要などない。

　ただ、展開を予測する力は、明らかに人間の比ではない。複雑怪奇な紆う余よ曲きよく折せつを経へて至ったここまでの出来事をすべて見通すだけの力が、女児には備わっているのだ。




　ラッピングされた箱を差し出す彼女の手は、震ふるえていた。

　それはきっと、同じ年頃の女の子と、ちっとも変わらないだろう。あの鬼き神しんめいた領家の姿はそこにはなく、俺の前にいるのは、ただの、いや、とびきり綺き麗れいで可愛い女子高生だった。

　ここでチョコを受け取れば、ゲームセットだ。

　俺と領りよう家けは恋人同士になる。生徒会には捕まるが、きっと晒さらし者ものになる程度で済むだろう。俺と領家は活動のことなどきっぱりと忘れ、これまで馬鹿にしていた「まっとうな青春」を送り始める。領家はさらに丸くなって、友達もできるだろう。俺たちは、他の恋人がするのとまったく同じように、デートに行く。夜になると電話をする。相手が他の異性と話していると不安になる。喧けん嘩かをする。仲直りをする。デートに行く。会いたくて震ふるえる。手をつなぐ。キスをする。その先も。

　俺は長年の夢であった、彼女を手に入れるのだ。領家は非生産的な妄もう執しゆうを捨て去り、新たな道へと歩み始める。

　俺と領家は幸せなカップルになるだろう。傍はたから見ればバカップルというやつだ。これまでのことから、それは容易に想像がついた。自分たちが一番憎んできた存在に、自らが成り代わるのだ。

　もしかしたらそのうちうまくいかなくなるかもしれない。そうしたら俺らは別れるだろう。だけど領家は、今の場所には戻ってこない。新しい彼氏を探すだろう。きっと、俺もそうだ。そうして俺らは、恋愛のエコサイクルに組み込まれる。

　女児はほくそ笑む。自らの計画を阻はばむ存在がいなくなったことに。そして自分の計算通りにことが運び、その気になればどんな問題にでも対応可能だという確信に。すべてが随ずい意いであることに。自分が神であるという事実に。

　誰にとっても幸福な未来だった。

　それが、ハッピー・エンドだ。

　二人は幸せになりました。

　黒幕はその二人を見てほくそ笑んで、彼らには及びもつかぬ計画を、また一歩前進させました。

　狂気に対する解答は、必然的に狂気となる。幸福という未定義語を未定のまま駆動装置として組み込んできたツケが、この狂った茶番劇だ。我々は半狂乱のまま、舞台の上で踊り続けるしかないのだ。そうしなければ、すぐに爪つま弾はじきにされる。

　彼女のチョコレートを、笑って受け取ろう。

　そうして「実は俺も……」そんな台詞を、のうのうと吐こう。

　抱きしめ合おう。生徒会が入ってくるだろう。俺らを見てぎょっとするかもしれない。それがどうした。好きなもの同士抱き合って何が悪い。

　これまでの全てを否定しよう。恋愛は最高だ。そう思えないのは君らが本物の愛を知らないからなのだ。そんなふうに非リア充を小馬鹿にしよう。

　産もう、増やそう。この地上を人類で覆おおい尽くそう。

　ラブ＆ピース。

　愛することさえできれば、人はみな幸せになれる。そんな輪が広がって、世界は平和になっていく。




　吐き気がした。

　違う。

　違う。

　違う。

　そうじゃない。

　この世界はそんなに、下らないものじゃない。

　馬鹿にするな。俺は笑う。何が愛だ。クソ喰くらえ。

　そんな陳ちん腐ぷな、誰にでもできる、退屈しのぎなんかじゃなくて。

　もっと面白いことがある。俺はそう、確信していた。




　俺は領りよう家けの思想を、最初は本気にしていなかった。ただ彼女の激情につられる形で、俺は運動に参加した。それが、女児の出現によって現実と化しても、俺はそのままだった。流れに身を任せて、女児の言いなりになって、「領家を落とす」べく邁まい進しんした。

　いつからなのだろう、それが転倒し始めたのは。

　いつしか俺の周りには人が増えていた。最初は領家と出会った。西にし堀ぼり、神しん明めいさん、瀬せケが崎さき、それぞれの心の裡うちを明かされて、俺は変わっていった。そして領家の告白。

　それをもって、俺の心は完全に固まった。

　最早、俺の中では悩む余地などなかった。完全に明白なことだった。




　ドアの前はいよいよ騒さわがしくなってきた。ついに、バキッ、という音とともに、木製のドアに穴が空き、そこから金属の棒が覗のぞいている。「観念しろ！」「大人しくお縄につけ！」「チョコを無事のまま引き渡すんだ、お前らの家族は泣いているぞ!!」

　そんな怒ど号ごうを背景として、俺と領家は青春の甘酸っぱい一ページの中に居るのだった。

　俺はヘルメットを外し、手ぬぐいを取り去った。

　彼女に笑いかける。領家はそれにまばたきをしてから、微笑ほほえみ返した。

　ドスッ、ドスッ、ドスッ。扉に空いた穴の数が、みるみるうちに増えていった。

　俺は、その箱を受け取った。

　領家の手からそれが離れた瞬しゆん間かん、彼女の細く白い、繊細な指が、震ふるえているのが分かった。

　目め眩まいがした。

「高たか砂さご……」

　領りよう家けの声は、か細く震ふるえていた。

　俺は彼女の目を、深く、深く見据えた。

『全軍突入用意!!』

　扉の外側から、生徒会長の声が聞こえた。




　これから自分がしでかすことを考えると、えぐられたように心が痛んだ。明らかにそれは、間違った行為だった。

　それと同時に、ジェットコースターで落下し続けている時のような、あの、得えも言われぬ浮遊感に、足がガクガクした。それはともすれば、快感にも似た感覚だった。

　手が震えた。

　痛みに反比例するかのように、心は躍おどるのだ。

　そう、それはまるで、あの、屋上から叫んだ時のように。




　開け放たれた窓から突風が入り込み、室内に雪が舞まい込んでくる。風が、領家の長い黒髪をふわりと撫なでていった。

「雪……」

　彼女は小さくそうつぶやいて、目線をチョコレートの箱から、窓の外へと移した。

　その瞬間──




　俺は、勢い良く──

　勢い良く。




　その箱を、窓の外へと放り投げた。




　箱は窓枠を越えて、雪の降りしきる灰色の空へ飛び出していった。最初は直ちよく線せん軌き道どうを描いていたそれは、しだいに重力に魅みせられるようにして、落下をはじめていった。

　足がすくんだ。甘い毒に身体を冒おかされたかのように、力が抜けていく。

　その箱はゆるやかな曲線を描いて、裏庭の、新雪の積もった植え込みの上へ落ちた。パサリ、と乾いた音が、かすかに耳に届いた。

　降りしきる雪は、すぐにその表面を白く染めていき、やがて紛まぎれて見えなくなった。




　室内に目を戻すと、領家は微笑のまま、固まっていた。時間が止まったかのように、彼女はただ窓の外を、しずかに眺めていた。




　へたり込んでしまいそうな足を、俺は気合で踏ふみしめた。

　すべてが静止した、室内。

　その静寂を切り裂くように、俺は叫んだ。




「ふざけるな！」




　俺の怒ど号ごうに、扉の外で騒さわがしくしていた破壊工作の音すら、ピタリと止まった。

　領りよう家けはただただ、固まっている。

「頭のなかからその甘ったれた幻想を叩たたきだせ！　洗脳されかけているぞ!!」

　俺の言葉に、領家は泣き出しそうな笑い顔で、反はん駁ばくする。

「そうじゃない。私は気づいたのだ。こんなことを続けていても、誰も幸せにならない。不幸を突き進むよりは、それがまやかしであったとしても、幸せを願ったほうがいい。私達の狭い了りよう見けんではどうにもならない話で……」

「それがどうした！　完全に我々の敵＝リア充の即物的思考法に囚とらわれきっているじゃないか。そんなことは理解した上で、さらに空気を読まず革命へと突き進む無限の運動力を以もつて恋愛信奉者を叩きのめすのが、我々反恋愛主義青年同盟部だろ!?」

「そうだ。だけど私は……もう……」

「弱音を吐くな！　お前は今、精神が弱っているだけだ！

　最初は独ひとりでやっていた活動が今は、俺、瀬せケが崎さき、西にし堀ぼり、神しん明めいさんの五人体制だ。リーダーたるお前の精神的労苦は、五倍ではすまないだろう。人の命を預かるということの重みに、お前は気け圧おされそうになっている。

　そんな中、母親に出会った。そして彼女に対して、それまでのような嫌悪を抱けない自分に、衝しよう撃げきを受けたのだ。

　そして最後に、今日の戦線崩壊だ。率いていた運動が敗北することによって、心に踏ん切りがついたのだろう。いや、むしろ敗北を望んでいたかもしれない。

　こうして領家同志は今の暴挙に出たのだ。

　自分の殻からに閉じこもるな！　今のお前には、同胞がいるだろう。

　我々は運命共同体ゲマインシヤフトなのだ！

　動き出したが最後、最早止まることは許されない。ここに至って、一切の怯おびえや躊ちゆう躇ちよは、罪でしかありえない！

　さあ、目を覚ませ、領家同志!!　甘ったるい恋愛ごっこはもう終わりだ。この茶番劇を契機として、お前は本当の革命戦士として生まれ変わる！

　恋愛信奉者を駆く逐ちくしよう。童どう貞ていを馬鹿にする連中に、裁きの鉄てつ鎚ついを下そう！　我々の戦いは、始まってしまったが最後、徹底的に完かん遂すいされねばならない。我々の行き着く先は、全人類の滅亡だ。この地上から全ての人間が潰ついえるまで、我々は戦いの手を止めないだろう。

　それからでいい。我々が愛しあうのは、それからでいい。全ての人類の血で真紅に染まった地表で、抱き合おう。そして、刺し違えるのだ。我々は互いの身体を強く抱ほう擁ようしたままで、互いの臓ぞう腑ふに深々と、革命の刃やいばを突き立てるのでなくてはならない。

　それが、革命の完かん遂すいだ！

　さあ、装具をつけろ！

　武器を持て!!

　共に戦おう!!」




　俺の心は、とっくに決まっていたのだ。

　領りよう家けとともに、この革命を戦いぬく。

　腑ふ抜ぬけた、恋愛に溺おぼれる彼女の顔なんて見ていたくなかった。俺が見み惚ほれたのは、意味不明な理論に基づいて革命の成じよう就じゆに向けて孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする、鬼気迫った危うい美しさだった。

　仲間もいる。「普通の恋愛」という約束事から爪つま弾はじきにされた俺らは、身を寄せ合うように集まった。俺は他の四人のことを誰よりも深く知った。

　だからこそ、俺は彼女を引き戻さなくてはならなかった。退屈な幻想へと埋没しかけている領家を、その底なし沼から引きずりあげなくてはならなかった。

　彼女の、その突拍子もない思想は、女児の出現によって実は真実であるということが明らかになった。それは運動の初期の頃、俺を女児と領家との間の板挟みにし、苦しめた。

　しかし、それが本当に正しいということは、もはや俺にとって重要ではなくなっていた。ただ俺の体内にあるのは、仲間とともに革命を戦いぬく、それだけなのだ。

　だからこそ、俺はもう怯ひるむことはない。

　確信を持って、女児を裏切ろう。彼女の目もく論ろ見みを、粉々に粉砕してやろう。

　たとえ俺が、その咎とがで彼女に処刑されようとも、必ずや他の仲間が俺の分まで戦ってくれるだろう。俺はそのことを、幸福に思った。




　領家は俯うつむいていた。その顔を窺うかがうことは出来ない。その肩が、わなわなと震ふるえた。それはゆっくりと、大きな動きになっていった。

「おい、領家？」

　泣いているのだろうか──心配になってその肩に手をかけた瞬しゆん間かん、その手はパシッ、と払われた。

　声が漏もれてくる。

　それはしゃくりあげるような──泣き声、では、ない。

　笑い声だった。

　彼女は笑っていた。ケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタと、笑っていた。笑いすぎて、その目からは涙がこぼれていた。

　その不気味な笑い声に、工作が再開されていた廊下が再度、水を打ったように静まり返った。

　もう授業中だ。部室棟からは人の声が消えている。そんな静寂の中で、領りよう家けの狂ったような笑い声だけが響ひびいていた。

「傑作だ。まさか私が、奴らに絆ほだされていたとはな」

　領家は笑いながら、そう言って顔を上げた。

　変な笑いと涙で、顔はぐちゃぐちゃだった。

　だが、目にはあの日の炯けい々けいとした光が、舞まい戻っていた。涙のしずくをはらんだその長いまつげが、まばたきに従って閃ひらめいた──鳥肌が立った。

「お前のお陰で、目が覚めたよ。ありがとう」

　領家は手の甲でごしごしと目をこすると、さわやかな笑顔になって俺を向いた。

「高たか砂さご、私を殴なぐれ。私の内に侵入した恋愛狂信者の幻想を、徹底的に叩たたきだすのだ」

「おい、そんなこと、出来るわけ……」

「頼む。手加減はするなよ。腹に来い！」

　領家は目をつぶった。俺は唾つばをのみこむと、ビクビクしながらも彼女の腹に拳こぶしを叩き込んだ。

　ぐぅ、という唸うなり声ごえを残して、領家は身体を折って倒れた。

　いびつな吸きゆう気き音おんをたてながら、目を白黒させているその様を見て、血の気が失せる。

　しばらく悶もん絶ぜつしてから立ち上がった領家に寄り添い、声をかけた。

「おい、大丈夫……」

　その言葉は、途中で途切れた。

　鈍どん痛つう。内臓がひっくり返ったような嘔おう気き。その後で、鈍い音を認識した。

　領家に腹パンをやり返されたのだと気づくのに、優に十秒はかかった。

「お前のおかげで目を覚ますことができたのには、心の底から感謝している。しかし乙女の純情を踏ふみにじったこと自体は、万ばん死しに値する。お前も私と同じ苦しみを味わえ」

　ごもっともだ。領家と同様に息も絶え絶えになりながら、深く反省する。しかし予告くらいしてくれてもよかったんじゃないのかな……。

　つい先程まで恋人になろうかというところまでいっていた男女が、殴り合いの上、双方、呼吸も困難なグロッキー状態になっていた。

　最悪だ。

　でも俺達の青春は、これでいい。

「さあ高砂、もたもたしていないで、脱出のための作戦をたてるぞ」

「……おまえな……じぶんで……なぐっといて、それは、ないだろ」

　俺がひり出した切れ切れの言葉を聞くと、領家はカラカラと腹を抱えて笑った。




　脱出作戦は、至ってスムーズに立案された。

　頭に血が昇っていた状態から、殴なぐり合あいを経へて、冷静になれたのだろう。

　作戦決行に必要な連絡を、潜せん伏ぷくしている瀬せケが崎さき、西にし堀ぼり、神しん明めいさんに送る。すぐにＯＫが返ってきた。俺と領りよう家けは再び手ぬぐいを顔に巻き、ヘルメットをかぶる。




　俺らがおとなしくなったのを見て破壊工作を再開していた扉の外の反革命軍は、ついに最後の一振りをドアに突き立てた。

　室内においた構造物が、そのとっかかりを用いてこちら側に倒れ、一気に通路が開けた。

　その瞬しゆん間かんを、俺らは待ち構えていた。軍団が中に突入してくるよりもずっと早く、俺らは自ら捨て身で彼らの中に飛び込んでいった。

　廊下は非常に狭く、こんなに人が密集していると見通しが全くきかない。棒立ちになった彼らの間を、姿勢を低くしてすり抜けていく俺と領家に、みな対応できなかった。

　所しよ詮せんは烏う合ごうの衆しゆうだ。指導者たる宮みや前まえを除けば、軍団の練度はかなり低かった。

「追え！　追い詰めるのです！　我らの勝利は確約されているのですから!!」

　宮前が叫ぶ。俺らはそれを後方に聞きつつ、階段を下り部室棟を抜ける。

　と、下駄箱を過ぎたあたりで、前方から待ち構えていた軍団が現れた。昇降口の方へ逃げようとするが、それを読んでいたかのように、外からも軍勢がやってくる。俺らは完全に行き場を失って、そこに追い詰められてしまった。

　予想通りだった。宮前は練度の低い軍団でも確実に成果が挙げられるよう、入念に配置を行おこなってくる。彼女から逃げるためには、この包囲網を突破する秘策が必要となるのだ。

「降伏しなさい！　あなたがたは完全に包囲されています!!」

　彼女は勝ち誇った笑みとともに、高らかにそう宣告した。

　俺らの周りを取り囲む数十の屈くつ強きような男たちは、じわじわとその輪を狭めてくる。

「あなたがたを、異性に取り入ることにしか興味が無い人間に再教育して差し上げますわ!!　そこの女子、一週間後、あなたのスカート丈は今より十センチメートル短くなっていることでしょう。そこの男子、あなたは事あるごとに『まじダリィ』と巻き舌で言うようになっていることでしょう！　一ヶ月後、あなたがたはそれぞれ恋人を見つけ、充実した青春を送るようになり、恋愛に参加できない糞くそ虫むし共どもを蔑さげすむようにすらなっているはずですわ!!」

　俺は背筋が寒くなるのを感じた。あの意味のない宣言をひたすら繰り返す壊れたテープレコーダーのような人間に仕立てあげられてしまうなんて、死も同然の、地じ獄ごくの責め苦に他ならない。領家も顔を青くして、スカートの裾を手で引っ張っていた。

「さあ、やっておしまいなさい！　まともに恋愛もできぬ欠陥人間を叩たたき直すのです!!」

　その掛け声を合図に、俺らを取り囲む奴やつらが一斉にゲバ棒ぼうを振り上げた。

　その瞬しゆん間かんだった。

「うっわなにあれ……」

　通りがかった女子の声が、一瞬の静寂を破って貫つらぬいた。他でもない、西にし堀ぼりと神しん明めいさんだ。

「イジメて……アホな中学生かよ」「ださ。大勢で取り囲んで、自分が弱いって言ってるよーなもんじゃん」「あーいうのが将来ＤＶとかに走んだよね」「てかネットで晒さらさね？　こいつらやべーっしょ」「拡散希望拡散希望」

　彼女らはそう言って携帯を取り出し、写真を撮とり始めた。とっさに軍団は顔を隠す。そこには動揺が広がっていた。

「俺ら、ダサいのか……？」「たしかに客観的に見れば、弱いものイジメだよな」「こんなの晒されたら彼女なんかできねーよ」

　さらに、彼らのどよめきを縫ぬうように、人影が駆け込んでくる。

「おい、やめろ。どんな事情があろうとも、少数に対する多数の暴力はゆるせない！」

　瀬せケが崎さきのその割り込みによって、暴力集団は完全に怯ひるんだ。

「あれ、いつのまにか俺ら、正義をいびる悪になってね？」「それってモテなくね？」「女子も見てるし……」「ヤバくね？」

　気味の悪い語尾上げ口調で彼らは口々に呟つぶやきながら、振り上げていたゲバ棒ぼうを下ろしてしまった。顔を隠しながら「マジだり。俺やめるわ」と残して去る者が現れると、あとは自動的だった。ひとりがやりだすと皆がそれに倣ならってしまうという彼らの悲しき性さがに従って、すべての者がそれに追つい従じゆうするように宮みや前まえの下を去っていった。




　作戦は見事に成功した。

　敵を攻略するには、何よりもその行動パターンを把は握あくしてそれを突いてやればよい。

　奴やつらの行動原理はただひとつ。「モテたい」だ。

　従って、俺らを攻撃することと「モテない」を結びつけてやれば、彼らは勝手に消えていってくれる。

　よく声が通るようタイミングを見計らった西堀と神明さんの投入によって、「自分たちが外からどう見られているか」を認識させてやる。何よりも体面を気にする彼らは、自分たちがどう見られているかということに非常に敏感だ。その語られる言葉に多少の無理があっても、自分たちが名指しで批判されているという恐怖感で、瑕か疵しに気づくことは出来ず、全面的に受け入れてしまう。

　そして、それが女子によって語られていること、しかも二人組である、ということが彼らの心を絶望的にゆさぶる。興味対象そのものである女子にそれを言われることは、彼らにとって決定的だ。さらに一人でなく複数人であることによって、一気にそれは個人の感想ではなく、世論となって彼らには聞こえる。

　女子コミュニティから拒絶されることは、彼らにとって死刑宣告に他ならない。

　そんな絶望に陥おちいっている彼らに、更に追い打ちをかけるかのように瀬せケが崎さきが投入される。同性でありながら自分たちと真逆の行動をとる彼の出現によって、いよいよ自分たちの立ち位置についての不安は絶頂に達する。さらに彼の吐くキャッチーな美び辞じ麗れい句くは、それを確信へと昇華させる。「one for all, all for one」などの簡単で力強く、優しさ、連帯を感じさせるスローガンをこの上なく好む彼らにとって、瀬ケ崎の言葉は神しん託たくにすら聞こえただろう。なにしろ言ったのが瀬ケ崎だ。モテの権ごん化げのような彼に反対の立場をとることは、彼らにとってタブーに違いなかった。

　こうなってしまえば、彼らが建設的行為の全てを投げ出すための免めん罪ざい符ふ「だりぃ」が出るのは、もはや時間の問題だった。




「あなたたちに……責任感はないのですか!?」

　去る背中に向けて、必死に叫ぶ宮みや前まえ。しかしその返答は、至って簡潔だった。

「あ、無いっス」「俺らそーいう暑苦しいの、無理なんで」

　そう言って彼らは、気軽に消えていってしまった。

　後にはただひとり、宮前だけが残った。

　逃げた。

「覚えてなさい！　いつの日か必ずや、あなたがたを、完かん膚ぷなきまでにリア充にして差し上げますわ！」

「できるものならやってみろ!!」

　去り際に捨て台詞を吐く宮前に、領りよう家けは拳こぶしを振り上げながら叫び返した。







　　　　２




　フラワーアレンジメント研究部の部室に戻ってみると、机の上に置かれたチョコレートはなくなっていた。軍団をかいくぐって抜けるべく出来るだけ身軽になるため、部室に置いてきたのだが、おそらく後から来た宮前の手先によって持ち去られたのだろう。もしかしたら、再配布なども行われているかもしれない。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに荒らされた室内には、開け放った窓から粉雪が入り込んで、荒涼の感を引き立てていた。




　運動の被害をくらって遅刻した風を装って二限目から教室に入ると、なんの引っ掛かりもなく普通に溶けこむことができた。領家と俺が付き合っているという噂うわさが、その噓うそを覆おおい隠してくれたのだろう。不名誉な流言ではあるが、役に立つこともあるものだ。

　授業は何事もなかったかのように進行していた。生徒たちの会話に俺らのことが話題になることはあったけれど、それは所しよ詮せん「今日あった面白い出来事」のひとつに過ぎなかった。俺は無力感に苛さいなまれる一方で、その平和さに脱力していた。

　そして、校内ではちらほら、チョコレートの授じゆ受じゆが行われているのが見受けられた。「運び屋」の彼によって密輸された分や、宮みや前まえによって戻された分なのだろう。




　今回のバレンタイン粉砕闘とう争そうは、我々の敗北だった。

　しかし、組織壊滅という最悪の状況は回かい避ひされた。あの生徒会面々と暴徒から、誰も直接の被害を受けることなく脱出できたことは奇跡に近かった。




　　　　○




　部室棟の裏庭は、一面の雪で覆われていた。人がほとんど立ち入ることのないこの場所は、まっさらな雪が、放課後の今になっても手付かずのままで残っていた。

　俺はひとり、その白に自分の足あとを刻んでいく。歩くと足が沈み込んでしまうほど、積雪は深かった。

　上を見上げると、まだフラワーアレンジメント研究部の部室は窓が開いていた。それを頼りにして、場所の見当をつける。

　しばらくの間、植え込みの上に積もった雪を手で払いながら捜そう索さくすると、果たしてそれは見つかった。俺が放り投げた、あの箱だ。

　まとわりついた雪を、丁てい寧ねいに落としていく。外気が異様に冷たかったせいか、包装が少し濡れた程度ですんでいた。

　俺はそれを、外がい套とうの内ポケットにしまいこんだ。

　……いや、そうじゃないんだ。ただ環境の美化につとめただけである。雪が溶けた後の裏庭にべっしょりと濡れた得体のしれない箱が落ちていたら、見る人は気分を害するに違いない。自然保護の観点から言っても、仕切りなどにプラスチックが使われているかもしれないこいつを見過ごすわけにはいかなかった。我々は恋愛狂信者たちを教きよう化かする一方で、こういった草の根的活動を通して環境を改善していかなくてはならぬのである。

　頭の中でそんな言い訳をとなえていたら、ポケットに入れていた携帯が鳴動した。領りよう家けからのメールだ。

『反省会ヲ行フノデ、地下アジトヘ集ハレタシ。』

　読みにくいその文面を、顔をしかめて解読し終えたあと、俺は小さく口の中で、「了解」とつぶやいた。箱をしまった胸のあたりにできたこわばりを軽く直しながら、また真っ白な雪のパレットに足そく跡せきを描いていった。




　　　　○




「我々の組織は、まだまだこれからだ。より作戦行動の練度を高め、これから続いていく長い闘とう争そうを勝ち抜いていこう！」

　地下のアジトに集まった俺らを前に、領りよう家けはそう総そう括かつした。

「次はホワイトデーだ！　この、恋愛狂信者たちを非生産性の泥どろ沼ぬまへと落としこむポトラッチごっこを破壊することで、恋愛の枠組みそのものを粉砕してやろう!!」

　俺ら四人は深くうなずき、瀬せケが崎さきに殺到したチョコレートを殺意と共に機械的に口に突っ込み処分しながら、新たなる闘争へ結束を固めた。




　昨晩から降り始めた雪は、下校しようという日暮れまで降り続いている。正門における闘争の痕こん跡せきは、もはや真っ白に覆い隠されて見えなくなっていた。

「自転車とってくる」

　横で一緒に歩いていた領家はそう言って、自転車置場へと駆け出していった。

「おい、こんな雪じゃ運転できないだろ」「押して帰るんだ」

　走りつつ振り向いて、彼女はそう言った。

　俺はひとり、雪の降る校内に取り残された。普段目にしている光景が、こうやって積雪に白く染まる。それはどんな風ふう光こう明めい媚びにも増して、深く印象に残るものだった。

　そんな風に感傷に浸っている俺に、背後から声がかけられた。

「待たれよ」

　どこかで聞いたような声だと思った。しかしすぐには誰かと結びつかない。

　誰だろう──

　そう思い振り向くと、そこには宮みや前まえが立っていた。

「あなたに責せき罰ばつを食らわせに来ましたわ。覚悟しなさい」

　宮前はそう言ってニヤリと顔を歪ゆがませると、拳こぶしを振りかぶった。

　あまりの出来事に、心臓が飛び跳ねる。

　顔を隠していたのに、俺のことを完全に把は握あくされている──どこかで、見られたのか？　しかし、彼女は単独行動で敵に歯向かうほど無む謀ぼうではない──なにかが、おかしい。

　そんな思考の末、突拍子もない考えが、俺の頭に浮かんだ。

　こんな場面なのに俺は自分の発想に笑いそうになりながら、言った。

「変装も上手なんですね、おみそれしました」

　俺が言うと、彼女は動きかけていた拳をぴたり、と止め、不気味な笑みを微笑へと変えた。

「よくわかったな」

　彼女はそう言うと、ずるり、と爬は虫ちゆう類るいが脱皮するように「皮」を脱ぐ。

　女児だった。

「いつからですか」「今日だけだ。さすがに毎日となると、かったるいからな」

　やはり女児による介入があったからこそ、あそこまで彼女の計画がうまく進んだのだ。

「本物はどうしているんですか……まさか、殺ころ……」

「いや、もとから今日は学校に行く気など無かったみたいだぞ。六本木ヒルズに住む起業家の彼とバレンタインデートに出掛けるのを見て、彼女になりすますことを決定した」

　本気で爆発しろ。というか、彼女からしてみれば、こんな日に学校に来ている時点でもう負け組なのだ。本物のリア充に触れ、俺はその恐ろしさに震ふるえた。

「余計なことさえしなければ、君も今頃リア充の仲間入りをしていたことだろうな。裏切りおって」

　女児はそう言って、半笑いで俺を見た。その目の奥に潜ひそむ怒りに、怯ひるみそうになる。

「君の裏切りを予想できなかった私の負けだな。まったく、正気の沙さ汰たとは思えない」

　そう言って彼女は、着ていたパーカーのポケットに手を突っ込んだ。

「俺を、殺しますか」

　とっさに出た言葉は、あまりにも直ちよく截せつすぎた。女児はふんっ、と笑うと、首を横に振る。

「そんな危険なこと、するわけないだろう。君を殺したら、領りよう家けはどうすると思う」

「なんですかそれ……まあ、悲しんでくれるんじゃないですかね」

「それだけか？　じゃあ私に領家を殺されたときの君を想像してみたまえ。どうする」

「あなたを殺しますね。なんとしてでも」「彼女だって同じさ」

　女児はそう言って、笑った。

「君らは本当にお似合いのカップルだね」「そうすか」

　俺はなんだか恥ずかしくなって、頭を搔かいた。

「そして君たちは、本当にそれを達成するだろう。どんな犠ぎ牲せいを払ってでも、何年かかってでもね。君も理解していると思うが、私は万能ではない。死ぬときは死ぬ。君らは、本当に私を殺せるだけの力を持ちうるだろう。だからこそ、君たちの無力化を図はかったのだ」

「俺も、ですか」

　そう問うと、彼女はふるふる、と身体についた雪を払ってから、キッ、と俺を睨にらんで言った。

「むしろ、逆だね。本当に怖いのは君の方だ。それが今日、確信できた。それが分かっただけで、収しゆう穫かくといえるだろう」

　俺がその言葉に呆ほうけていると、彼女は馬鹿にしたような笑いになって、滔とう々とうと語った。

「考えてもみ給たまえ。二人しか居なかった構成員が五人になったのは誰が立案した作戦の成果だ？　他の四人の内情を知り、組織をつなぎとめているのは誰だ？　そして、我々の手に落ちようとしていた領りよう家けを、運動に引き戻したのは誰の言葉だった？　他でもない、君だろう。

　彼女には宣伝塔としての力がある。人々を煽せん動どうし、改心させるだけの力が、彼女の弁舌には備わっている。しかし組織はそれだけでは動かない。その裏には、組織の屋台骨となり、活動を前進させる実務家が居なくてはならない。

　まったくどうして、君と彼女は出会ってしまったのか。ひとりひとり、別々ならばまだ簡単だったろう。しかし君たちは、手を取り合い私に歯向かうのだ。悪夢に他ならないよ」

　女児はそう言いつつも、やはりどこか楽しげに笑った。

「絶対に君たちを叩たたき潰つぶしてやろう。恋愛狂信者にしてやろう。そうでない人間を小馬鹿にする奴やつにしてやろう」

「俺は革命を遂すい行こうします。あなたの目もく論ろ見みを、絶対に打破してみせます」

「そうだな。私と君は敵同士だ」

　女児はそう言うと、ポケットに突っ込んでいた手を引き抜いた。その手には、箱が握られていた。

　今日、嫌というほど見かけた、丁てい寧ねいにラッピングされたその箱。

「今日はバレンタインだからな。君らへの宣戦布告には、丁度いいだろう……それに、君には褒ほう美びをやると最初に言っていた」

　爽さわやかな笑みとともにそれを俺に手渡すと、女児は降る雪に紛まぎれて消えていった。とっさのことに、思わず俺も受け取ってしまった。

　領家が戻ってきたのは、ちょうどそんな時だった。

「おい、それどうしたんだ」

　自転車を引きながら戻ってきた領家が、俺に尋たずねる。そこには明らかに殺意が篭こもっていた。

「えっと、あの……女の子に、もらった」

　俺が言うと、領家は俊敏な動作でそれを奪い、投げ捨てる。

「おい！」

　俺の制止も聞かずに、領家は自転車にまたがった。

　積もった雪の上にちょこんと乗っていたその箱を轢ひいた。ぐしゃっ、という音がした。

　そのまま領家は、自転車を走らせて校門へと向かってしまう。女児から渡されたチョコの箱には、痛ましいタイヤの跡がついていた。

「おい、待てよ、誤解だって。それに、雪積もってんだから、危ねえって！」

　そう叫ぶが、領家はこちらを振り返ることもなく、すいすいと漕こいで行ってしまう。

　俺は追う。彼女はペダルに力を込める。

　当然の結末として、領家はずっこけた。走っていた俺も雪に足をとられ、すっ転んでしまう。

「おい、またあいつらカップルでじゃれあってるよ……」「バレンタインだからってはしゃぎすぎだろ。爆発しろ」

　男子二人組で下校する生徒の、そんな声が降ってきた。

　女児のささやかな復ふく讐しゆうは、これでもか、というくらい見事に決まった。彼女の無邪気な笑い声が、聞こえるようだった。

　すっ転んで雪にうずくまりながら、俺も思わず笑ってしまった。それにつられるようにして、自転車と一緒に半分雪に埋まっている領りよう家けも、笑った。
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　　あとがき




　この本は、第二十一回電でん撃げき大たい賞しよう小説部門で銀賞を頂いた作品を、出版可能な水準になるよう改稿し出来上がったものです。

　風が吹くとガタガタ揺れるボロい木造のアパートで、寒さに震ふるえ、飢うえを水道水でごまかし、目を血走らせ、世界を呪のろいながら書き上げたあの頃が懐なつかしい。賞金の入った今では、もやし以外の野菜も買えるようになりました。まだ引っ越しは出来ていません。家のすぐ前の工事現場で重機が作業をするたびに、震度３くらいの地震が起きます。




　まだご購入されておらず、あとがきを見て検討なさる方のために、どういう小説かということを簡単に説明しようと思ったのですが……なかなか難しいです。まず冒頭十ページくらい読んでいただくのが最良かもしれません。その時点で「おもしろい！」と思っていただけたら、安心してお買い求めください。また、この小説は思わぬ方向に進んでいきます。万一お気に召めされなかった場合でも、その後の展開へのご期待を胸に、レジへとお持ちいただくのがよろしいかと存じます。最悪、本文がダメでも画集としてお使いいただくことが可能です、ご安心を。

　著者の栄養状態が良好になれば頭も回り、小説も面白くなることが予想されます。今後のための投資と思って、ご贔ひい屓きのほどよろしくお願い申し上げます！




　余談になりますが、この本で描かれるものと似たような主張を行うビラが、十数年前に某大学で配布されたことがあるそうです。書き上げた後でその存在を知って、どの時代にも似たようなことを考える人がいるものだ、と深い感かん銘めいを受けました。インターネットの情報だけで本物を見たことはないのですが、そのパロディの精度には舌を巻くばかりでした。




　謝しや辞じです。まずは選考に携わった全ての方に、厚く御礼申し上げます。

　出版が不安視されるほど危うかった投稿時の状態から、なんとかこうして本になるまで改稿することができたのは、ひとえに編集のご両名のおかげです。

　イラストレーターの憂ゆう姫きはぐれさん、最も早はやどんな言葉もこの感謝を表現するのには足りません。ただその尊さを思い滂ぼう沱だと涙を流す日々です。

　そして何よりも、読者のみなさまの存在なくしては、こうして本が出版されるということも有り得ません。お手にとっていただき、本当にありがとうございました！

　また近いうちにお目にかかることができるのを心から祈っております。それでは！
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　　　　○




　疲れきった身体をなんとか動かして、寂しいやら清すが々すがしいやらよく分からん感情を渦巻かせながら家に帰る。

　今日は大変な一日だった──色々な出来事を振り返りながら扉を開けると、自室では女児がベッドに寝転んでテレビを見つつ、タブレット端末を器用に駆使して、夕方に放映されている女の子向けアニメの実況をやっていた。この人どこまで現代的なんだよ。

「……なんでまた居るんですか」

　後ろから声をかけると、女児は「ふぇっ!?」と素すっ頓とん狂きような声を出した後、振り向いてベッドの上に立ち上がり、俺を叱しかりつけた。

「いつもノックしろって言ってるだろう！」

「言われたことないし、そもそもここはあなたの部屋じゃないです」

　呆あきれながら俺が言うと、女児はフン、と鼻を鳴らしそっぽを向いた。

「そのことについてだがな……」

　女児がそう言いかけた瞬しゆん間かん、俺は部屋の中央の床に散乱している金属部品に気がついた。

「なんですかこれ……え、あっ、えっ……？」

　俺はその正体に思い当たり、デスクトップＰＣの横を見る──無かった。

　それは２テラバイトの外付けＨＤＤの残ざん骸がいだった。なかのディスクがむき出しになってベコベコに変形しているから、データ救出も絶望的だ。俺の四年間が消えた。

「何やってるんですか！　どうしてこんなことを!?」

　半狂乱で俺が叫ぶと、女児は「そこに山があるから」と答えた。どうやら格納されていた画像がいくらか豊乳方面へとバイアスされていたことが彼女の逆げき鱗りんに触れたらしかった。

「話し合いましょう、人は話し合えば何でも解決できるんです」「私、人間じゃないし」

「そもそもなんで、あなたの趣向に俺が付き合わされなくちゃいけないんですか！　敵同士でしょう!?　好き勝手やらせてくださいよ！」

「ふむ、それについてなんだが……」

　女児はそう言うと、ぽすん、とベッドの上に腰を下ろした。

「私はここに住むことに決めた」「……は？」

「同居人ということになるのだからな、少しは私の方にも合わせてもらわなくてはならない」

　平然とした調子で、女児はそう言ってのけた。混乱で、頭がうまく働かない。

「そんなの、無茶苦茶だ。第一、親がいるんですよ、そんなことできるわけ……」

　俺がそう反論しかけると、彼女は勝ち誇ったようにニッ、と笑みをつくって指をパチンと鳴らした。

　瞬しゆん間かん、部屋の戸が開く。そこにいたのは、虚うつろな目をした親父とおふくろだった。

「なにを言っているんだ、一緒に住むのは当然だろう。正しよう真しん正しよう銘めい、血のつながったお前の妹なんだからな」

「もうとぼけちゃって、今でも一緒にお風呂に入るくらいの仲良し兄妹じゃない」

　吐き気を必死に抑えこんで、俺は反論する。

「親父、おふくろ！　夢でも見てんのか!?　あんたらの子供は俺ただ一人だろ！」

「懐かしいわねえ。妹ができた時に、あなたお母さんが取られるからって拗すねちゃって、よくそんなこと言って駄だ々だこねたのよ？」

「お父さんもお前が産まれたときに駄々こねたから分かるぞ、辛いよな」

　焦点の定まらぬ目つきをした二人が、覇は気きのない調子で口々にそう言った。どうやら完全に洗脳されているらしかった。

「私は君の妹ということになっている。よろしく頼む」

「なんで、こんなことを……！」

　俺はいきり立って女児に摑つかみかかろうとするが、軽やかな身のこなしで躱かわされてしまう。

「初めて会ったとき言ったことを、忘れたのかい」女児はまぶたを少しだけ下ろして、目を怪しく光らせながら言った。「領りよう家けを落とすことができるのは、君しかいないんだ。協力してくれようがくれまいが、私には君を利用する他ない」

　ちょうどその時、緊迫した空気を切り裂くかのように、ピンポーン、と気の抜けた呼び鈴の音が鳴った。両親はとろんとした目つきで俺たちを眺めたままで、動こうとしない。女児は促うながすように手のひらを差し出して、軽く笑みを見せた。

　俺はガリガリと頭を搔かきむしりながら、扉の前で棒立ちになった父母の脇を通りぬけ、インターホンのあるリビングに向かう。

　液晶には、玄関で待ち受ける人物の姿が映っていた──領家だった。寒さで赤くなった手しゆ指しに、息を吐きかけている。

　受話器を取り、話しかける。「領家、どうした、何かあったか」

『た、高たか砂さご。何かって……お前が呼びだしたんじゃないか！』領家はそれだけ勢い良くいうと、うつむき、手指を絡ませながら、ボソボソと続きの言葉を継いだ。『話したいことがあるからって……今朝のは成り行き上で……革命の、話とは別に……お、男としての、本当の……気持ちを、伝えなきゃいけないから……って』

　ぎょっとして、俺は後ろを振り向く。案の定、そこには女児が満面の笑みで立っていた。「なに、手助けをしてやっただけだ。互いを思い合う男女が結ばれる、これは自然の摂理だ。作った本人がそう言うのだから、間違いない」

　俺は、「ちょっと待ってろ」と一言だけ言い残して受話器を置くと、女児に向かって泣き言を浴びせかけた。「何やってるんですか!?　んなもん、言うことなんかひとつに決まっちゃうじゃないですか！　どうしてくれるんですか、彼女ができちゃうじゃないですか、リア充になっちゃうじゃないですか!!」「そうなり給たまえ。一男一女をもうけて、つつましいながらも幸せな家庭を築き給え」

　目の前が真っ暗になった。領りよう家けと苦楽を共にし、時には喧けん嘩かをし、でもすぐに仲直りをして、新しい世代へとバトンをつないでいく俺。幸せそうだった。そんなことが許されるはずなかった。

　玄関へと駆け、扉を開ける。そこには、領家がいた。目を合わせられないらしく、隅においてある傘立てを見つめている。

「言いたいことって……何？　寒いから、はやく帰りたいのだが」

　ごにょごにょして聞き取りづらい。完全に照れ隠しだった。

「あのな、領家……」

　俺がそう言いかけると、領家は意を決したように、逸そらしていた目を正面に向けた。真っ赤な顔、瞳ひとみは潤うるんでいた。まつげに付いた小さな涙るい滴てきが、玄関先の照明を受けて煌きらめいていた。

　どうやってごまかすのか──回らない頭を必死で回転させて、俺は言葉をひねり出す。

「演説のときに、下に体操着を穿はくのはどうなんだろう。なんというか、色気がないというか。黒タイツとか、他にいろいろやりようがあるんじゃないかな……」

　領家はニコリと笑った。

　視界が暗転した。遅れて、バチィン、という清すが々すがしく小気味良い音が頭に響ひびくともに、頰ほおが熱くなる。次第にそれは、痛みへと変わっていった。

「帰る。いっぺん、死ね」

　領家はそれだけ言い残すと、小走りに駆けていってしまった。

「呆あきれたよ。君は最低な男だね」

　後ろから投げかけられた女児のその声は、半分笑っていた。

「知ってます」

　叩たたかれた頰を撫なでさすりながら、俺は淡々と応こたえた。

「それでも彼女は君への思いを捨てることができない──まったく恋心というのは、呪のろいのようなものだ。こんなものを考えついた奴やつは、きっと性格が悪いに違いない」

「ええ、まったく」

　平へい坦たんな口調でそう返すと、女児は本当に楽しげに笑った。

「本当に愉快な人間だ、これからも大いに楽しませてくれ給え──ね、お兄ちゃん？」

　俺の前に回り込んだ彼女は屈くつ託たくなく笑うと、そう言って頭を少し傾けてウィンクした。


（了）
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椎しい田だ十じゅう三ぞう

さいきん、「帰りたい」が口癖になっており、すでに帰ったあとの家の中でもつぶやいてしまう。「輝かしいあの頃」に帰りたいのかと思ったが、よく考えてみるといままでの人生で良かった時期など一度もなかったことに気づく。ああ……帰りたい……。
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　ひゅっ、と高いところから落ちる感覚に、アキは身を縮めながら目を覚ました。

　同時に背中に大きな衝しよう撃げきがあり、すぐにパラス号がぐぐっと持ち上がる動きを見せる。

　アキは寝床から大きく弾はじき飛ばされ、天井で頭をしたたかにぶつけた。

「いったたた……」

　しかめた顔の額ひたいをごしごしとさする。しかしその痛みが引くより先に、窓を打つ激しい雨音が耳に飛び込んできた。

　体をモフ葉でくるんだまま、血相を変えてキャビンを飛び出す。

　時し化けていた。

　夜の黒をのっぺりと覆おおい隠かくす、灰色の乱層雲。

　荒天の空からは船体を削けずる石のような雨がバラバラと落ちてきている。

　遠くの闇やみで高波が立ち、今にもパラス号に襲おそいかかろうとしているのが見える。

「空も海もあんなに穏やかだったのに、なんでこんな大シケに……」

　自然を読む力に長たけたセイラーは、事前に天候の変化をある程度察知することができる。それゆえアキは今まで荒天を避さけてきた。その分、時化での航海経験は乏しい。

　未知の恐怖に体が強こわばり、膝ひざから下が小刻みに震え出す。

　しかし嵐に怯ひるむアキとは逆に、パラス号は荒波にぴたりと船底をつけて頼もしく海を滑すべっていた。

　双そう胴どうのカタマランは三角ヨットのモノハルに比べて接水面積が大きい。その構造上揺ゆれも少なく、船底に竜骨もないため、波の上を横滑りして横転しにくい。仮に大きく水をかぶったとしても、バラスト（重り）もないので沈ちんすることもない。

　だが、それがゆえ復元力の大きいモノハルとは異なり、もしも嵐の中で転てん覆ぷくすれば独力で船体を起こすことは不可能だ。海のうねりにはめっぽう強いが、帆はん走そう時の横風に対してカタマランはとことん弱い。今は怯おびえて震えている場合ではない。すぐに対策を為なす必要がある。

　アキは大急ぎでキャビンに取って返し、フード付きのビニルカッパを羽は織おった。

　更に上からライフジャケットを身につけて、首に下げていたゴーグルを装着する。両手にはしっかりと指ぬきのセイリンググローブをはめた。

　再びコクピットに戻る。泰たい然ぜんと海を見つめていたキーちゃんをケージに押し込み、ライフジャケットのハーネスとラインでつなぐ。

　その間も、パラス号は三角波を伝うようにして激しく船首を上下に揺らしている。

　近くで大きく弾はじけた白波を見て、アキは反射的に四つん這ばいになった。

　キャビンの上で大波をかぶり、必死でブーム（帆ほ桁げた）にしがみつく。

　船尾を振り返ると、手すりのモフ葉がさらわれていた。キーちゃんのケージはコクピットの隅すみに追いやられ、ティラーの持ち手を固定する位置にしっかりと引っかかっている。

　本当に船長のようなオウムガエルの勇姿を見て、アキの士気は高こう揚ようした。

　そのまま這うようにデッキを移動する。遊ばせていたジブセール（副帆）の無事を確認すると、ゴーグル越しに毅き然ぜんと空を見上げた。

　篠しの突つく雨は激しさを増している。風は攻撃性を伴って強く吹きつけてくる。

　だが、雷はない。

　アキは死に物狂いでハリヤード（揚あげ索さく）を引き、セールを張った。

　こんな大荒れでの帆走は自殺行為だとわかっている。しかしこのまま何もせずとも、横転の可能性がゼロになるわけではない。

《サクラジマ》の島しま長おさによると、このまま北へ行けばスカベンジ済みのゴミベルトがあるはずだった。循環海流で停てい滞たいした海の吹き溜だまりには、小さな浮うき島しまができることが多い。

　幸い風向きは真南からと一定している。メインとジブ、両方のセールをカンノンビラキで展開すれば、船の安定性も少しは増す。

　今はどこでも何でもいいから浮きものを見つけ、とにかくいったんパラス号を停泊させる。それが船とクルーにとって一番生存率が高い。

　そう信じて、アキは嵐の中でパラス号を走らせると決めた。

　風はアキを飛ばしそうなほどに強く吹いている。

　海に木ロ片グを投げるとあっという間に見えなくなった。船速も相当に速い。

「キーちゃん、ありがとう！」

　ティラーを死守していたオウムガエルに声をかけ、アキは持ち場を交代した。

　コクピットに浅く腰掛けて、キーちゃんのケージを足の間で挟はさむ。片手で背後の手すりをつかみ、もう片方で慎しん重ちようにティラーを操そう舵だする。

　効率よく航路を選ぶ余裕などない。今のアキにできるのは、パラス号に振り落とされぬよう必死にティラーにへばりつくこと。そして襲い来る波にカウンターで舵かじを当てることだけだ。

　覆おおいかぶさるように体全体でティラーを握り、アキはしっかり前を見み据すえた。

　横よこ殴なぐりの雨がびっしりとゴーグルのレンズを覆う。口に入る雨は甘いが、すぐに海水が入り込んできて渇かわきに変わる。

　風が吠ほえ、波が唸うなる。

　パンチングの連続で視界が激しく上下に揺れ、耳には嵐の轟ごう音おんしか聞こえない。

　うねりと緊張で、胃が吐はき気けを催もよおす。

　一人で海に出て二年も経たつのに、どうしようもなく心細い。心臓がひゅっと奥に引っ込むような感覚があり、めまいに似た症しよう状じようで頭がふらつく。

　張ったセールも見えない激しい雨の中、アキは救いを求めるように足元を見た。

　そこに、勇ゆう敢かんなる船長がいる。

　久しぶりの天の恵みに、キーちゃんは嬉うれしげに喉のどを鳴らしていた。この嵐に何を悠ゆう長ちようなと思うも、孤こ独どくでないと感じるだけでアキにはその存在が頼もしい。

　セールが破れそうなほど大きく風をはらみ、パラス号が高速で海を滑すべってゆく。

　嵐から逃のがれようとするそのスピードも船長同様頼れるが、勢いに乗ると高波を下る時にバウダイビング──船首からの沈ちん没ぼつ──してしまう可能性もある。集中を切らせてはいけない。

　密度を増したゴーグルの水滴を拭ぬぐいながら、アキは必死に舵を当てて波を斜ななめに切った。

　五メートル以上あるパラス号のマスト。それを優に越える波の壁かべを、パラス号は勇敢に上っていく。

　波の頂点から海を見下ろし、アキの頭に墜つい落らくのイメージがよぎった。

　身をすくめて足元を見る。キー船長がケージの中で、微び動どうだにせずアキを見上げている。嵐に臆おくさぬつぶらな瞳は冷静と言えなくもない。

　ふっと力を抜いたように、アキの焦あせりが沈着していく。

「キーちゃん、嵐を抜けたらおいしい方のプランクトンあげるね！」

　口に出すと勇気が湧わいた。クルーにとって船長との約束は絶対だ。

　叩たたきつけるように船の上から襲いかかる波は濤とう。そのひとつひとつにアキはキー船長のような冷静さをもって、丁てい寧ねいに舵かじを当てていく。

　慎重に波の方向を見み極きわめねば、ラダーがロックされて真正面から高波へ突つっ込んでしまう。この荒天で装備が破損したならば、修理は絶対に不可能だ。

　次から次へと押し寄せる波は浪ろうの見極めに、アキは文字通り命がけで集中する。

　しばらくの間はティラーにかじりつき、死に物もの狂ぐるいで操船していた。

　やがて波の合間にわずかな猶ゆう予よを見つけ、チラリとダイバーズウォッチに目をやる。

「え……」

　愕がく然ぜんとした。

　三時間は嵐を走ったという感覚がたった十分のこととわかり、アキの瞳どう孔こうが収縮する。

　射るような雨が襟えり元もとから入り込み、薄うすい胸を冷たく濡ぬらす。

　底冷えと心細さとに、歯の根がカタカタ止まらなくなる。

　獰どう猛もうな吠ほえ声とともに高波が、上から横からまさに怒ど濤とうと襲いかかってくる。

　アキは片手でケージを押さえ、自分も必死に手すりを握った。背中を打つ波の衝しよう撃げきと痛みに負け、心がたまらず悲鳴を上げる。

　もうセールを下ろしてキーちゃんとキャビンに引きこもりたい。カタマランは簡単に横転しない。横転してもすぐには死なない。楽になりたい。怖こわい。早く楽になりたい──。




『アキ、たくさん生きろ。海は広いぞ』




　アキが弱気になった時、いつもどこからともなく聞こえてくる父の声。

　それは父の命令だった。父から託された願いだった。

　そして──父の最後の言葉だった。

　アキの体が言葉に反応して奮ふるい立つ。心は恐怖していても、生存本能が弱気な少女を無理やり戦いへと引き起こす。

　海を睨にらみつけながら、時にキーちゃんと父に励はげまされながら、アキは邪念を振り払い、必死にティラーにかじりついて波と戦った。

　再びダイバーズウォッチを見ると、今度は一時間ほどが過ぎていた。

　嵐はまだ抜けない。そろそろティラーを握る手に力がこもらなくなってきている。

　セールの裏に風が入って船体が大きくヒールする場面が二度あった。

　海水を直接飲むような傾きの中、アキは涙を流して必死に手すりにつかまっていた。体力の限界が近づいている。

　夜の海は相変わらず周囲のすべてが水平線だった。

　世界にはパラス号しか存在しなかった。

　いつまでこの嵐は続くのか。自分はここで死ぬのだろうか──。

　ざばざばと顔にかぶる水が塩しお辛からい。アキの胸中で弱気がどんどん膨ふくれ上がる。

　闇やみから押し寄せる孤独と現実的な死が、父の言葉を恐怖で塗ぬり込めていく。

　ここで自分が死んでも悲しむ人はいない。両親に少し早く会えるだけだ。二人が生きているか死んでいるかはわからないけれど、でもたぶん死んでいる。だったら──。

「助けてキーちゃん！」

　アキはたまらず叫さけんだ。震ふるえが全身に回っていた。

　十四歳の少女は心の底から助けを求め、足元のオウムガエルに泣きついた。

「怖いよキーちゃん！」

　キーちゃんは、相変わらず荒れる海をじっと見み据すえている。

　キーちゃんはいつでも微び動どうだにしない。晴れていようと、嵐になろうと。虫をあげても、アキが服を脱いでも。

　キーちゃんはいつでもつぶらな瞳でアキを見上げ、ケロケロと喉のどを鳴らすだけだ。

　キーちゃんはアキを助けない。

　けれど、見捨てもしない。

　アキは何度も頭を振り、ゴーグルの中でしっかりと目を見開いた。

　海には逃げ場なんてない。キーちゃんに助けてもらうのではなく、自分がキーちゃんを助けるのだ。そう自らを奮い立たせ、牙きばの如ごとくに襲いかかってくる白波を睨にらみつけた──その時。

　南の空に浮かんだ積乱雲から、突然ドンと轟ごう音おんが響ひびいた。

　船尾を振り返ると、波の上が白く煙けぶっているのが見えた。

　真っ白に色のついた風が、一いつ斉せいにパラス号に向かって吹きつけてくる。

「白い、嵐──」

　一いつ瞬しゆん呆ほうけたアキの体が揺れる。風に体を持っていかれる。

　コクピットに転がった少女の体を、白い気流が突き刺すように吹きすさぶ。

　ゴーグルの表面を氷の粒がみしりと覆おおい、瞬時に熱を奪われてアキの体が芯から凍こごえる。

「なんでっ……夏に、吹雪ふぶきが……っ！」

　真夏の寒気に吹き飛ばされ、パラス号が空を舞う。

　ジェット気流が伴う雹ひよう。全身の骨が砕くだけたような痛み。息をするのも億おつ劫くうな重い疲労。

　──寒い。寒い寒い寒い。

　アキの体はただ本能だけでティラーにしがみつく。

　身み動じろぎするとビニルカッパの背中からパリパリと氷の割れる音がした。じっとしていると次第に背中が重くなっていくのがわかる。

　母が聞かせてくれたおとぎ話に出てくる海底に住む大男。あのウミボーズに船尾をはたかれたようなスピードで、パラス号が上下左右に飛び跳ねる。

　真後ろから背中を殴なぐる雨。それを凍こおらせた刃のような礫つぶての飛来。

　ゴーグルの中でも目を開けることができない寒さとスピードの中、弱り切った十四歳の少女は再び思ってしまう。

　──もう、楽になりたい。

　そうしてアキが諦あきらめかけた時、ガタガタと揺れながらキーちゃんが報告した。

「ワッチ、ワワワ、ワッチ」

　寒さと痛みと恐きよう怖ふの中で、どうにか細く目を開ける。

　ほとんどゼロに近い視界の中央に、わずかに水平線を歪ゆがませる影が浮かんでいた。

「うき、しま……？」

　東の海面にうっすら黒く盛り上がった陰いん影えい。それはゴミベルトの周囲によく発生する、腐くされ木ぎの積み重なった自然の浮うき島しまに思われた。

「すごい！　キーちゃん、この嵐であれが見えたの？」

　口の中にざぶざぶと水が入るのも構わず、アキははしゃいでキーちゃんに話しかける。くりくりとつぶらな船長の黒い瞳は、まったくもって伊だ達てではなかった。

「あそこに行けばボクたち生きられるよ！　がんばろうキーちゃん！」

「ガバロー」

「大丈夫！」

「ダァジョーブ」

　歌うように二人で励はげまし合いながら、パラス号は勇気と希望を得て果か敢かんに進む。

　波間にたゆたうオキアミほどにしか見えなかった島影が、うねりを越える度たびに大きくなって近づいてくる。

　──みんなが、ボクを守ってくれた。

　アキは神話における乙女おとめパラスの父──海神トリトンと、頼もしきキー船長、そして自分にパラス号を遺のこしてくれた両親に感謝する。

　その上で、自分もまたパラス号とキーちゃんを守ったのだと誇らしく面おも舵かじを切った。
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序幕　魔石の追手







　とある方石を盗み出した。

　思えば、自分のためでない盗みは初めてである。経年劣化した方石の盗取など私の主義には到底そぐわないが、あの男の熱意と積み上げられた金額に圧おされて、渋々ながらに引き受けた仕事であった。

　けれども事ここに至って、醜く瘦せた私の胸には、悔悟の念しか残っていなかった。方石窃盗は、石に対する持て余すほどの執着に狂って、品物の運命と持ち主の思い入れを踏み躙にじるのでなければならない。その方石を愛するがゆえに盗むのでなければならない。だが今回、私は他人の妄執の尖せん兵ぺいとなった。この瞬間にも、じりじりと背後に迫りつつある危機は、私のそんな軽挙が手繰り寄せたひとつの必然なのだろう。

　深夜の裏路地で、今、私は逃走している。

　魔性に追われて走っているのだ。

　長距離競技用のランニングキューブを衣裳化してから、どれほど駆け回っただろうか。路地を叩たたく足音は私のものだけであったが、私は、私を追跡する恐ろしい相手の存在を明確に認識していた。

　銀だ。盗みに入ったコレクションルームを出てよりずっと、白銀色のコートの男が私の後をついてくるのだ。静かで執念深い彼の追跡は、さながら高貴な白蛇のそれであって、私は薄汚い路地裏で、惨めに駆けずり回るドブネズミの気分をさきほどから味わい続けていた。

　石畳は続いている。

　神かみ与よ島じま第五街区の街並みは西欧風の石造りが主である。

　突き当りを左に折れて私は走り続ける。並んだ建物の石壁には切り抜いたような小窓が空いていて、そこから気持ちばかりの明かりが、真っ直すぐに暗い路地へと射さしていた。

　私は横顔を次々に照らされながら、右へ、左へ細道を折れ曲がり、逃げ進んだ。

　だが、果たして私が辿たどり着いたのは、冷たい行き止まりであった。

　乱れ切った私の呼吸音が冬の夜のしじまに跳ね返って、他でもない私自身に諦めを迫った。三方を壁に囲まれた行き止まりの空間には、いかにもここが私の生の終着点だとでも言いたげに、一本足のガス灯が佇たたずんでいた。力強く放たれるオレンジ色の輝きは、夜陰を押し上げる明け方の眩まぶしさによく似ていた。

　タン──と、高いところで、私以外の者の足音がした。

　白銀の追跡者は、アールデコ様式のビルディングの屋上からひらりと舞い、徐々に減速しながら、私の視線の先へそっと落着した。

「方石を返せ」

　やや鼻に掛かったような独特の響きで、長身の男は言った。

「屑くず石いしひとつに執着するじゃないか。衣裳化できない方石など、積み木細工にも劣る空虚な立方体に過ぎないというのに」

　嘲あざ笑わらいながら、私はランニングキューブの着装を解いた。足元で黒いシューズが弾はじけて光の粒子となり、眼前へ流れて、手の平大の立方体の姿に戻る。代わりに私が取り出したのは、六面に白字で「ＰＯＬＩＣＥ」と記された紺こん碧ぺきの方石である。

「──着装」

　刹那、手中の方石がシューズと同様、無数の光の粒子となって弾けた。小さな銀河の尾のように空中を流れたそれらは、やがて静かに私の身体からだを包み込み、そしてたちまち、暗色の戦闘服へと変じる。

　衣ころも宿りたる石。方石の着装過程は何度見ても美しい。

「……警活方石」

「ＹＴＣのアトリエから裏に流れた品だが、機動隊の装備に内定している正規品だ。編み込まれた運動式の量も並ではない。荒事で、後れを取るつもりはないぞ！」

　私は迷わず猪ちよ突とつの一歩を踏み出した。自や棄けになったわけではない。競走用の方石で振り切れなかったのだから、あのきらきらと目につく男のコートが衣裳化された方石であること、そして相応の量の運動式が編み込まれていることは推測にかたくない。しかしながら私の警活方石は、戦闘の用に供されることを主眼に生み出された石である。こうして追い詰められた以上、小細工なしの激突こそが、最善の対処だろうと思われた。

　肉迫の最中に握った拳を、私は渾こん身しんの力を込めて、フードに隠れた男の顔へと突き出した。だが必殺を狙ったその拳打は、何の手応えもなく空を切る。同時、私は驚きのあまり、荒い呼吸を詰まらせた。

　男のコートの袖が数あま多たの白銀の鱗うろことなって解ほどけていく。宙を滑った鱗たちは、たちまち銀の鎖を構成し、間抜けな私の瘦そう軀くを信じ難い力強さで締め上げたのである。

　肋ろつ骨こつが軋きしみ、圧迫された肺から空気が絞り出る。

　男は握った銀鎖を力任せに振り回し、戒められたままの私の身体を、行き止まりの壁へと叩きつけた。背中を襲った衝撃と、強いめまいのために着装が維持できない。暗色の戦闘服は弾けて消え、元の手の平大の立方体に戻ってしまった。

　静かに歩み寄ってきた男が、警活方石を脇へ蹴飛ばす。

　再着装の機会を摘まれた私は、足を投げ出して座ったまま、気力の抜けた眼まな差ざしで男のフードの中を覗のぞき見た。

　長身の追跡者は若かった。二十歳にも満たない黒髪の少年である。都会的な繊細さとぎらつく野趣が溶け合って、大きく深い眸ひとみに渦巻いていた。

「盗んだ石だ。さっさと出せ」

「……いいだろう」

　上着の内胸に秘めた盗品を投げ渡す。緑りよく釉ゆうの利いたその一石は、経年劣化のために衣裳化不能に陥った、無価値な屑石であった。

「その代わり教えてくれ。おまえのそのコート、方石なのだろう。私の命運は尽きたも同然だ。せめて正体を聞きたい」

「監獄行きの盗人ぬすつとが追い銭を欲しがるか。恥知らずめ、口を閉じろ」

　少年のコートのすべてが銀ぎん鱗りんへと分解される。

　恐ろしいことに、どうやら彼の方石の本質は、白銀の鱗を自在に操って、思うがままの服飾品を構成できる点にあるらしい。

　冷や汗が背筋を伝う。これから彼はこの身を拘束しようというのだろう。ただ私には、大人しく捕えられてやるつもりなど毛頭なかった。

　目の前で銀鎖ができ上がるのに先んじて、腰からナイフを引き抜いた私は、その切っ先で自らの首筋を思い切り貫いた。

　刺し口からびゅうびゅうと血が噴き出し、なすすべなく石畳に倒れ込む。身体を襲う痙けい攣れんに抗あらがえないまま、意識がどこか遠くへと墜落していく。

　だがこれでいい。監獄で老い、枯れた身体で娑しや婆ばへ出ても、惨めで短い、先細りの時間が待っているだけだ。ならばいっそ彼の持つ未知の方石に、私の最期を看取ってもらおうじゃないか。

「……やりやがった。まあ、こうなっては仕方がないか。餞せん別べつだ、持っていけ」

　少年の呆あきれ声にはっとする。すでに視覚を失い、死の淵ふちへ沈みつつある私は、不意にもたらされた温情を前に、最後の期待を聴覚へ集中させた。

「梔子くちなし連れん作さく。──φフアイの方石」

　絶命の瞬間、私は確かに喜悦した。どうやら運命の女神は、私の死に最良の立会人を用意してくれたらしい。

　嗚あ呼あ。嗚呼。

　こんなところにあったのか。

　魔石め！







第一幕　悪童とデコ娘







　　　　１




　方石は早着替えの技術に過ぎない。

　売出し中の若手政治家が、そんな失言のために窮地に立たされているらしいというのが、今朝のニュースの目玉であった。

　世界に誇る自国の伝統技術を軽んじるような発言は、国民の自尊心をいたく傷つけたであろうし、一大市場を築く方石業界からの非難も相当に苛烈であるらしかった。

　方石は内包する組成式の作用によって、手の平大の立方体の姿から、様々な服飾品へ変じ、着装される。早着替えの技術とは言い得て妙である。

　ただ、衣裳化された方石は、単なる衣服を超えた特別な効能『紗さ印いん』を持つ点で、早着替えの技術に終始しない。

（まったく、まったく。口は災いのもとだな）

　白びやく堂どう瑛えい介すけは方石職人でありながら、今朝の報道にさして興味を持っていなかった。それよりも、知人からの急な呼び出しに、脳裏で嫌な予感を膨らませている。

　四月の涼しい朝風の中、瑛介は神与プラザホテルの回転扉を大股で歩いて抜けた。腕時計で時刻を確かめつつ、足早にエレベーターホールへと向かう。美しく研磨された白い石材の床は、胡う乱ろんで上品な鏡面となって、さりげなく飾られたシャンデリアの光を映していた。

　午前八時五分前、エレベーターホールに人影はない。線対称に並んだ六つの扉のうち、右奥のひとつを潜くぐると、瑛介は閉扉のボタンを押して、上る加速度に身を任せた。

　待ち合わせの場所は三十階のスカイラウンジである。だが階数表示の電子パネルが十六階に届いたところで、高級ホテルのエレベーターは滑らかに動きを止めた。

　誰か乗ってくるらしい。

　身体を脇に避よけると、エレベーターの扉が左右に開く。果たしてその向こう側には華きや奢しやな少女がひとり立っていた。マリン調のプルオーバーにチノ生地の短パンが春らしい装いである。年は十五か、十六か。そんなところだろう。

　小振りなボブヘアは近頃流は行やりの前下がりで、額も大きく出してある。

　顔立ちは幼く、どこか垢あか抜けない印象の少女は、手鏡に見入ったまま、エレベーターに乗り込んでくる気配がなかった。

（……なんだこいつ）

　うっとりと微笑ほほえんでみたり、間抜けな流し目でムーディな横顔を気取ってみたり、とにかく忙しそうな様子ではあったが、

「乗らないのか」

　痺しびれを切らして、瑛介はそう問い掛けた。

「えっ……あ。す、すみませんっ」

　エレベーターの到着には、気がついていなかったようだ。手鏡を肩掛け鞄かばんに仕舞い込みながら、少女はいかにも気まずそうに、俯うつむき加減で乗り込んできた。

（……変なやつ）

　フロアボタンを押さないところを見ると、どうやら少女の目的階は、こちらと同じであるらしい。案の定、三十階でエレベーターが口を開けると、少女はバタバタと慌ただしくフロアの奥に姿を消した。
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　我が校には、運命力学に従って、転校生が毎週月曜日にやってくる。

　転校生は、体育館の壇だん上じように立って予言を言い渡わたす。

　その予言は運命力学が指すところの運命の告白であり──よって転校生の予言は、いままで外れたことがない。

　抗あらがっても無駄。運命は変えることができない。

　なのに、大抵の当事者たちは、予言が告げられるとヒステリックに騒さわぎ立てて、運命への抵抗を見せようとするのだ。

　非常にみっともないったらありゃしない。




　　　　◇




　今年度に入って二人の転校生がやって来た。

　つまり、二回の予言がなされ、その二回とも当たり前のように実現している。




　四月三日の転校生はこう言った。





『斉さい藤とう先生（国語教師）の頭とう髪はつは、近日中に消失します』






　この予言を体育館で聞いていた斉藤先生は、とりあえず激怒した。そして、十分に危険が迫った、のっぴきならないおでこをてからせて、真っ青な顔をすると、その後の授業を放りだして、育毛剤の購こう入にゆうに走った。

　それから数日のあいだ、斉藤先生は毛根マッサージのついでに授業に臨のぞんだ。休きゆう憩けい時間になるとお手洗いに駆け込み、鏡の前で育毛剤をふりかけながら、愛まな娘むすめよりも大切な自分の頭髪の無事を祈った。

　しかし、運命は残酷だった。

　育毛剤の使いすぎによる毛根への物理的ダメージと、突きつけられた運命に対する精神的ストレスによって、斉藤先生の頭はあっというまに禿はげ上がった。




　次に、四月一〇日の転校生はこう言った。




『三年一組のＡくんとＢくんは、近く恋人関係となります』




　勿もち論ろん、ＡくんもＢくんもノーマルな男性であり、その手の趣しゆ味みはない。二人は当たり前のように抵抗した。

　だが、運命を予告されてしまったがために、周囲は二人を色メガネで見るようになる。嘲あざける者、嫌がらせをする者、一部の腐敗した女子の好色な視線が、二人に襲おそいかかった。

　ＡくんとＢくんは次第に追い詰められた。全ぜん寮りよう制せいであるこの学校で、二人が安らかに過ごせる場所はどこにもなかった。

　ノイローゼになりかけた二人であったが、その窮きゆう地ちを救ったのが、紛れもないお互いの交流だった。同じ苦労を味わう者同士、お互いの苦しみを熟知し、お互いの癒いやしになり得たのだ。

　ＡくんとＢくんは数々の困難を共に乗り越えて、友情以上の感情を育んだのである。

　彼らは校内でも指折りの名カップルになった。いまではとても幸せそうである。

　まぁ、こんな感じで、運命に逆らうことがいかに徒労か分かって貰もらえただろう。

　僕たちは人間であり、重力に逆らって空を飛べない。

　これ同様に、運命に逆らっても、決められた結論からは逃げられないのである。




　　　　◇




　さて、本日は四月一七日。月曜日。

　転校生がやってくる日である。

　朝のホームルームが終わり、一限目が始まる前。恒例行事として全校生徒が巨大な体育館に集合する。転校生を迎える集会が、そこで執り行われるからだ。

　この集会は、祝日関係なく毎週月曜日にあり、転校生の予言を聞くことを目的としている。

　僕も例に漏れず、出席番号順にならんでだだっ広い体育館にやってくると、大衆の中に収まった。二年生なので場所は体育館の中央辺りになる。

　すぐに体育館の壇だん上じように、校長先生が姿を現す。校長先生は聞くに堪えない話を三分だけ話すと、義務を果たしたと言わんばかりの誇らしい顔で、壇上から去って行った。

　次に続くのは生徒会長の挨拶。

　これは校長先生よりも幾分かマシである。

　なぜならば、現生徒会長は三年一組の五十嵐いがらし優ゆう美びセンパイ。

　性格と顔立ちはキツく、やたらめったらプライドが高い貴女であるが、なにぶん美人であることに疑いはない。腰まで伸ばしたストレートの金きん髪ぱつが揺れるたび、Ｍ属性の男子は思わずため息を吐ついてしまうほどの美び貌ぼうを持っている。それと、おっぱいが程良く大きいのが僕の好きなポイントだ。

　話はお経のようにつまらなくても、美人を目にできるのだから、退屈だけはしなかった。

　五十嵐センパイは、自分の権威を誇示する、上から目線の発言を一通り終えると、

「では、続いて──」

　と話を本題に切り替えた。

　皆みんなの緊きん張ちようがひっそりと高まる。体育館の中が凍り付いたように鎮しずまった。

　これから起こることは、もしかすると自分に関係があるかもしれない。校長先生や生徒会長の与太話とは訳が違うのだ。

「今週の転校生の紹介です」

　五十嵐いがらしセンパイが厳おごそかに述べ、「壇だん上じようへどうぞ」と袖幕に声をかけた。

　ほとんど同時に、袖幕からひとりの女子生徒が現れた。女子生徒は、一三〇〇〇個の瞳ひとみが突き刺さるなか、毅き然ぜんと壇上の中央まで歩んだ。五十嵐センパイの隣となりに並ぶ。

　今回の転校生は小柄な子だった。

　上背のある五十嵐センパイと比較すると、とても同じ高校生には見えない。歳としの離はなれた姉妹のようだ。

　落ち着いた色の頭とう髪はつは、左側の高い位置で結われ、馬の尻尾のようにゆらゆらしている。瞳は、くりっと丸くて可愛かわいらしい。そして、スカートから伸びる華きや奢しやな太ふと股ももがとてもいい。思わず頰ほおずりしたくなる。

「転校生の四よん一いち七ななさんです」

　と五十嵐センパイは言った。

　それに伴って転校生がぺこりとお辞じ儀ぎした。

　転校生の名前は、転校してきた日によって表される。今日は四月一七日なので、『四一七』というわけだ。これは運命力学に則のつとったことであり、疑念の余地はない。

「では、四一七さんに自己紹介と予言をしていただきます」

　五十嵐センパイは転校生四一七と場所を交代する。

　マイクの前に立った四一七は、もう一度深いお辞儀をした。サイドテールが前に倒れて、ぶらぶらと揺れた。

「あー、あー、どうも、おはようございます」

　壇上のマイクスタンドを自分の高さに直した四一七は、平へい坦たんな調子で話し始める。

「本日から一年一組でお世話になります四一七です。よろしくお願いします。早速ですが、予言を話したいと思います」

　簡潔すぎる自己紹介。

　今週の転校生は実にクールな少女だった。あまり情緒的な人ではなさそうである。

　予言についてはもう少し先だと思っていた全ての人間が、一斉に息を吞のんで構えた。

　巨大な体育館の全てが、次の言葉を待つ。

　そして、四一七はおもむろに話を切り出す。




「──今月の末日に、生徒会長の座についているのは、二年三組の皐さ月つき純じゆんくんです」




　僕の前に並んでいたクラスメイトが、思わず振り返って僕のことを見た。

　それから、僕の顔と名前を知る人達が、次から次へと、僕の姿を探しだして驚きよう愕がくの表情を作り上げる。
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　僕は一いつ瞬しゆん、なんのことか理解に及ばなかったが、周囲の反応に遅れて理解が追いつく。

　どうやら自分のことを言われているようだった。

「…………僕が生徒会長？」

　口に出して呟つぶやき、咀そ嚼しやくして、吟味しても、実感だけは湧いてこない。

　あまりにも突拍子がなく、現実味を帯びていない。

　生徒会長といえば、全校生徒六〇〇〇人を束ねる生徒の長おさだ。数々の権限と独自の政策が許されており、学校を思いのままに支配することができるだろう。だが、もちろん民主主義によって決められる存在なので、危ない人間は当選することはできない。それに、リコール制度もあるし、次の選挙もあるので生徒の支持は常に必要ではある。

　しかし、そういうことを差っ引いても、生徒会長が強権を持っていることに違いはない。

　それが僕の掌中に転がり込もうとしているのだ。

　今回ばかりは、さすがに外れるのではないかと疑ってしまうほど、絵空事な予言だった。




「そんなことありえませんわっ」




　突然、ヒステリックな声が上がる。発言の主は五十嵐いがらしセンパイだった。

　皆みんなの注意は、再び壇だん上じようへと引き戻された。

　大抵、予言がなされたあとにヒステリーを起こすのは予言で名前を呼ばれた本人である。しかし、今回は少し違う。内容の規模が大きかった。

　教師が禿はげたり、恋愛絡みの小事ではなく。学校の運営に関わるだろう一大事である。

　よって、名前を出された僕以外にも、副次的に多くの利害関係者が現れてしまったようだ。

　その最たるは、壇上で取り乱している五十嵐いがらしセンパイだろう。

「わたくしは先月に、正式な選挙戦を勝ち抜いて生徒会長に選任されました！」

　五十嵐センパイは自慢の胸に手を当て、自らの正当性を必死に訴える。

「生徒会選挙は九月と三月の二回のみですの。いまは四月なのに、どうしてどこの馬の骨とも知れぬ輩やからが、あと二週間で生徒会長になれるというのですか!?」

「私に聞かないでくださいよ……」

　五十嵐センパイに詰め寄られた四一七は、冷めた目つきで答えた。

　しかし、頭に血が昇った現生徒会長は止まらない。

「噓うそですっ。どう考えても、そんなことはありません！　今回の予言は外れですわ。というか、あなた本当に転校生なのですか？　わたくしに嫉妬して、転校生を偽って噓の予言をしたんじゃないんですか？」

「なんで私がそんなことしないといけないんですか……」

　酷ひどい言いがかりをつけられた四一七は、嘆息を混じらせた。

「とにかく。たとえあなたが本当の転校生であったとしても、あなたの予言は絶対に当たりません。よろしいですね!?」

「はぁ、そうなんですか」

「なんですかその態度は！」

「うるさい人ですね…………私、やることやったんで、これで失礼します」

　終始クールに収めた四一七は、ぺこりと全体に向かって頭を下げると、規則正しい歩調で壇上から去って行った。

　その背中に向かって五十嵐センパイは、

「お、覚えてなさい！」

　と怒鳴り散らした。

　ただの八つ当たりであり、負け犬の遠とお吠ぼえだった。

　まぁ、何はともあれ。

　一番の当事者たる僕が、あんまり注目されることなく、四月一七日の予言はいつも以上に波乱を残して幕を閉じた。
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プロローグ







　山の間にある小さな集落──白い雪に覆おおわれて美しかったはずの場所は、今や炎と血で点々と汚れている。

　いくつもの家屋が燃える中で、大勢の人が武器を手にして争う光景を、一匹の狐きつねが離れた山中から眺ながめていた。

　狐は知っていた。争いの原因を。

　集落の娘と、集落から少し離れた町の青年が恋に落ちた。二人は愛し合い、集落で子どもを生み育てた。

　しかし数年の後、男は病に倒れ、治ち療りようのために町に戻ることになった。あいにく集落と町の仲は悪く、町の人々が強い力を持つ集落の人々を恐おそれていたことから、女は子どもと集落に残り生活した。そんなある日、青年に会うためこっそりと町を訪れた女は暴漢に襲おそわれてしまう。

　女は当然、抵てい抗こうした。不運だったのは彼女が強い力を持つ集落の一族だったということ、そしてこれまで誰だれかと争った経験がなかったことだ。加減の分からない彼女の振ふるった一いち撃げきは、暴ぼう漢かんに瀕ひん死しの重傷を負わせた。

　その噂うわさはたちまち町中に広がり、町の人々の恐れは憎にくしみに変わった。

　集落の子どもが殺された。犯人は、例の暴漢とは何の関係もない数人の人間。

　その報復に町の家族が殺された。犯人は、女とはさほど親しくもない一人の人。

　──報復は繰くり返かえされて、いつしか憎しみは増幅されて取り返しのつかないところまで大きく育ち、ついに互いが互いをこの世界から消し去ろうと争うところまで来てしまった。

　狐はため息を吐つき、冷気がそれを白くする。

　人と人とが憎しみ、殺し合うなど珍しいことでもない。狐はこれまでにもいくらでもそんな事態を目まの当あたりにしてきた。だが、それでも見るたびにやるせない気持ちになる。

　しばらくして、狐の鋭するどく尖とがった耳がピクリと動いた。

　何者かの気配──油断していた、と狐は思った。戦いの音と家屋の焼ける臭においで周囲への注意力が散さん漫まんになっていた。戦いを逃のがれてきた町の者か、あるいはそれを追う集落の者か。

　──そのどちらでもなかった。

　狐から少し離れた場所に立っていたのは、まだ幼い黒髪の少年だった。

　少年が狐に歩み寄ってくる。狐はいつでも逃げられるように警けい戒かいしたが、すぐにそれを解いた。少年の足取りはふらふらと覚おぼ束つかなく、目の焦しよう点てんも定まっていなかったからだ。

　狐まであと数歩という距離で、少年は糸の切れた操り人形のように前向きに倒れ込んだ。

　おもむろに腰を上げた狐が少年に近づいて臭いを嗅かぐと、血と煙の臭いが鼻を突ついた。まさかこの場所に町の子どもがいるはずはないから、集落の子どもに違いなかった。

　背中に一ひと太た刀ちを受けたらしく、衣服は破れ、その下の皮ひ膚ふからは血がにじみ出ている。まともに受けた傷にしては出血が少ないのが幸いと言えたが、放ほっておけばじきに死ぬだろう。

　狐は半なかば雪に埋うまった少年の頰ほおを舐なめた。

　少年はうめき声を漏もらすと、うっすらと瞼まぶたを開いて狐の顔を見た。

「きつ、ね」

「いかにも、あたしゃ、狐だ」

　狐はそう言って反応を待ったが、少年はただ狐を見つめ返すばかりだった。

「あの集落から逃げてきたのかい？　親はどうした」

「お母さんは、殺された」

　狐はわずかに身み震ぶるいした。

　こんな子どもが、自分の母親の死を事も無げに口にした。恐らく、少年は母親の死を事実としては知っていても、その心が受け入れていないのだ。

「父親は？」

「町にいる、と思う。どうしてるのかは知らない」

　狐は目を見張った。

　この少年は──そうか。

「あんたは」

　狐がそのことを確かめようとしたとき、集落の方向から大きな歓かん声せいが響ひびいてきた。

　町の兵士が集落の族長の首を手に掲かかげていた。周まわりを大勢の仲間が囲み、勝かち鬨どきを上げている。

　戦の勝敗が決したのだ。もともと町の戦力が数で圧倒的に勝っていたから、狐にとっては予想通りの結果と言えた。

「どうする？　あんたの部族はあと一晩もしないうちに滅ほろぶ」

　訊きいて、狐は思い直した。この少年には、自力で立ち上がる力すら残っていないのだ。

「愚おろかな問いだったね。問い直そう。もし、あたしがあんたに生きる術すべを与えてやれるとしたら、それは他人を騙だます術だけだ。さて、あんたに他人を騙し続けて生きていく覚かく悟ごはあるかい？」

　実のところ、狐は少年が「ある」と答えても「ない」と答えても、助けるつもりはなかった。

　ない──そう答えるのであれば、狐が少年を本当の意味で助けてやることはできない。ここでただその生命を助けてやったところで、少年の行く末には悲ひ惨さんな末路しか待っていないだろう。このまま雪の中で安らかに逝いかせてやるのが優しさというものだ。

　ある──そう答えても、狐は少年を助けない。母を殺され、一族を皆みな殺ごろしにされた少年は、いつか恨うらみを果たすために狐が与えた術を使うだろう。それは狐の信念に反する。

　自分でも意地の悪い質問だと狐は思った。だが、もし少年がこの残ざん酷こくなまでに意地の悪いジレンマを破ることができたら、そのときは持てる全ての力をもって助けてやるつもりだった。

「さあ、どうする？」
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　その日、日直だった伊い織おりは、学級日誌を書き終えそれを職しよく員いん室しつに届けた。

「左そ右う田だ、ガンバんなさいよ～。新作楽しみにしてっからねえ」

　担任のミモリンこと、みもり先生にマンガに対する激げき励れいを受けながら、職員室を後にする。

　伊織は、日常生活と同時進行でマンガを作れるとはいえ部活には所属していないし、今日きようは友人たちとも遊ぶ約束をしていないので、後やることといえば家に帰って頭に構築した新しい作品の作画に取り掛かるだけであった。

　あれから数日、前回の医い療りようマンガの改良版をいくつか作ってみたが、どうしても納得のいくものにならなかった。

　そこで心機一転、いくつか構想が出来上がっているうちの、ジャンルでいうと恋愛モノに新たに手をつけようと頭の中でそのネームを仕上げていく。

　伊織は機き嫌げんが良かった。彼女なんて今まで出来たことがないし、恋愛なんて未経験なのだが、今練り上げているその恋愛マンガがかなり面白いものになりそうだからだ。

　よく漫まん画が家かになろうとする人間に『人生経験を積んでからにしなさい』などと言う者がいるが、伊織の持論はそれを否ひ定ていしている。人生経験のない人間には面白いマンガなんて描けないというのだろうが、中学生の頃ころには伊織は、大人おとなに混じって第三者から面白いと評価される作品を生み出していた。

　たとえば実際に宇宙中を旅した人間がいるだろうか？　戦国時代にタイムスリップした人間がいるだろうか？　核戦争後の世紀末を拳こぶしひとつで生き抜いたものがいるだろうか？

　面白いマンガを描くうえで重要なのは知ち識しきと想像力だ。経験なんてものはせいぜいそれの補佐程度にしかならない。

　そして、面白いものにはパターンがある。一見目新しそうに見える設定やストーリー、キャラ造形も、必ずどこかで使われたことのあるものか、あるいはそれらの複合体だ。もしも全まつたく存在しなかったであろう設定が思いついたとしても、それは全く面白くないものである。先人たちが思いついても、あえてやらなかったものだからだ。

　そういった面白いとされるパターンのピースを、斬ざん新しんな演出と魅みせ方かたでパズルの枠わくにはめていく。

　それが伊織のマンガの造り方なのだ。

　前回の医療マンガもそうだし、今回の恋愛マンガも同じことだ。面白い物語が何な故ぜ面白いか解析しながら解体し、自分なりにアレンジして再構成する。そうやって全然違う面白い物語を生み出し、頭の中でマンガとして組み立てていく。

　参考にするのはマンガでなくても良い。ラブコメならば恋愛シミュレーションゲーム、いわゆるギャルゲーをプレーしてみても良いだろう。受けるヒロインの構造のヒントがそこにぎっちり詰まっている。実際、伊い織おりは昨晩徹てつ夜やで一本クリアしたし、アイディアが溢あふれ出だして止まらないくらいだ。熱心に妹キャラを攻略しているところを実の妹に目もく撃げきされ、ドン引きの表情を向けられたが、そんなのは些さ細さいなことだ。

　マンガの執筆に当たって自分自身の濃い体験など必要ない。こうやって各所から情報をかき集め、知ち識しきとしていかに面白いパターンを知っているかだ。マンガを描くうえで必要な想像力も、知識を多く積むことで自おのずと身につく。

　だからたとえ、恋愛が未経験であっても、面白い恋愛マンガが創つくれるのである。

　伊織の頭の中では今、王おう道どうを往いきつつ、奇想天外な切り口の恋愛ストーリーが構築されていっている。廊下には自分一人だし、素晴らしい作品が出来そうなので、ついつい口元が緩ゆるんでしまっていた。




「──きゃっ！」




　しかし、そんな風に気を良くしている伊織に、思わぬハプニングが舞い込んできた。

　急に廊下の角を曲がってきた女生徒と勢いよくぶつかったのだ。

「おっと！　悪い！」




　伊織は何ともなかったのだが、女子の方はぶつかった反動で尻しり餅もちをついてしまっている。

　しかも不幸なことに、その子は何やら書類の山を運ぶ途中だったようで、それらを廊下にぶちまけてしまった。伊織と同じで彼女も日直だったのだろう、どうやらクラス全員の提出物のプリントのようである。

　さらにだ、

（……縞しまパン……だと……）

　彼女のスカートはめくれ上がっており、その隙すき間まから白くて柔らかそうな太ももが覗のぞいている。そして何より一番印象的だった部分といえば、縞模様の布地──そう、彼女の履はくパンツが伊織の視界に思いっきり飛び込んできたのである。

『その絵』は鮮明にしっかりと目に焼きついた。後で原げん稿こうに見たまんまを描き写せる自信すらある。だが、断じて自分は変態ではない。確かにガン見してしまっているが、男という生き物にとって避けられない本能なのだと伊織は心の中で言い訳した。

　マンガの中ではしょっちゅう出会うが、リアルで転んでパンツを見せてくる女の子と出会うなんて何という稀け有うな体験であろう。色んな意味でラッキーだ。

　女子は伊織にパンツを見られたのには気づいていないようで、姿勢を起こすと、床に散らばってしまったプリントを無表情で拾い集め出した。慌あわてて伊織もそれを手伝う。

「あ……」

　その時、プリントの一枚を取ろうとした二人の手と手が触れ合った。

　伊い織おりが顔をふと上げてみると、その女子とばっちり目が合ってしまった。改めて確認するが面めん識しきのない子だ。お互いの距離はかなり近い。

　吸い込まれそうになるパッチリとした奇き麗れいな瞳ひとみに、思わず触れたくなるサラサラの黒くろ髪かみ。幼さの残る顔立ちだが、整った目鼻と艶つやのある瑞みず々みずしい唇。

　その女子は、絵に描いたような美少女だった。

「す、すまない！」

　伊織はサッと手をどけた。

　柔らかい手の感触が未いまだ残っている。

　女子の方も恥ずかしげに目を逸そらしてから、撒まき散ちらしてしまったプリントの束を改めて拾っていく。

　その全すべてを集め終えると、二人は無言で立ち上がった。

　真正面に立って並んでみると、身長はクラスの女子の平均より確実に小さい子だった。この学校の制服を着ていなければ、中学生と間違えていたかもしれない。頭の上にちょこんと乗ったベレー帽ぼうが印象的だ。

　細いシルエットと長い黒髪で、一見、清せい楚そなお嬢じよう様さまといった印象も受ける。西洋風のドレスを着せても、和風の着物を着せても似合いそうだし、きっと可愛かわいいお人形さんのようになるだろう。

　何の改変も誇張も必要なく、そのまま自分のマンガに登場させられそうな、そんな美少女である。

　彼女は軽く一礼すると、そのまま廊下を歩いていこうとした。

「あ！　ちょっと君！」

　伊織に呼び止められ、その子はピタリと立ち止まった。

「……ハンカチ、落としたよ」

　ごく普通の表情と語調で喋しやべっているが、伊織は吹き出しそうになっていた。あまりにベタな状況シーンが続くので滑こつ稽けいだったのだ。王おう道どうを大事にはしているが、こんなものを自分のマンガに登場させたのなら、きっとギャグ描写としか思われないだろう。

　伊織からハンカチを受け取ると、恥ずかしそうにしてからこちらに背を向け、女の子はさっさと行こうとする。

「……あのさあ。君、１年生？」

　伊織は思わず、もう一度その可愛い女子を呼び止めてしまっていた。

　妙な期待をしている自分がいるのだ。マンガじゃあるまいし、ここから何か進展があったり、何て考えてしまっている。外見はめちゃくちゃ可愛らしいし、お近づきになれたらという淡い願望である。天才漫まん画が家かといわれようとも、やはり伊織も年とし頃ごろの男子高校生なのだ。

　といってもそれ以上に、ちょうど今描いている恋愛マンガの何か参考になるかもしれないという考えが大きかった。自分自身の体験は二の次と思いつつも、重要な要素であることには違いない。マンガの参考になるような貴重な経験が積めるかもしれない。

　全すべては面白いマンガのためなのだ。

「いや、見ない顔だったからさ。良かったら、あの、名前、教えてよ」

　女子は向こうを向いたままその場に止まって俯うつむいている。

　いきなりこれは馴なれ馴なれしいし、気持ち悪かったかな、と伊い織おりは後悔し始めた。引いてしまったのか、恥ずかしがっているのか分からないが、なかなか返事をしてくれないでいる。

「ああ、ごめん、やっぱりいいよ……。ぶつかって悪かったね」

「──ぺけ……」

　伊織が行こうとすると、女子がようやく何かボソッと言ってくれたのたが、ちゃんと聞き取ることができなかった。

「え？　よく聞こえなかったよ」

「──おっぺけぺ……」

「……ん？」

「おっぺけぺー」

「は？」




「おっぺけぺ─────ッ！　おっぺけぺーッ！　おっっっぺけぺッ～～～～～～ッ！　おっぺっけ…………ぺぇぇぇぇぇぇェェェェェェェ～～～～～～～～～～～～ッ！」




　長い沈黙が訪れる。

　遠くから運動部の掛け声が聞こえてくる。吹奏楽部の練習の演奏もかすかに耳に入ってくる。

　どうやらここ以外の空間は何事もなく時間が流れているようだ。

　思考停止、伊織の人生において初めての経験かもしれない。可愛かわいい女の子が「おっぺけぺー」を連呼するところを見るのも、当然だが初体験だった。

　あまりのことに、伊織は動くことも、口を開くこともしばらく出来なかった。

「あああああああああ！　間違えたぁぁぁぁぁぁァァァァ」

　謎なぞの奇声後、女の子の次の行動は、頭を押さえながらそう唸うなることだった。

　恥ずかしさのせいなのか、耳を真っ赤にしているのがこちらに背中を向けていても窺うかがえた。

「これじゃあダメです……。今のシーンから『おっぺけぺー』を連呼するヒロインなんてかつて存在しなかったのかもしれないけど、おかしな女の子って強きよう烈れつな印象を与えてしまいました……。そうですよね、そんな出会いもあり得ますよね……。もうダメです……おしまいです……」

　続いて訳の分からないことを一人でブツブツ言っている。

　ヤバイ子に声をかけてしまったのは明白だったし、ようやく思考の回転が再開してきたので、伊い織おりは後ずさりしてその場から退散しようと図った。

　ところがその奇妙な女の子は、こちらに振り向き、伊織のことを逃がさんとばかりに急速に近寄ってきたのである。

「……すみません、これだけは言わせてください。もはやあなたは逃れられない運命です。だからまずはこれから色々と迷惑をかけることを謝あやまっておきます。そして言わせてください、『あなた、近いうちに死にます』と」

　無表情で、淡々と読みあげるように、そう言い切った。

　伊織を見つめる髪かみの色と同じ奇き麗れいな黒の澄んだ瞳ひとみは、迷いのないものだった。

　オカルトに心酔しているのか、あるいは悪い意味でマンガにどっぷり漬つかってしまっているのか、ともかく痛い女子のようだ。

　伊織の考えることは「これ以上関わりあいになりたくない」の一点だ。

「はあ……。そうなの……」

「はい。99パーセント死にます。言いましたからね？　99パーセント死にますから。あなたが助かる可能性は、１パーセントしかありませんから。……以上」

　彼女は早口で言い終えると、早歩きで廊下の向こうを曲がって消えていった。

　伊い織おりは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　訳が分からない。

　あまりに残念な美少女だった。それこそマンガに登場してきそうな。

「ああ！　クソッ！　何なんだよ、あいつ！」

　いい感じに頭に構築していた新作の台詞せりふがいくつか抜け落ちてしまい、伊織は廊下の壁かべを叩たたいた。これも初めてのことだ。頭で描いていたネームを忘れるなんてことは。それほどインパクトのデカイ出来事だったのだ。

　ともかく、さっさとおかしな女のことは忘れて、もう一度作品の再構成と練り直しをしようと思いながら、伊織は家路に向かうため下駄箱に急いだ。

「ああ！　もう！　クソッ！」

　歩きながら頭で描くヒロインの顔がさっきの女の子になってしまう。頭の中の消しゴムで消してはすぐに現れてくるのだ。

　家に辿たどり着つくまで、しばらくそんなことが続いた。
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　全まつたく捗はかどらないので、伊織は自室のベッドで横になった。机の上には白紙の原げん稿こうが置かれている。

（何だったんだあの子は？）

　いっそ自分のマンガに登場させようかとも思ったが、気の迷いだとすぐにやめた。廊下で男子とぶつかって、その後「おっぺけぺー」と奇声を上げる女子なんて使い様がない。あれこそ思いつきはしても誰だれもやらないパターンに違いないだろう。

　さらにその後の言葉だ。




『──あなた、近いうちに死にます──』




　間違っても初対面の人間に言う台詞ではない。たとえ高名な占い師でも簡かん単たんに口にしてはいけない。

　あんなの全く信じてはいないのだが、言われた本人にしてみたら結構気分が悪い。ペンを取る気も起こらないし、さっきから思い出す度たび、胸むな糞くそ悪くなって悶もん々もんとするばかりなのだ。

「うお!?」

　いきなり枕まくら横に置いていた携帯電話の着信音が鳴り、伊織は不覚にも驚おどろいてしまった。いきなり鳴るのは当たり前なのだが、少々ムカつきながらディスプレイを覗のぞき込こむ。

　画面に映る相手の名前を確認すると、すぐに伊織は電話を取った。

「美み野の里り川かわさん、お世話になっております！　連れん載さいですか!?　連載決まったんですか!?」

《伊織ちゃ～ん。何度も言ってるけど、編集長が首を縦に振ってくれない限り無理なのよ》

　伊い織おりの担当の美み野の里り川かわは、電話越しに呆あきれた声を出した。おネエ言葉だが40前の立派なオッサンである。奥さんと子どもがいるのでノーマルのはずだ。

《アタシだってね、連れん載さい会かい議ぎで毎回のようにすっごい推おしてるのよ？　後は編集長とあなたのお父さん次第なのよ》

「僕の筆の速さなら十分連載に付いて行けます！　学校の成せい績せきだって平均点からは一度も落としたことがない！　何がいけないんでしょうか!?」

《親おや御ごさんは単純にあなたの身体からだの心配をなさってるんでしょうけど、編集長が謎なぞなのよ。読者からもあなたの連載希望のお便り一杯来てるし、無視するわけにはいかないのにね。まあ、アタシももっと頑張ってアピールしてあげるから、連載についてはもうちょっと待ってちょうだい》

　伊織はグッと歯を食いしばった。

　努力が結果に繫つながらない悔しさからだ。

　連載を勝ち取る、そのためだけにこの丸１年頑張り続けている。編集長に熱意が届いていないのか、何か空回りをしているのか。

　今すぐに電話を叩たたきつけたい気分だった。

《それで実はね、連載ではないんだけど、あなたにお仕事の話が来てるのよ。今度の『別冊少年ライン』に載のる企画なんだけど》

　話がほとんど耳に入ってこない。今の伊織には連載以外には興きよう味みが湧わかないのだ。美野里川はそんなのお構いなしに話を続ける。

《インタビュー形式で、高校生漫まん画が家かと、ベテラン漫画家の対談を載せるのよ。もちろん前者は伊織ちゃんのこと。ああ、別に顔とか写真とか載らないから安心して》

　安心も何も、そもそもそんな無駄なことをしている時間も余裕もないし、そんな依頼を受ける気にもならない。それよりも、早く連載を摑つかむための研究・考察をしなければならない。急がないと手遅れになるかもしれないのだ。

《聞いて驚おどろきなさいよ……。何とお相手は、あの杜もり若わか王おう子じ郎ろう先生なのよ！》

　そう、急がなければ、その王子郎先生と『週刊少年ライン』上で戦うことが出来なくなるかもしれない──。

「──え？　今、何て？」

《だから王子郎先生とお会い出来るのよ。あなた一番尊敬してる先生だってしょっちゅう言ってたじゃない。かなりラッキーよ～。あの方、人前に出ることなんて滅多にないんだからね》

　伊織の電話を持つ手が震えてきた。徐々に動どう悸きも激はげしくなっていく。

「美野里川さん！　その話、冗談じゃないですよね!?」

《もう～、なわけないでしょ～》

「だったら是ぜ非ひお願いします！　是非行かせてください！」

《そうこなくっちゃ！　まあ、嫌と言っても無理にでも来てもらうけどね》

　複雑な思いもあったが、やはり直接会って話がしてみたい。

　憧あこがれであり、倒すべき相手。

　特に今はその気持ちが大きい。自分に何が足りないのか、どうして自分は連れん載さいが出来ないのか。

　それを杜もり若わか王おう子じ郎ろうとの対談で摑つかめるかもしれない。

「それで、日程は？」

《今週の日曜日よ》

「ええ!?　急過ぎませんか!?」

《アタシだってさっき上に言われたんだからね。まあでも、別に予定なんてないでしょ？》

　カレンダーを覗のぞくが、確かに何の予定もなかった。

　伊い織おりが了承の言葉を伝えると、また追って連絡するからと言い残し、美み野の里り川かわからの通話が切れた。

　それからしばらく伊織は、胸の動どう悸きが止まらなかった。それに、こんな機会がこうもあっさり巡ってくるとは、自分は実力だけでなく天運も持っているのだなと思った。

　すっかり機き嫌げんを良くする伊織だったが、これがマンガや物語でいうところの序章、起き承しよう転てん結けつでいうなら「起」であるとは知る由よしもなかった。
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　六時に起床。同、四十六分発の電車に乗る。八時三十五分、会社に到着。席に座ると同時にパソコンの電源を入れる。

　十二時から一時間の昼休憩。席を立ち上がったところで上司に声をかけられ、解放されたのは十二時十五分。歩いて三分の安いラーメン屋には長蛇の列。並ぶこと十五分。ようやく飯にありつける。注文が来るまで三分。湯気の立ち上るラーメンを胃袋に吸い込むこと五分。すぐに席を立ち、会社の玄関横にある小さな喫煙スペースで、缶コーヒーを片手に立ったままタバコを吹かす。この半年でタバコの量は二倍に増えた。ここでやっと、ホッと一息をつく。時刻はすでに十二時四十五分を経過している。

　十二時五十八分、自分の席に戻る。十三時二十七分、本日三度目の上司の怒鳴り声。

　十九時三十五分、やっと、上司が退勤。頼むからもっと早く帰ってくれ。

　二十一時十五分、ようやく退勤。この時間になると、電車の本数が少ない。二十二時五十三分、帰宅。二十五時零分、就寝。以下、繰り返し×六日間。




　サラリーマンに憧れなどなかった。だが、熱を上げるようなやりたいこともなく、いつの間にか周りと同じように、就職活動に勤いそしんでいた。

　自慢じゃないが、そこそこ名の通る大学をストレートで卒業した。それでも簡単に内定のもらえないこのご時世。とにかく手当たり次第に面接を受けまくった。周りの奴やつらになんて負けたくない。確固たる自信など何ひとつないくせに、プライドだけは山よりも高い。自分よりレベルが低いと思っていた奴らが一流と呼ばれる企業の内定をもらった時は、酷ひどく嫉妬した。

　ひとつでも多く、少しでも有望な企業から内定をもらうことが、俺たちにとって最大のステータスだった。




　今、俺が勤める会社は名高い一流企業ではない。中堅の印刷関係の企業だ。しかし、ことごとく希望の企業の面接に落ちまくった俺にとって、この会社からの内定をもらえた時は、正直かなり嬉うれしかった。この会社の役に立ってやろう、利益を上げて、俺を落とした企業を見返してやろう。意気込んで入社し、がむしゃらに努力した。

　あの頃はまだ、少しの夢と、希望と、やる気があった。




　鼻先をかすめるように、特急電車がスピードを緩めず走り過ぎる。数日前まで蒸し暑かったはずの風は、いつのまにか少し冷気を含んでいた。

　人波に溢あふれたプラットホームの先頭で、俺は自宅へと向かう快速電車を待っていた。

　突風に煽あおられた前髪が、非常にうっとうしい。そろそろ切らないといけないが、美容院に行く時間がもったいない。

　俺の後ろには、皆同じような暗い色のスーツに身を包んだ、サラリーマンの列。年齢はバラバラだが、皆一様に疲れた顔をしている。




　俺はいつから笑わなくなったのだろう。ビデオを巻き戻したような、時間をひたすら消化していく毎日。

　どんなに頑張っても給料は横よこ這ばい。しかし、成績が上がらなければ当然、上司にどやされる。サービスという名の残業ばかりが増えていく。俺たちには少しのサービスもないくせに。

　土曜出勤は当たり前。日曜に死んだように眠っていると、けたたましい携帯電話の音に叩たたき起こされる。電話口では部長が、取引先からのクレームだと、俺の担当だと気が狂ったように叫んでいる。

　なんだよ、元は先輩の担当じゃねーかよ。ややこしい取引先だけ押しつけてくるんじゃねーよ。俺が入社する前の話されてもどうすりゃいいんだよ。そもそも先輩が辞めたのだって、お前のせいだろ。クソ上司。




　俺だって辞めたいよ。こんな会社だと思わなかったよ。説明会ではいいことばっかり言いやがって。何が、頑張っただけ稼げるシステムだよ。何が、実力を正しく評価する環境だよ。今すぐ辞めてやりたいよ。

　でも入社半年足らずで辞められるわけがないんだよ。そんな根性のない奴、次の企業が雇ってくれるわけないんだよ。

　今月はもう、二週間ぶっ通しで働いている。こうなってくると眠いんだか、腹がへってるんだか、わかりゃしない。

　この半年間、体調はずっと最悪だ。

　くたくたになってようやく家に辿たどり着いても、数時間後にはまた、会社へと向かう電車に揺られている。

　そんな現実に押し潰されそうになる。




　自宅にいるときの体感時間は、ほんの一瞬。会社にいる時はあれほど長く感じるのに。相対性理論の本でも読んでみようかと思うけど、そんな時間を持てるはずもない。

　そして、その心が解放される一瞬は、眠りについた瞬間に終わってしまう。

　身体からだは眠りたいはずなのに、脳みそが眠りを拒否しているような感覚に陥る。




　人は何のために働くのか────

　入社してから三か月ほどは、そればかり考えていた。

　けれどもう、考える気すら起こらなくなった。

　辞められないなら働くしかない。余計なことは考えない。

　ただひたすらに、一週間が過ぎるのを待つだけ。

　次の日曜にも予定はない。彼女なんてつくる暇もない。暇があったらつくれるのかって突っ込みは勘弁してほしい。今の俺には彼女どころか、友達すらいない。

　中学校の頃、いわゆる青春時代を共に過ごしたよき友人とは、大学に入り新しい人間関係ができると共に、少しずつ連絡をとらなくなった。

　そして、その大学時代にできた数多くいたはずの友人も、就活が佳境に入った辺りからあっけなく疎遠になってしまった。

　社会人になってから数回飲みの誘いがあったが、今は他の奴と仕事の話をする気にはどうしてもなれなかった。もしそいつが俺よりいい給料をもらっていたら…………考えただけで吐き気がする。こんな自分を情けないとは思うけど、そう思ったところでどうしようもない。

　今はただ、来週の日曜はトラブルが起こらないでほしいと願うのみだ。

　いくら予定がないとはいえ、一日くらい何も考えずにダラダラしていたいんだよ。

　贅沢は言わない。ただそれだけだから、どうかそれくらいの願いは聞いてください。

　頼むよ、神様。




　昨日は休日出勤だけあって、午後六時には家に戻れた。コンビニで買った弁当を機械的に口に運び、見るでも見ないでもなく、テレビをつけていた。

　すると、子供の頃から記憶に馴な染じんだ、軽快な音楽が聞こえきた。

　俺はしばらく、子供の頃とは違った感情で〝その音楽〟を聞いていたが、いつのまにかリモコンの電源ボタンを押していた。

　真っ暗になった画面には、まだアニメの中の幸せそうな家族が映っているような気がした。

　子供の頃、それを楽しみに見ていた時の感情と、今の感情とのギャップに涙が出そうになった。

　ふと、学生の頃に女友達の朱あけ美みから聞いた話を思いだした。







　就活のために髪色を変えたばかりの朱美は、学食で俺の姿を見つけると、チャンスとばかりに走り寄ってきた。美しい栗色だったロングヘアは、不自然なほどの漆黒に染め上げられていた。

「ねえねえ、橘たちばな先輩って覚えてる？」

　誰かに話したくてウズウズしていたのだろう。その表情は、少し興奮しているようにも見えた。

　以前の髪色のほうがよかったなあ、などと考えていた俺の返事を待たず、朱美は話し始めた。

「橘先輩、入社してから三か月で『サザエさんシンドローム』になったらしいよ」

　俺はその『サザエさんナントカ』が、何の意味であるのか知らなかった。

「なにそれ」

　気のぬけた返事をした俺に、朱美は少しオーバーに驚いたような表情を見せながら言った。

「えー知らないの？　鬱みたいなもんだよ。サザエさんのエンディングを聞くとすごく憂鬱になって、死にたくなるんだって」

「なんでサザエさん？」

「日曜日の終わりだから。それが終わって、寝て起きたら月曜日になるからだよ」

　いかにも深刻そうに話す朱美をよそに、俺は「へえー」と気のない返事を続けた。

「もう、ぜんっぜん興味ないじゃん」

「いや、そんなことはないけど……」

　朱美の言う通り、あまり興味を持てる話題ではなさそうだと思った。

　この時はまだ、社会のことを何も知らなかった。

　自分のことを社交的だと思っていたし、社会に出てもなんとなく上手うまくやっていける自信があった。酒を酌み交わし、他愛もない話をするような友人なら数多くいたし、人間関係に深刻な不安を抱いたこともない。

　鬱なんて、自分とは無縁の世界だと思っていた。

　朱美は、興味を示さない俺に、一生懸命話し続けた。

「ちゃんと聞いてよ。あのアメフト部のエースの橘先輩がだよ？　ほら、大学最後の試合でもタッチダウン決めてさー。超カッコよかったよね」

　まったく女って生き物は、どんな話題の最中にも必ず一度は話を脱線させる。

　残念ながら、カッコいいアメフト部のエースの話題ほど、どうでもいいものはない。

　俺は、面倒くさい方向に逸それていきそうな話の流れを修正した。

「で、その橘先輩が鬱なのが心配なの？　朱美、仲よかったっけ？」

「心配ってゆーか、ちょっと怖くない？」

　眉間にしわを寄せた朱美の表情には、不安の色が窺うかがえた。

「怖い？」

「だって、アメフト部だよ？　うちの大学けっこう強いし、練習も厳しくて有名じゃん。そこでエース張ってた人が、たったの三か月で鬱なんてさ。社会で働くことがアメフト部の練習より厳しいなんて、そんなのどうしたらいいの？　私、考えただけで倒れそう」

　朱美はより一層、両まぶたの辺りに力を込めた。その不安気な表情は、俺には大げさに演じているようにも見えた。

「先輩はちょっと、精神的に弱かったんじゃないの？」

「えーそんなことないよ。精神的に弱い人が、試合に出て活躍なんてできる？」

　期待していた答えと違ったのか、不服そうに頰を膨らませた朱美に、俺はわかったような口を利いた。

「スポーツの体力的な厳しさと、社会に出てからの厳しさなんて全くジャンルが違うだろ。先輩はたまたま、そっち方面のプレッシャーに弱かったんだよ。それか、よっぽど会社との相性が悪かったんだね」

「そうかなあ」

「先輩にはアメフトの才能はあったかもしれないけど、サラリーマンの才能はなかったってこと」

「サラリーマンの才能ってなによ」

　さらに口を尖とがらせた朱美は、少し突き放すように言った。

　俺はなぜか、朱美よりもずっと人生の先輩のような口ぶりで、自信満々に言った。

「本当に出来る人間っていうのは、どんな環境にいてもできるんだよ。社会に出てから一番重要なのは、体力でも、我慢強さでもない。頭のよさだ。どんな人とでもやっていける適応能力だ。要は『人間力』がある奴が一番強いってこと」

　俺に話しても無駄だと思ったのか、あの時以来、朱美との会話に橘先輩の話題が出ることはなかった。




　もしもタイムマシンがあったなら、あの時に戻って、得意満面に話している俺の胸倉を摑つかみ、「黙れ、馬鹿野郎！」と怒鳴ってやりたい。

　朱美はあの頃から、俺よりもずっと冷静な視線で社会を見つめ、敏感にその怖さを感じ取っていた。

　一方俺は、その『人間力』とやらが自分には備わっていると思っていた、ただの阿あ呆ほうだ。社会というものを完全になめていた。

　そして今、阿呆の勘違いは見事に打ち砕かれ、社会の厳しさと、自分の無力さを痛感している。

　橘先輩は、今頃どうしているんだろう。

　その後のことを聞いておけばよかったと、今更ながら少し後悔した。




　ふと、隣の男に目をやる。見るからに着古したスーツに身を包み、薄くなりかけた頭には隠しきれない白髪が、ホームの明るい電灯に照らしだされている。

　お世辞にも小綺麗とは言えない。しかし、横顔がどことなく俺の親おや父じに似ている。

　彼はこの数分間、微動だにしていない。俺が見ていることにすら気づかず、うつろな目の奥にはかすかな光さえ見えない。

　何十年か後の俺も、こんな感じなんだろうか。くたびれたスーツに身を包み、満足するには程遠い額の金を稼ぐため、片道二時間弱の道のりを満員電車に運ばれ続けるのだろうか。







　ようやくホームの電光掲示板が、家へと向かう電車を表示した。

　やっと帰れる。

　大きな溜ため息をついたその時、スーツのポケットがブルルルルと振動した。

　────マジかよ。

　振動しているポケットから携帯を取りだし、表示画面を見る。

　眩暈めまいがした。

　クソ上司が。

　気づかなかったことにしよう。もう今日は帰りたいんだ。取引先には土下座せん勢いで謝っただろうが。俺は何にも関係ないのに謝っただろうが。これ以上なんだっていうんだ。どうせ明日も出社するのに、何でこんな時間に電話をかけてくるんだ。

　もういい。

　もう帰ろう。帰って寝よう。

　携帯はしつこく振動している。

　全てが面倒くさい。

　俺は携帯の電源を切って、またポケットに仕舞った。

　明日出社したら、思いっきりキレられるんだろうな。そうだ、充電が切れたことにしよう。そのまま気づかず眠ってしまったと言って……。

　無駄だな。言い訳なんて通用しないことは、重々承知だ。

　眠ってしまうと今日が終わる。

　目覚めた時にはもう明日だ。

　眠りたくない。眠らなければ明日は来ない。

　家に帰っても眠りたくないならいっそ、ここで寝てしまおうか。

　なんだかわけのわからないことを考えながら、俺はゆっくり目を閉じてみた。

　すると、頭がふわふわしてきた。気持ちがいい。

　このまま立ったままで眠れるんじゃないか。

　だんだん地面もふわふわしてきた。

　こんなにいい気持ちになったのは久しぶりだ。飲んでもないのにほろ酔い気分か。

　周囲の音が遮断されていく。騒々しいホームにいるとは思えないほど、静かだ。

　このまま、この心穏やかなままで気を失ったら、ホームに落ちるんだろうか。




　そうしたら明日、会社へ行かなくても済むかな。




　三十秒くらいだろうか。体感にしたらもっと長く感じたが、きっとそのくらいだろう。

　目を閉じていると突然、右腕に衝撃が走った。

　驚いて振り向くと、俺のあまり引き締まっていない腕の肉に〝誰か〟の指がガッチリ食い込んでいる。さほどゴツくはないが、明らかに男の指だ。

　その指先から腕へと、少しずつ視線を這わせていく。

　肩まで辿ったその先には、全く見覚えのない、俺と同い年くらいに見える男が、満面の笑みで俺の真後ろに立っていた。

　わずか二十センチほどの距離で、笑顔の男とバッチリ顔を見合わせる形となってしまった俺は、ギョッとして少し後ろに仰のけ反った。

　無駄にデカい頭に体重がかかり、上半身がぐいんとホームからはみだした。

　線路上に大きく傾いた俺の身体を見て、隣の親父似の男が息を吞のみ、目を見開いたのがわかった。

　どうやら彼にも感情は残っていたようだ。

　俺はなぜか、少しほっとした。




　落ちる────

　そう覚悟した瞬間、俺の身体は凄すごい力でグイッと引き戻された。

　どう見ても貧弱そうに思えた〝その腕〟は、一七五センチある俺の身体をいとも簡単にホーム上へと引き戻した。その頼りない風貌からは、とても想像できないような強い力だった。

　茫ぼう然ぜんとする俺に、男は満面の笑みを崩さぬまま言った。

「久しぶりやな！　俺や、ヤマモト！」

　……ヤマモト？　誰だっけ。

　俺は戸惑いながらも、なんとか頭を回転させ、記憶を巡らせてみる。

　が、ヤマモトという名前にも、この男の顔にも覚えはない。

　ヤマモトと名乗るその男は、子供のように無邪気な笑顔で話し続けた。

「ホンマに久しぶりやなあ。小学校以来か。でもすぐわかったで。お前、変わってへんなあ」

　ヤマモトは、歯磨き粉のＣＭのように歯を見せてニカッと笑うと、俺の右肘の上あたりを力強く摑んだまま、列の後ろの方へと移動し始めた。

「え……」

　俺は、呆あつ気けに取られて抵抗することも忘れ、ヤマモトにズルズルと引きずられるようについて行った。

　ホームの真ん中ほどまで来て、ようやくヤマモトは俺の右腕を解放してくれた。

　改めてマジマジとその男の顔を見つめてみる。

　小学校以来ってことは同級生なのだろうか。しかし全く思いだせない。

　関西弁の奴なんてクラスにいなかったような気がするが。

「あの……、悪いけど俺、お前のこと……」

　正直に「覚えていない」と言おうとした瞬間、ヤマモトは俺の話を遮るように、凄い勢いでペラペラとしゃべりだした。

「いや、でもホンマ懐かしいわ。こんなところでお前に会えるとはなあ。ほら俺、小学四年なる前に大阪に引っ越したやん。だから、もう東京の友達なんて誰とも連絡とってないねん。会えてめっちゃ嬉しいわ。今から帰るんか？」

「う、うん。まあ……」

　ヤマモトの笑顔と勢いに圧倒されて、なんとなく「知らない」と言いだし辛づらくなった俺は、曖昧な返事をした。

「マジか！　めっちゃええタイミングやん。よし、飲みに行こうぜ」

　突然の誘いに「え、いや、あの」とあたふたする俺を気にも留めず、ヤマモトは続けた。

「よーし、行こ行こ。オレ、いい店知ってるから！　刺身食える？」

「いや……、食えるけど……」

「よっしゃ、決まりや！」

　ヤマモトは嬉しそうに叫んだ。

　俺は、ただただ戸惑っていた。

「うわあ、こんな偶然ってあるんやなあ」

　ヤマモトはニコニコと、改札へと続く階段に向かって歩きだした。

　どうしよう。

　その場で立ちすくむ俺に、ヤマモトが振り向いてとびっきりの笑顔を見せた。

「マジで、神様に感謝やわ」

　綺麗な前歯をキランと光らすヤマモトは、心から喜んでいるように見える。

　もしかしたら、昔はそれなりに親しくしていたのかもしれない。

　そう思うと、彼を思いだせない自分がなんだか申し訳ないような気持ちになってきた。

　とりあえず覚えているフリでもして話を合わせるか────

　俺はまだ少しぼうっとした頭のまま、ふらふらとヤマモトの後に続くように歩きだした。
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